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プロローグ




　窓から見える景色は、驚くほどに変化がなかった。

　木々が彩る四季の移り変わりだけが自分に時間の流れを教えてくれた。

　それほどまでに、ここには変化がない。

　これではずっと病院のベッドにいた『前』と同じで、せっかく次の人生こそはいろいろな変化を楽しもうと思っていたのに期待はずれもいいところだ。

　病気ばかりで病院から出ることも許されず、一度も学校へ行けなかった『前』の人生。

　楽しみといえば見舞客が持ってきてくれる絵本や漫画、小説だった。

　最初は小さな画面でアニメや映画を見ていた気もするが、その舞台の大半が外の世界ばかりだと気づいた時に見るのをやめてしまった。

　どれだけ焦がれたところで『そこ』に立つことはできないし、子供の自分にとって憧れは毒だった。

　親は、いつか自分の病気を治療する方法が見つかると信じていたんだろう。実際、そういう話は何度か聞かされた。自分にも希望を持ってほしかったのかもしれない。

　でも、自分はそんなことはもうどうでもよかった。

　両親は優しかったし、お見舞いに来る祖父母や親戚の人たちも誰ひとり自分を蔑ないがしろにしなかった。

　自分は、きっと幸福だったのだろう。

　わたしの最後の日、その最後の最後まで、誰かを恨まずに済んだ。体が動かせなくなって、息が苦しくなって、目が見えなくなって、耳が聞こえなくなって、自分の世界がどんどん小さくなっていって、これで終わりだと思うとほっとした。

　そうして思ったんだ。

『次』があるのなら、自分は旅をしたいって。

　テレビや絵本、漫画で描かれていた世界を自分の足と目で確かめたいって。

　最期の一瞬、考えていたのはそれだったと思う。




「シェラ。また本を読んでいるの？」

　母が顔を出した。

　ピンと伸びた長い耳と、色素の薄い髪と肌。とても子供がいるようには見えない外見は、わたしたちの種族が持つ特徴のひとつだ。

「その本、前も読んでいなかった？」

　母はわたしが抱えている本を見て、不思議そうに首をかしげる。

　わたしが何度も何度も同じ本を読むのが不思議らしい。

　人間の街で暮らした経験を持つ母は、他の同族たちに比べれば人間の持つさまざまな道具への理解がある。

　人間の娯楽というものも理解しており、娯楽本という存在もきちんとわかっている。他の同族にとって本といえば、一族の伝承を間違えずに記録するための歴史書か、魔法や薬の調合法を他人に伝えるための教本のどちらかだけで、娯楽のために本を用いるなどという発想はない。

　そもそも、わたしたちの種族の娯楽といえば、なにが楽しいのかよくわからないテーブルゲームと同族との語らいだけだった。

　わたしが退屈だと思っている原因は、そこにある。だから、わたしは母に訴えた。これで何度目かはもう忘れてしまったが、何度も訴えたことは覚えている。それに対する母の態度も。

「お母さん、わたし街に行きたい」

「うう～～ん、そうねぇ」

　本を抱えたわたしの言葉に、母は困ったように笑みを浮かべる。

　わたしたちは人間を嫌っているわけではない。ただ、人間とわたしたちでは種族が違う。

　身体能力も、時間の感じ方も違う。姿形こそ似ているし、言葉も通じるし、子供だってつくることができるらしいが、やっぱり違う生き物だ。

　だから、わたしたちはあまり人間と関わろうとしない。

　でも、昔の母は違った。たまたま集落に迷い込んできた人間の男と意気投合して勝手に集落を抜け出して人間の街で一緒に暮らし、わたしを産んだ。

　でも、わたしが生まれてすぐに父が死んで、母は集落に戻った。母が人間の街で暮らしていたのはほんの数年ほどのことだ。

　それでも、母は人間の街で暮らすことには抵抗がないはずだった。

「別に人間がどうこうってわけじゃないのよ？　でも、私たちの種族がひとりで暮らすのは結構面倒なのよね。人間って、怖がりな生き物だから、私たちがいると怯えちゃうのよ」

「だったら、いろんな街を渡り歩けばいいでしょ？　同じ場所にいるから怖がられるだけで、旅人なら気にしないよ」

　わたしは退屈に耐えられなくなっていた。

『前』の時はそうするしかなかったから耐えられた。あきらめていたといってもいい。

　でも『今』は違う。いくつも選択肢があって、それを自分の意思で選ぶことができる。そんな状況でいつまでも退屈に耐えられるわけがない。

『前』のわたしは我慢強かった。

　でも、『今』のわたしは我慢することが嫌いだった。しなくてもいい我慢なんてしたくない。生きている限りは、我慢しなくちゃいけないことがいくつもある。だったら、しなくてもいい我慢なんてしたくない。

「――しかたがないわね」

　そんな内心が滲み出たわたしの視線にため息をついた母は、人差し指を立てて集落を出るための条件を出した。

　母は途と轍てつもない条件を出すことで、わたしをあきらめさせようなんてまねはしなかった。

「だったら、長老の家にある本を全部読みなさい。あそこには人間たちの本もたくさんあるから、きっと人間たちの世界で暮らす助けになるわ。私の時はお父さんが助けてくれたから平気だったけど、あなたはひとりで旅に出るんだもの、このくらいしないとね」

　母の条件は至極当然のものだった。

　このくらいなら、わたしも納得できる。ひとり旅に備えるためという母の意見もうなずけるものだ。

　エルフや女がどうこうというわけではなく、盗賊やモンスターの跋ばっ扈こするこの世界でのひとり旅というのはそれだけ危険なものだ。

「わかった。全部読んだら集落を出てもいいんだね？」

「ええ、どれだけ時間がかかってもいいから、全部読むのよ」

　母はきっと、わたしが退屈に耐えかねて集落を出たがっていると思ったんだろう。外の世界に過剰な期待をしていると。

　だから、本を読ませて現実を教え、熱を冷まそうとしたのだ。

　わたしが外の世界への情熱を失って旅に出なければ、母としては余計な心配をしなくても済む。

　親心というやつなのだろう。理解できるし、感謝しかない。

　でも、わたしはもう決めた。

『今』のわたしは外の世界に行く。

『前』のわたしの分まで外の世界を旅する。

　そのための予習だと思えば、たかが数千冊の本なんてたいしたことない。

　かつてのわたしの人生は、眠ることと痛みに耐えること、そして本を読むことに費やされたのだから。










第一章　書架遺跡のハーフエルフ




　雑踏の中をどんどん進んでいく。

　この近辺で一番大きな街だけあって、〈リズル〉には常に多くの人々が集まっていた。

　その中でも大通りのバザールとなれば、人が押し合い圧へし合い、歩くだけでも体力をごっそり削られる戦場だった。

「パン職人募集中だ！　給料は一日銀貨四枚！　経験豊富なら八枚まで出すぞ！」

「誰か馬を売ってくれないか!?　輓ばん馬ばだ！　この荷物を急いで王都まで運ばないと、うちは破産しちまう！」

「〈グーゼルス〉行き乗合馬車出発だよー！　次の〈グーゼルス〉行きは三日後！　乗り遅れたら大変だよー！」

「そこの兄ちゃん！　いいガタイしてるじゃねえか！　衛兵なんてどうだい！　領主様の直臣、手柄を立てたら騎士への道だって開けるかもしれないよ！」

「〈ビドナ魔法院〉謹製の巻物スクロールだ！　ひとつ金貨十枚で五つ買ってくれるなら四十枚にサービスするぞ！」

　旅を始めた頃だったなら、今頃身動きができなくなっていただろう。

　しかし、長旅の間で経験を積んだわたしは、どんな人混みの中でも的確に道を見つけて進むことができるようになった。

　体があまり大きくないというのもメリットだ。人混みの中から掲示板を見たり、買い物中に店員に気づかれないなんてこともたまに起きるけど、慣れればこちらのほうが動きやすい。

「はいはい、ごめんねー。通りまーす」

　するすると人が作り出す流れの中を進み、かき分け、潜り抜け、目的の路地までたどり着く。大通りから一歩はずれた通りは、だいぶ人が少なくなった。

「よかった。このへんはあまり変わってないや」

　この街は三年ぶりだけど、さすがに人間の街でも三年程度なら街並みが大きく変化しているということはなかった。

　大通りの店はやっぱり入れ替わりが激しく、半分ほどは店の看板が変わっていたが、大通りからはずれると事情は変わってくる。

　昔からの店が、変わらぬ佇まいでそこにある。目印にしていた角の宿屋を曲がると、想像していた通りの道が伸びていた。

「うん、ここで間違いなさそう」

　人々に踏まれて削られた石畳を進む。

　旅用の分厚いブーツのせいでくぐもった足音が、周囲の高い建物に反響している。

　上を見れば建物の間に張られた洗濯ヒモに色とりどりの洗濯物が干してあり、下を見ればそこらで暮らしているらしい野良ネコ――『前』の世界のネコよりちょっと大きい、モンスターが家畜化された生き物――が我が物顔で歩いている。

　井戸の近くで世間話をしている女の人たちがちらりとこちらを向くけど、わたしが気にしないで歩いていると、向こうも興味を失ってすぐにおしゃべりに戻っていった。

　やっぱり、こういう大きな街だと、ローブをかぶっている程度じゃ誰も気にしないみたいだ。

　これが田舎の小さな村になると、顔を隠しているだけで常に誰かに監視されてしまう。よそ者が厄介事を起こさないよう警戒しているだけだとわかっているが、見られているほうはどうしても緊張して疲れてしまう。

　そういう点で、大きな街は気楽だ。

　住人たちが旅人慣れしているせいもあるが、なにより赤の他人への興味が長続きしない。自分の生活への影響がないなら気にしないという考え方が根付いている。

　ある程度の期間滞在するなら、やはり大きな街がいい。

「あ、あったあった」

　路地を進んだ先には、小さな商店があった。

　看板には魔法薬のビンが描かれており、魔法薬品店であることを通行人に示している。

　場所が場所だけに怪しい印象もあるが、そもそもそうした魔法薬品店は看板を掲げたりしないし、看板にはこの街の魔法ギルドの認証番号も入っている。

　見た目と店の場所以外、まったく怪しいところのない店だった。

「こんにちはー」

　カランカランとドアベルが鳴り、その音に反応するかのように棚に置かれていた魔法薬のいくつかが発光した。

　ドアベルにかけられた呼び出しの魔法の波に反応しているのだ。

　もう三十年も経つのに、きちんとドアベルが動いていることに、わたしはどこか誇らしさを抱いた。自分が作ったものがきちんと役目を果たしているところを見るのは、とても気分がいい。

「はいはい、いらっしゃいませ……って、シェラスの姐さんじゃないか」

　店の奥から顔を出した中年の人間が、わたしの顔を見て驚いている。ずいぶん太ったけど、ここの跡取り息子のアンドレで間違いない。特徴的な丸鼻は輪郭が変わっても健在だ。

「アンドレ、また部屋を貸してほしいんだけど、どこか空いてる？」

「姐さんの頼みなら、空いてなくたって空けるよ。なんなら、うちにきて爺さんの話し相手をしてくれてもいいんだぜ。爺さんも喜ぶし」

　アンドレの父テリーは店を息子に譲った後、自宅で悠々自適な生活を送っていると聞いていた。人間にとっては、それまでの人生を振り返る大事な時間だそうだ。

「遊びに行くのはいいけど、テリーの小言はお断り。あの子ったら、子供の頃から話が長かったのに、年を取ったらさらに長くなるんだもの。限りある寿命をおしゃべりで使い果たすつもりなのかもね」

「はははっ、そりゃいいや。死ぬ時まで元気でくっちゃべってくれたら、俺たちも安心だよ」

　アンドレはカウンターの奥にある引き出しをいくつか引っ張りだし、何本かの鍵を矯ためつ眇すがめつ吟味している。

　彼ら一族がオーナーを務める建物や部屋の鍵だった。彼らはこの街でいくつかの建物を所有する地主でもある。

「静かなほうがいいでしょう？」

「ええ、昼間はうるさくてもいいけど、夜は静かなほうがうれしいかな。わたし、夜はきちんと寝るタイプだから」

「寝る子は育つ、でしたか。姐さんに教えてもらった言葉でしたね。姐さんはまだ成長するつもりなんで？」

「日々成長よ」

　そう言って大きく胸を張る。

　体の成長はずいぶん前に止まってるけど、また成長する可能性もある。生命の神秘はあきらめない者のところに現れるに違いない。

「よし、じゃあこの部屋にしましょう。五番通りにある建物の最上階です。今は物置になってますから、せがれを一緒に行かせて掃除させましょう」

　鍵を手に取り、アンドレは店の奥に声をかける。

「ギエン！　仕事だ！」

「仕事ぉ？　もう、今日の分の配達と家賃集金は終わってるぜ？」

　文句を言いながら、だらしのない服装でのっそりと店の奥から顔を出したアンドレの息子ギエンは、わたしを見ると大きく目を見開いた。

「シェラ姐さん!?」

「ギエン、大きくなったね。もう背はわたしより大きいんだ？」

「し、失礼しました！」

　慌てて顔を引っ込め、次に顔を出した時にはきちんと服装が整っていた。昔は素っ裸で店や家の中を駆け回っていたのに、成長して一人前の恥じらいを覚えたらしい。

「親父！　姐さんがいるならいるって言ってくれよ！」

「店に顔出すのにだらしのない格好をしているほうが悪いに決まってるだろうが」

「そりゃ……まあ……」

「とにかく、姐さんに五番通りの一番いい部屋を貸すから、荷物運びと掃除を頼む。くれぐれも失礼のないようにな」

「もちろんだ。姐さん、案内します」

「ありがとう。アンドレ、また後で顔を出すから、わたしに頼みたい仕事があるならまとめておいて」

「わかりました。調子の悪い魔法道具がいくつかありますんで、手直しのほう頼みます」

「わかった。家賃代くらいは働きたいから、欲しい魔法薬があったらそっちのほうも作ってあげる」

　アンドレたちは、絶対にわたしからお金を受け取ろうとしない。

　アンドレの祖父、テリーの父親が生まれる時に助けてあげたからだということだが、そんなのもう何十年も前のことだ。わたしはもう普通にお金を払うと何度も言っているのだが、彼らは絶対にうなずかない。

　わたしもあきらめて、労働で対価を払うことにしている。

　魔法薬品店となれば、わたしが助けられることはいろいろあるものだ。場合によっては、旅の途中で手に入れた品物を売ることもある。

「姐さん、荷物はこの鞄だけです？」

「うん、杖はわたしが持つから、それだけお願い」

　掃除道具を持ったギエンが、わたしの横に置いてある鞄を眺めながら訊いてきた。魔法使いが旅をするにはあまりにも小さな鞄だと思っているんだろう。

　でも、わたしにとってはその鞄だけで十分だ。

　本当に必要な道具は、別の方法で持ち歩いている。

「それじゃ、また後でね」

「はい。ゆっくりしていってください、姐さん」

　アンドレに見送られ、わたしは店を出た。

　建物の間から見える空はよく晴れていて、気持ちのいい日差しが街に降り注いでいる。

「それじゃギエン、行こうか」

「はい」

　わたしはギエンに案内されながら、石畳を踏みしめた。




◇　◇　◇




〈リズル〉の街は九色の国のひとつ、朱王国の地方都市だ。

　王国内外をつなぐ交通の要衝として発展し、今も昔も人の流れが激しい。

　人の流れが激しいということは、そうやって街を行き来する人々相手の商売が成り立つということで、それらの商売の担い手たちが街には多く暮らしている。

　先ほどのアンドレの店もそのひとつだ。

　アンドレの魔法薬品店――ミュール魔法薬品店は、街の中でもかなりの老舗で、わたしがこの街に初めて来た時からあった。当時の店主はギエンの曾祖父でテリーの父親だったけど、実際にはもっと前から営業していたらしい。

　もともと、街中に土地を所有する一族の誰かが趣味で始めた店で、家賃収入があるため大々的に店を宣伝する必要もなく、路地裏でひっそりと営業し続けている。

　わたしが滞在している時にほかの客と出会ったことは一度か二度で、とてもあの店だけで食べていくことはできないだろう。

　ただ、趣味でやっているだけあって品揃えはよく、利益のために不良品や安物を置かないという点では魔法使いたちの信頼を得ている。わたしも安心して品物を卸せる店だった。

「姐さん、あの建物です」

「へー、結構新しい建物じゃん」

「新しいって言っても、俺よりずっと年上ですよ」

「ほー？　わたしが年寄りだって言いたいんだ？」

「そんな！　滅相もありませんって!!」

　ぶんぶんと首を振るギエンに、わたしは笑う。

　からかうとおもしろいのは昔から変わらない。アンドレも子供の頃はそうだった。

　顔はあまり似ていないが、そういうところでは親子だと思えた。

「この街でなにかご用が？」

「まあ、そんなところ。でも、魔法ギルドには知られたくなくてね。あと、錬金術ギルドとか、市役所や領主にも」

「まるで犯罪者みたいな言い方ですね……」

「あはははっ」

　ギエンの感想は、わたしも思ったことがある。

　人目をはばかり、普通の宿に泊まることもない。恩やらなにやらで口が堅い知り合いの伝手つてで部屋を借りる魔法使い。

　普通に考えたら、破壊と混乱を目論む悪い魔法使いそのものだ。実際、そういう連中もこの街にはたくさんいるんだろう。

「まあ、うちが姐さんのことを漏らすことはありませんよ。爺ちゃんにボコボコにされちまいますから」

「テリーも義理堅いよね。ちょっとアンドレが生まれる時に手伝ってあげただけなのに」

「姐さんがいなかったら、親父は生きてませんでしたよ。そうなると、俺もここにいません。姐さんは俺と親父の命の恩人なんです。どれだけ感謝してもしきれません。それに、ひい爺さんの時だって助けてもらいました」

「そんなふうに言ってくれるのはうれしいけど、あんまり感謝されるとむず痒いんだよ。わたし、正義の勇者様でもなければ、慈悲深い賢者様でもないし」

　九色諸国がつくられたばかりの頃には、そういう連中もいた。

　悪魔の軍勢だかと戦って人間たちを守り、今の九色国の基礎をつくった。でも、わたしはそういうのにはあまり興味がない。

　目の前に死にそうな人がいれば、可能な限り手を貸す。それは『前』のわたしを最期まで生き存ながらえさせてくれた人たちへの回りくどい恩返しだからだ。

　でも、それ以上のことは興味がない。

　わたしはわたしのために生きていく。集落を出た時から、そうすると決めていた。

「まあ、バレたところでちょっとうるさくなるだけだから、もしもギルドとか役人に聞かれたら正直に答えていいよ。ギエンたちに迷惑かけるのは嫌だからさ」

「どうしようもなくなったらそうしますよ。でも、そうじゃないなら、話したりしません。――ここです。入りましょう」

　ギエンは鞄を持って、建物の入り口の階段を上っていく。

　日当たりのいいアパートメント。建物の造りもいいし、普通に借りたら、月に金貨三十枚は払わないといけないかもしれない。

　この街は、かなり物価が高かった。

「階段はしっかりしてますけど、足下には気をつけてください」

「ありがとう」

　建物の中には、きちんと魔法照明があった。

　昼間でもしっかりと灯されており、ケチな節約なんてしていないことがわかる。やはりというか、それなりにいい物件らしい。

「あら、ギエン君。そちらは新しい住人さん？」

　三階まで上がったところで、住人らしい女性が声をかけてきた。

　品のいい笑顔を浮かべており、まさにマダムといった感じだ。

「はい。うちのお客さんで、しばらくこちらに滞在してもらう予定です。シェラ姐さん、こちらこの建物で暮らすマリーさんです。マリーさん、こちらシェラさん」

「シェラです。よろしくお願いします」

　ローブを開け、軽く会釈をする。

　エルフの特徴的な耳がさらされると、自然とマリーの視線がそちらに向いた。ただ、不躾な視線ではない。ごく自然に耳から視線をはずすと、わたしの目を見つめてくる。

「まあ、エルフの方でしたのね。マリーと申します。ご近所さんですから、なにかあればおっしゃってくださいね」

「ありがとうございます」

　やはりというか、マリーはわたしの種族を知ってもまったく態度を変えなかった。

　わたしは厳密にはエルフと人間のハーフだけど、見た目からそれを判断することはできない。

　エルフにもいろいろな外見的特徴を持つ人がいるし、人々が思っているようなエルフらしいエルフばかりではないからだ。

　ただ、それでもエルフ相手となると態度が変わる人もいる。しかし、マリーは違った。品のいい笑みを浮かべたまま、まったく態度が変わらない。

　どうやら、近所付き合いは楽にできそうだ。




　マリーと別れて部屋に到着すると、ギエンは手早く掃除を始めた。

　アンドレが物置とは言っていたものの、いつでも貸し出せるように定期的に手入れをしていたらしく、余っている別の部屋に荷物を移して掃除をしたら、すぐにキレイになった。

　上下水道は完備されているし、魔法式給湯器も万全に動く、冷暖房もきちんとしていたから、住処としてこれ以上望むべくもない環境が揃っていた。

「姐さん、布団はこれでいいですか？」

「うん、大丈夫」

　わたしが新しいカーテンへの交換作業をしていると、近所にある洗濯屋に預けていたという寝具をギエンが運んできた。

　ギエンはテキパキとベッドメイキングを終わらせると、さらに部屋中の点検を済ませた。

「部屋の設備に問題はなさそうですけど、なにかあればすぐに直しますから言ってください。あそこにある伝話水晶を使えば、すぐに店に連絡できますから」

　ギエンはそう言って、壁に埋め込まれた水晶玉を示した。

　登録された水晶同士での通話を可能にする魔法道具だ。それなりの値段はするが、まったく手が出ないほどでもない。通話可能範囲に比例して値段が上がっていくから、同じ街の近所を繋ぐだけなら案外安く済むのだ。

「そう言ってくれるのはうれしいけど、普段は野宿してるんだから、多少の不便は気にしないよ。でもまあ、借主の権利として、なにか不便があったら連絡するね」

「はい、それじゃあ俺は行きます。よい一日を！」

「あ、ちょっと、お小遣い……」

　片手をあげ、ギエンは去っていく。わたしは以前ギエンにお小遣いをあげたことを思い出して、慌てて腰に提げていた財布から銀貨を取り出したが、もうギエンの姿はなかった。

「まあ、子供じゃないもんね。今さら銀貨くらいじゃ喜ばないか」

　わたしは銀貨を親指で弾くと、それをキャッチして財布に戻した。銀貨一枚は安くはない。パンと牛乳、少しの野菜を買える。そこそこ大きな子供のお小遣いとしては平均的といったところだろう。

　大抵の仕事場では、初日の日当は銀貨三枚程度といわれている。終業時間は日の出ている時間の半分程度で、きつい仕事、長時間の仕事、専門的な仕事になれば金貨が払われる。

　翌日以降の賃金は、初日の働きしだいだ。そのまま働いてほしいと思える働きぶりを見せればぐんと上がるし、様子見であればやめない程度に色をつけるという具合だ。

「大人になったってことかな」

　前に来た時はまだまだ子供だったのに、一人前の男になっていたのがなんとも不思議な気分だった。

「――さてと、それじゃあ」

　窓から路地を見下ろし、ギエンが去っていくのを確認してから、わたしは腰に提げていた四角い革製の鞄を取りはずした。

「〝解放〟」

　呪文と同時に、鞄の留め金が発光。

　そのまま蓋を開くと、言葉では表現できない不思議な色彩が現れる。

　収納魔法を仕込んだ特別製の鞄の内部は、ほぼ無限の広さのある特殊な空間になっていた。

　わたしはそこに手を突っ込むと、何冊かの本と紙束を引っ張り出した。

「まずは情報の整理からだね。まさか何度も来ているこの街の近くに、『書架遺跡』があるなんて……」

　紙束の中にある古地図を広げると、そこには〈リズル〉の前身である小さな村と、その北側にある山が記されていた。

　そして、その山の中腹あたりに、大きな印がついている。

「さあて、どう攻めようか」

　わたしは唇をなめ、作業に取りかかった。




　この世界には、さまざまな遺跡がある。

　はるか昔の時代、長寿を誇るエルフから見ても大昔といえるような時代から、この地の文明は隆盛と滅亡を繰り返してきたからだ。

　今の九色の国は、七つ目の文明だった。長く続いた文明もあれば、ごく短期間に消え去った文明もある。

　その理由もさまざまで、魔法技術を発達させすぎて自滅したり、強力なドラゴンや魔王の軍勢に滅ぼされたりした文明もあった。

　今回、わたしが見つけ出そうとしているのは、魔王に攻め滅ぼされた文明の遺跡だ。

「とりあえず、管理者ってことになっている教会に行って、中に入る許可をもらわないといけないよね。寄付とか頼まれるかな？」

　目的の遺跡がある山は、ここに村ができる前から神官たちの修行の場として使用されていた。その理由は、彼らの信じる神が姿を見せたという言い伝えがある場所だからだ。

　本当に神様が姿を見せたかはわからない。しかし、教会はそれを信じて聖地のひとつとしてこの土地を指定し、巡礼者の修行場になった。

　そんな巡礼者の宿泊場所として村ができ、周辺の土地へ向かう旅人がそこを利用するようになって発展し、〈リズル〉という街ができあがった。この土地の歴史としてはそんなところだった。

「遺跡と神様の話に関係がないといいけど……」

　わたしはその遺跡が古代の図書館だと聞いてやって来た。

　これまで誰も気づかなかった遺跡ということは、まだ貴重な本が残っているに違いない。

「ふっふっふ……」

　楽しみすぎて妙な笑いが込み上げてくる。

　旅ができて、本も読める。最高だ。

「古代語とかだったらどうしよう～～。翻訳にすごい手間かかるよね？　何十年もかかっちゃうかな？」

　滅んだ文明が複数あるということは、滅んだ言語も複数存在するということだ。

　いったいどんな言語で書かれている本なのか、その内容を完全に解読するまでに要する時間を考えると、楽しみでしかたがない。

　現実の世界を旅するのと同じくらいに、未知の本を切り拓くことは楽しい。

　その過程でいろいろな知識を得て魔法に転用したり、情報を売ったりもしたけど、そんなのはあくまでおまけに過ぎないのだ。

「さてと、手ぶらはまずいから、少しくらい寄付のお金用意しておこうっと」

　お金を要求されなくても、入山料として多少のお金は払っておくべきだろう。本を持ち出すとなればさらにお金がかかるだろうが、それも必要経費だ。

　むしろ、邪魔をされないことが一番大切だった。

　大抵の人は、親切にしてくれた相手には警戒心が緩む。こちらとしても悪いことをするつもりはないのだから、多少の出費は円滑な活動のための必要経費とみるべきだ。

「まあ、今日のところは荷ほどきして、ひと休みしようかな」

　せっかく街に来たのだから、荷物を整理して足りない物や壊れてしまった物を交換しておきたい。

　小さな村では手に入らないようなものでも、ある程度の大きさの街なら簡単に、それもそこそこ品質のいいものが手に入るのだ。

「まずは調味料でしょ？　次は針と糸、靴も新しいの買っておきたいな。紙とペンはアンドレの店でよさげなの見繕ってもらえば安定だよね」

　わたしはギエンに運んでもらった着替えだけの鞄をベッドの横に置くと、再び街に繰り出す。

　アンドレが紹介してくれた部屋だから隣人に荷物を盗まれる心配はなさそうだが、窓の外から盗人が入り込む可能性はある。

　大事な物は常に肌身離さず持ち歩くのが鉄則だ。

　小分けにした財布を懐にしまい込み、部屋を出る。

　もちろん、ローブはかぶらない。あれは旅人としての姿であり、街にいるならばできるだけ住人に紛れ込んだほうが面倒が少なかった。

　街の衛兵も旅人には警戒するが、住人に対しては警戒が緩む。

　わたしは余計な詮索はされたくないので、衛兵の注意を惹くようなことは避けることにしている。なにか罪を犯したわけではないが、わたしの正体やら経歴やらを知られると、大抵の場所で騒ぎになるからだ。

「とりあえずアンドレの店に戻って、仕事済ませちゃおうっと」

『前』の時、一日中ベッドの上で過ごして食べる食事はなんの味も感じられなかった。単にわたしの味覚が衰えていただけかもしれないが、今は違う。

　おいしいものはおいしく感じる。

　だったら、よりおいしく感じられるように努力するべきだ。身体を動かす、頭を働かせる。とにかく、身体が食事を必要とするように仕向ける。

　人ができる食事の総数には上限がある。一食とて無駄にするつもりはなかった。
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「ふう、いい仕事した!!」

　わたしはアンドレの店先で魔法道具の手入れを済ませ、爽やかな汗をかいた。

　古い魔力観測器の調整にはすごく手間がかかったけど、必要な性能は満たせるようになっているだろう。こんな骨董品中の骨董品で魔力観測をする物好きがいればの話だが。

「姐さん、頼まれていた件ですけど、聖域一帯の管理は中央教会じゃなくて、旧市街の旧大聖堂が管理者になってるみたいです」

「ふーん、そうなんだ」

　ギエンが差し出してくれたタオルで汗を拭き、わたしは次の目的地を旧市街に定める。

　今回の旅の目的である書架遺跡は、教会の管理下にある。そしてその管理者になっているのが街の中央教会なのか、旧大聖堂なのか、ギエンに調べてもらっていたのだ。

　なぜ調べてもらったかといえば、単にわたしが教会を苦手としているからだった。

　彼らの教えとかそういうことには別に苦手意識はない。

　しかし、彼らとわたしの付き合いはそこそこ長く、保守的ないくつかの派閥とはあまりいい関係ではなかった。

　彼らは魔法というものは神の手によるもので人の手には余るから、人々に知られないようにするべきと考えている。その結果、わたしのような強い魔法を扱える存在が好き勝手に動き回ることを危険視していて、厳重な監視下に置くべきと考えていた。

　一方でわたしを教会の一員として取り込もうなんて考えている連中もいる。

　単純にわたしを利用しようとしているなら無視すればいいが、なぜかわたしを慕って、わたしの旅の目的を教会の力で果たそうなんて考えているらしい。まったくもって、ありがた迷惑だ。

　場合によっては手配書じみた人相書きが回っていることもあり、わたしを教会施設から遠ざけていた。

「旧大聖堂のほうは、旧派の神官が運営しているみたいです。あんまり景気はよくなさそうっすね」

「そっか、まあ、わたしとしてはそっちのほうがまだいいかな」

　お金持ちの神官ほどわたしの趣味に合わない相手はいない。

　神という商品を使ってお金儲けをするその野心はたいしたものだと思うけど、死んだら終わりの人生でそんなにお金を集めてどうするのだろうと思ってしまう。

　これまで知り合ったお金持ちは、大抵死んだ後に騒動を残していた。

　残された財産を巡って親戚同士が争ったり、これまで虐げられてきた人々によって遺族が襲われたりするなんてこともあった。

　お金は大切だろう。それは理解できる。

　でも、お金はありすぎると面倒事を呼び寄せる。わたしは、面倒事には近づきたくない。そういうことだ。

「じゃあ、ちょっと旧大聖堂のほうに行ってくるね。品物は全部しまっちゃって大丈夫だから」

「はい。お供はいりませんか？」

　ギエンが期待するような目でわたしを見る。

　まったく、そんなところまでアンドレにそっくりなんだから、困ったものだ。

「大丈夫。あんまり大人数で行って警戒されても困るし、か弱い女ひとりのほうが警戒されないでしょ？」

　そう言ってわたしは、精一杯の愛敬でポーズを決める。

　線の細い美少女がかわいげを見せているのだ。普通の男なら一撃必殺のはず。

「う――――ん？」

　でも、ギエンはまじまじとわたしを見つめると、やがてぽんと手を叩いた。

　おい。なんだ今の間は。

「これが姐さんの言っていた『馬子にも衣装』なんですね！　姐さん!!」

「口は災いの元だバカヤロウ」

　わたしはポーズのために上げていた右脚の膝を腰のひねりと共に伸ばし、足の甲をギエンの後頭部に叩きつけた。
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　一撃を食らったギエンは、わたしの想像を超えて、恐ろしくタフだった。

　一瞬やりすぎたかと思ったにもかかわらずほとんどダメージを受けておらず、よろめいただけで倒れることもなかった。

　本当に、頑丈な奴だ。
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　ギエンが口は災いのもとという言葉を正しく理解したかを確かめることもせず、わたしはギエンが両替してきてくれた金貨を持って旧市街へ向かった。

〈リズル〉の旧市街はその言葉通り、古い市街地を指している。

　今回の外出の目的地である旧大聖堂や、今は記念施設になった旧市庁舎があり、新市街地に比べて小ぶりな建物が所狭しと並んでいた。

「うーん」

　新市街よりも幅の狭い道を歩きながら、大きく伸びをする。

　頭の中ではどんなふうに神官を説得するか考えを巡らせていたが、長閑のどかな街の風景も悪くはない。

　朱の王国は九色の国の中でも安定している国だ。

　九国間での戦争はここ百年ほど発生していないが、海辺の青の国や北の山間にある灰の国なんかは蛮族との争いで荒すさみきっている。

　青と灰のふたつの国は九色の国を守るための盾であり、戦場を抱えていない他の国からの支援を受けて戦い続けているが、そのせいで国民すべてに精神的な余裕がない。

　女がひとりで歩いていれば襲われる。

　護衛を雇えば護衛に襲われる。

　取引をすれば詐欺にあう。

　何かを買えば贋物を押しつけられる。

　とにもかくにも、荒れている。

　そんな状態でも国を維持しているのだから、ふたつの国の政府はそれなりに優秀なのだろう。最近は蛮族たちの息切れも著しいというし、どこかで反転攻勢を仕掛ければ何十年かの平穏な時代が来るかもしれない。

　ただ、蛮族は一時的に数を減らしてもまた数を増やして襲ってくるので、それが長い平和になるかどうかは誰にもわからなかった。これまでと同じパターンになるとするなら、百年単位の争いと十年単位の平和を繰り返していくのだろう。

　蛮族たちは独自の価値観を持っていて、中にはおもしろい連中もいるのだが、総じて話の通じない野蛮人か、魔物との混血のせいで狂暴化している奴らばかりだ。

　どう考えても、協調や共栄が実現できるとは思えなかった。

「まあ、連中って本とか持ってないし、あんまり興味ないけどね」

　もしも彼らが独自の文化を持っていて、それを書物という形で残していたのなら、わたしは喜んで彼らの土地へ赴いていただろう。

　実際、何度か足を運んで調査をしたこともある。だが、どの調査でも期待していたような情報は得られず、ほぼすべての蛮族が自分たちの歴史を紙に記して残すという文化を持たないことがわかった。

　彼らは言葉でのみ自分たちの文化を記録していて、語り部と呼ばれる記憶力に優れた個人が後継者に言葉を教えることで歴史を積み重ねている。そのせいか、書物を堕落を招く害悪とみていた。そんな蛮族とわたしが相容れるわけがない。

「それなら九国の東や西、海を越えた向こうの大陸に行ったほうがまだマシってもんだよね」

　実は、この街に来る前は別の大陸を旅していた。いろいろ目新しいものもあったし、まだ翻訳が済んでいない本も大量に手に入れることができた。

　静かな場所とまとまった時間が手に入ったら翻訳しようと思い、知らない言語の本も大量に集めたが、まだその場所も時間も手に入れることはできていない。いつか旅に飽きたらと思っていたのだが、まだまだ飽きることはなさそうだった。

「おっ」

　遠くに旧大聖堂の屋根が見えてきた。

　古い建物ではあるが、街の人々にとって大切なシンボルであるため、きちんと手入れがされている。

　わたしはその屋根を目印にどんどん進んでいく。

　新しい本との出会いが待っていると思うと、うれしくてしかたがない。遺跡ということだから、きっとダメになってしまった本も多いだろう。でも、使われている素材のおかげで古い本ほど修復できる可能性が高い。

「待ってろよー。わたしの本たち！」

　勝手に私物化するなというツッコミはいらない。

　たとえそれが誰の持ち物であったとしても、わたしが出会う本はわたしの本だ。

「楽しみだなぁ」

　いつの間にかスキップしていたとしても、怒らないでほしい。

　だって、本が待っているんだから。




◇　◇　◇




「帰ってください!!」

「うえっ!?」

　旧大聖堂に近づいた時に聞こえてきた悲鳴のような声に、わたしは思わず首を引っ込めてしまう。

　わたしの目論見が露見してしまったのかと焦り、慌てて旧大聖堂の門に向かう。そして門を見通せる建物の陰に隠れ、そっと様子をうかがった。

「そーっと……」

　顔の半分だけを建物の陰から出すと、旧大聖堂前の大きな門の前に衛兵の集団がいるのが見えた。彼らは門に立ちはだかる女性神官を半ば囲むように立っている。

「うへぇ」

　まるで犯罪組織の強制捜査だ。

　でも、衛兵たちは誰も武器である槍やりを構えていない。持ってはいるが、穂先は布で覆われて空に向けられていた。さすがに教会相手に槍を向けるようなまねはしないらしい。

「あれって、領主の衛兵だよね」

　女性神官となにか言い合っている衛兵隊の隊長は、この土地の領主の配下らしい。マントに領主の家の紋章が入っているから間違いないだろう。

　歳は三十前といったところか。

　相手にしている女性神官は、もう少し若く見える。普通の人間ならば二十代の半ばかと思う。

　神官服を纏まとい、きつめのつり目で衛兵隊長を睨んでは声を荒らげている。

「あの地は神聖な修練所であり、あなた方が好き勝手に手を入れていい場所ではありません！　何度いらしても、開発許可など出すことはできないと言っているのです！」

「すでに許可は出ています。これは教会本部の許可です。なぜ、あなたがそれに逆らうのです」

「その許可はあの遺跡が見つかる前に発行されたもの。今、本部に許可の取り消しを申請しています。その結果を待ちなさい」

「それでは山やま間あいの村が干上がってしまう！　あの場所に新たな道を通すことは、あなたの前任者も理解していたはずだ！　あなたは信仰のために人々を日干しにするつもりか！」

「そんなつもりはありません！　ですが、あの遺跡がどのようなものなのか調べなければ、それこそ取り返しのつかないことになります！　教会本部の調査隊が安全を確認するまでは、あの遺跡に手を出すことは許しません！」

「ですから、もはや許しを得るという段階ではないのです！」

　すんごいもめてる。

　どうやら見つかった遺跡について、教会――というか、旧大聖堂の神官と領主の間で意見の相違があるらしい。
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　どちらが正しいかはわからないけど、これ以上もめられるのは困る。

　普通に遺跡が封鎖されるだけならいい。こちらも調査のためにいろいろ手を尽くして許可を得るだけだ。間違っても盗掘みたいなまねはしない。

　困るのは、その遺跡に政治的に手を出せなくなることだ。

　無理やり調べることも難しくはないが、その結果、また方々に借りをつくってしまう羽目になりかねない。そうなると、政治的に決着するまで待つしかなくなるが、こういう政治的な決着は何年もかかることが珍しくない。

　担当者の一方が交代するなり左遷されるなりその他いろいろするまで、どちらも一歩も退かないなんてことが珍しくないのだ。

「貴族も神官も、プライドで食べてるんだもん。本当に面倒なんだよなぁ」

　見栄と体面がお金になる仕事だから、それを少しでも損なうようなことはしたくないのが貴族と神官だ。

　これが魔法使いや学者であれば、争いの中で新たな答えが見つかることもあるし、なにより争っている時間がもったいないと双方が思うので案外簡単に話がまとまる。

「さて、どうしよっかな」

　どちらかに味方をするとしたら、旧大聖堂のほうだろうか。

　調査隊が送られてくるのなら、そこに交ぜてもらうこともできるだろう。幸い、教会にも伝手つてと貸しはある。

「よし、そうと決まったらさっそく恩を売ろう」

　この状況から女性神官を救い出し、調査隊に交ぜてもらうためのアピールをしなければならない。

　わたしは腰に提げている短杖の感触を確かめると、建物の陰から飛び出した。




「やあやあ、やってますねー」

「何者だ！」

「誰ですか!?」

　わたしがにこやかに声をかけたのに、衛兵隊長も女性神官も同じように目をつり上げて睨んでくる。

　ひどい。

「いや、わたしは……」

「その姿、エルフだな？　しかも、街の住人ではない。旅の者か？」

「おっと。そこまでわかっちゃうか。いやぁ、お兄さんたいしたものですねー」

　わたしは愛想笑いを浮かべる。

　でも、言葉は本心だ。

　これだけの規模の街となると、エルフの何人かは暮らしているのだろう。衛兵隊長はその全員の名前と姿を覚えているに違いない。

　そんなに少ないなら覚えるのも簡単だと思われるかもしれないが、人にエルフの見分けはなかなかに難しい。

　小さい頃からエルフを見て育ったわたしはまったく問題ないが、人間にとってエルフは誰も彼も似たような顔立ちに見えるようで、わたし自身も何度か人違いならぬエルフ違いで騒動に巻き込まれたことがある。

　それくらい見分けが難しいエルフをきちんと見分けた上で記憶しているのだから、衛兵隊長が無能なわけはない。

　これは好都合だ。優秀なら話ができるかもしれない。

「ちょっと話を聞かせてもらいましたが、隊長さんの言っている許可は今のところ有効でしょう。少なくとも教会本部から領主様のところになんらかの連絡があるまでは、有効なものと考えるのが自然です」

「ああ、その通りだ」

　衛兵隊長は我が意を得たりとうなずいている。

　まあ、そういうリアクションになるだろう。少なくとも、彼は無理を通そうとしているわけではない。きちんと法に則のっとった行動と規則を守った活動をしており、今のところ無茶を言っているのは神官側だ。

　でも、このまま領主側の言い分を通すと、わたしとしてはとても困ったことになる。

　仮に遺跡すべてが壊されるわけではないとしても、街道工事がある程度形になるまでは遺跡に近づけなくなる可能性が高かった。

　それは、非常に困る。

　わたしは、工事が落ち着くまで何年も待ち続けるほど、気が長くなかった。

　学術調査であればいくらでも伝手はあるが、単なる街道工事となるとどうにもならない。だから――。

「そんなことはわかっています！　我々が無茶を申し上げていることも理解しています。この罪はいずれあがなわなければならないでしょう。ですが、それでも工事を認めるわけにはまいりません！」

　女性神官も話がわからないタイプではない。

　自分が無茶を言っていることを理解している。こうなると、解決は一気に難しくなる。

　どちらかがどちらかをやり込めればいいというわけではないからだ。

「めんど」

「む？」

「なにかおっしゃいましたか？」

「いえいえ、なにも」

　思わず口から出たつぶやきは、辛うじてふたりの耳には届かなかったようだ。

　ちくしょうめ。厄介なことにしやがって、こうなったらこの場をめちゃくちゃにして時間を稼いでやる。

「ただ、神官様の言葉に理がないわけではありません」

「なんだって？」

　驚く衛兵隊長。

「え？」

　なぜか驚く女性神官。

　なんであなたが驚くのだ。

　いや、そうか、彼女ほどの若い神官となるともう知らないのかもしれない。

「九色諸国と教会の間に結ばれた、『聖域協定』があります。これは各地に存在する聖域とそれに付随する施設に対して、諸国よりも教会の所有権が優先されるというものです。ご存知ですか？」

「それは、もはや空文化した協定だ！　教会もそれは認めている！」

「ええ、そうです。聖域は完全に調査整備され、教会領と諸国領の境界は完全に定まった。かつてのように遺跡を発見した人々が勝手に発掘品を持ち出して騒動を引き起こすことはなくなったし、教会としても手入れが難しい聖域や遺跡を管理しなくてもよくなった。とても素晴らしいことです」

　うんうんとうなずきながら、話を逸らしていく。

　全力で逸らして逸らして、なんとかこの場を納めないといけない。

　領主側が意固地になって工事を強行。その結果教会も態度を硬化させて遺跡に誰も近づけなくなる、なんてことにもなりかねない。

　それだけはなんとしても避ける必要がある。

　口でもなんでも使って、この場を切り抜ける。切り抜けられたら、きっと教会側からの返答が届くだろう。

「もともとこの協定は、九色諸国の国力が安定していなかった頃、国境を越えて発掘品を取り締まるために作られたものです。当時、それができた組織は教会だけでしたから」

「そんな歴史の話はどうでもいい。その協定はもはや意味を成さないと言っているのだ」

「そうでしょうか？　わたしの記憶では、この協定は何度か改正されたことはあっても破棄されたことはありません。つまり、今も有効なはずです」

「ぐっ」

　衛兵隊長は悔しそうに顔をゆがめる。

　ここで無茶を言ってこないあたり、本当に真っ当な感性を持った衛兵なんだろう。素晴らしいことだ。

「この方の言う通りです！　さあ、お帰りください！　我々も調査を長引かせるつもりはありません。可能な限り早く街道を整備できるように取り計らいましょう！」

　女性神官がそう言うと、衛兵たちは顔を見合わせる。

　そして隊長にすがるような目を向けた。

「…………承知した。今日のところは引き下がる。だが、領主閣下との協議の結果しだいでは、再度まみえることになるだろう」

　衛兵隊長は背筋を伸ばすと、わたしと女性神官に一礼して立ち去る。

　その後に部下たちが続き、旧大聖堂の門前は平穏を取り戻した。

「っし」

　衛兵たちの一団が通りの向こうに消えたことを確認すると、わたしはマントの下で拳こぶしを握った。これで邪魔者はいなくなった。あとはこの女性神官との交渉だ。

　恩を着せるわけではないけど、先ほどのことで交渉はやりやすくなったはずだ。

「あの……」

「ありがとうございました。申し訳ありませんが、お引き取りください」

「えっ？」

　ちょっと待ってほしい。

　せっかく衛兵を追い払ったのに、なぜそんなにもわたしに冷たいんだ。

「いえ、あの、実はお願いがあって……」

「宿であれば知り合いを紹介しましょう。礼拝であればご自由に、寄付の申し出であれば、聖堂内にいる従神官にお尋ねください」

「そうではなくてですね。先ほどの遺跡の調査についてご相談があって……」

「……あなたもあの遺跡になにか用が？　見たところ魔法使いの方のようですが、魔法使いギルドの使いの方でしょうか？」

　うわ、一番聞きたくない名前が出てきた。

　魔法使いギルドには可能な限り近づきたくないし、わたしがここにいることも可能なら最後まで知らないままでいてほしい。

　わたしはとりあえず、この場をごまかすことにした。

「いいえ、違います。わたしは旅の魔法使いでして、過去に教会の方と一緒に遺跡の調査を行ったことがあって、今回もお手伝いできたらなぁと……」

「お心遣い感謝いたします。しかし、私の一存でそれを決めることはできません。それでは、私はこれで」

「ああっ」

　止める間もなく、女性神官は旧大聖堂に戻っていってしまった。

　一度もこちらを振り返ることなく、まっすぐに。

「――なんか様子がおかしいなぁ」

　確かに彼女の一存で調査隊のメンバーを決めることはできないだろう。

　でも、わたしを推薦する程度のことはできるはずだ。

　推薦さえしてもらえば、あとはこちらでどうとでもなる。伊達に長生きはしていない。適当に口先で潜り込んでみせる。

「こりゃ、裏になにかありそうだなぁ」

　わたしは部屋に戻ることにした。

　どうにも正攻法ではいきそうにないし、こういう時は動きがあるまで待つのが一番いい。

「でも調査の準備だけしておこうっと」

　誰がなんと言おうと、わたしは遺跡に入って本を調べるのだ。

　誰にも邪魔をさせるものか。




◇　◇　◇




　動きは思ったよりも早かった。

　旧大聖堂での一件から二日後、あの衛兵隊長が部屋を訪ねて来たのだ。それもきちんと目立たない格好をして。

「女性の部屋を訪ねるには、いささか無作法な格好であることをお許し願いたい」

「いやまあ、仕事ならしかたないんじゃない？」

「――わかってしまうか」

「そりゃそうでしょ。だって、ほかに心当たりないもん」

　衛兵隊長を部屋に入れ、適当に座らせる。

　来客用の椅子なんてどこにもないから、わたしが普段使っている椅子を提供して、眠気覚まし用の苦いお茶を出した。

　衛兵隊長はそれをひと口飲むと、ピタリと動きを止める。

「ごめんねぇ、それしかなくて。でも健康にはいいよ」

「……薬湯と思えば悪くない味だ」

　顔をしかめながらも、衛兵隊長はお茶を飲み干した。

　うんうん、どこからどこまでも礼儀正しい男だ。堅苦しすぎて個人的な付き合いは遠慮したいけど、仕事相手としてなら悪くない。

「で、ご用件は？　この間の抗議なら一応聞いてあげるけど、間違ったことを言った記憶はないからね」

「そうではない」

「じゃあなに？　まさか、愛の告白ってわけでもないでしょう？」

　わたしが冗談めかして言うと、衛兵隊長はため息をついた。失礼な。

「私が愛をささやくのは妻だけだ。今日は、領主閣下からの依頼を持ってきた」

「ほほう？」

　これには驚いた。

　なんらかの動きがあるとは思っていたが、そうきたか。

「内容は？」

「かの遺跡の調査だ。あそこにいて、あの協定のことを持ち出してきたということは、君もあの遺跡に興味があるのだろう？」

「ないことはないけど、教会と事を構えるつもりはないよ」

「それなら心配はいらない。君はこの国の者ではない、つまり協定に無関係な旅人だ。あの協定はあくまでも国と教会の取り決めであって、個人を縛りつけるものじゃない。それに、協定には各国の調査権も明言されている。教会にはばかることはない。まさか、遺跡の所有権を主張するつもりなどないだろう？」

「まあね。わたしが興味あるのは遺跡に収められているっていう本だけだし」

　普通の観光客程度の興味ならあるけど、正直どちらでもいいというのが本音だ。壊されるとなれば多少悲しくはあるけど、世の中のすべてが壊れずに永遠を過ごせるわけじゃない。

　未来のために過去を壊すのは、生き物として当然のことだ。

「であれば、問題はない。君には個人として遺跡の調査を行い、遺跡を破壊することの危険性の有無を確認してほしい」

「そんなにあの遺跡を壊したいの？」

　街道を通したいだけならば、迂回路を作ればいいだけのような気もする。

　あの場所に街道を通すことに意味があるということなのだろうか。

「この一件は領主閣下のご意向だ。達成した暁には然るべき報酬を約束する」

「調査権云々うんぬん言うんだったら、自分たちで調べてもいいんじゃないの？」

　そこが気になる。

　なぜ、わたしを必要としているのだろうか。

「たいした理由はない。ただ、調査員としての任務に耐えられる人材がいないだけだ」

　衛兵隊長はそう答えた。たぶん、嘘ではないだろう。

　でも、それだけではない。

「――教会に、余所者が勝手に家捜しした。その余所者から話を聞いたら危険はなさそうだったって説明したいってこと？」

「そこまで悪あく辣らつなまねはしない。ただ、教会の顔を積極的につぶす意図はないと示したいのだろう。教会とて、領主閣下、ひいては王国政府と事を構えたいとは思うまい」

「そこまで言うなら、あの神官のお姉さんの言う通りにすればいいじゃん。山間の村がいろいろ大変なのはわかるけど、それなら教会側に協力してもらって生活物資の輸送だけすればいいし。ていうか、そもそもなんでそんなことになってるの？」

　道がないというのは、たしかに困る。

　山の中にある小さな村にとっては、外界と自分たちをつなぐ命綱でもある。

　しかし、そういう村は道が途切れた時に備えて、物資を備蓄していることが多い。

　特に冬場となると、移動するだけでも危険なことが多く、自分の家にこもって春を待つことも珍しくない。

「わからない。だが、領主閣下は街道の整備を急いでおられる。この街道の敷ふ設せつは、ミランダ司祭の前任者であるケネル司祭が領主閣下と進めていたものだ。ミランダ司祭があそこまで反対する理由もないはずなのだ」

「遺跡が危険って話は？」

「それならば、遺跡の近辺だけでも迂回すればいい。遺跡周辺の聖域を通行禁止にするほどのことではない」

「ま、たしかにね」

　前任者が進めていた計画を反対する理由として考えられるのは、ひとつは個人的な感情だ。

　前任者が嫌いで嫌いでしかたなく、その行動のすべてを否定したい。

　ふたつめは、前任者がいなくなった後に事情が変わり、方針を転換しなくてはならなくなったということ。

　こちらの可能性のほうが高いように思えるが、それならば説明があってもいいはずだ。それをせずに頭ごなしに反対するというのがよくわからない。

「うーん……」

　ちょっと遺跡に入らせてもらうだけの予定が、大幅に狂ってしまった。

「受けてはもらえないか？」

　衛兵隊長はわたしをじっと見つめている。

「領主閣下とやらの意向なのよね？」

「ああ」

　前任の神官と進めていた計画を強行しようとする領主と、それに反対する新たな神官。これは絶対に面倒事が待っている。

　しかし、それはそれでおもしろい。

「ひとつだけ確認したいんだけど、さっき言ってたミランダ司祭って、この間の女神官さんだよね？」

「そうだ。もともとあの旧大聖堂に併設されている孤児院の出身で、ケネル司祭を父のように慕っていた。別の街での修行中にケネル司祭が亡くなり、後任として戻って来たのだ」

「えええ？　なのに反対してるの？　彼女にとってこの計画って親の形見みたいなものでしょ？」

「自分も不思議に思っているのだ。彼女はケネル司祭を本当に慕っていた。実の父以上に尊敬していたと言ってもいい」

「はぁ、なるほど」

　これは本当におもしろいことになりそうだ。

　わたしの答えは、決まっていた。
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　わたしは依頼を受けると、すぐに行動を開始した。

　事前に準備を済ませていたから、その日のうちに遺跡に向けて出発したのだ。

　どこの誰がどんな思惑を持っているかわからない以上、彼らの考えを上回る速度で行動するのが重要だった。

「もぐもぐ……」

　携帯食料を食べながら、獣道を進む。

　遺跡までの道のりは、半分以上が生い茂る森の中だった。当然のように道はなく、遺跡までの道のりを調査した人の痕跡が薄らと残っているだけだった。

「それでも街に近いおかげで、強いモンスターいないのはよかったな」

　いや、強いモンスターがいないからこそ聖域になって、村も、街もできたのかもしれない。

「ま、どっちでもいっか」

　今大事なのは、急いで遺跡を調べることだ。

　教会の調査隊が来る前に、調べたいところをすべて調べなくてはならない。

「よし！　じゃあ行こうか！」

　歩きながらの食事を終え、わたしは遺跡に向かって早足になった。

　領主か、教会か、どちらがなにを考えているかは知らないが、わたしの目的を邪魔するのはやめてほしい。

　わたしが心ひかれるような本を見つけた後、思う存分話し合ってくれればいい。




「うっそ」

　遺跡は、崖肌にひっそりと口を開いていた。

　ほとんど装飾はなく、洞窟の入り口にちょっと門を付けてみました程度のものでしかない。

　人が立ち入るような場所ではないから、ここに遺跡があるとは誰も気づかなかったのも納得だった。

　その遺跡の入り口に、あの女性神官がいた。

「たしか、ミランダだっけ」

　わたしは森から出ず、遺跡の入り口を見通せる位置で身を潜めた。

　ミランダは杖を手に、周囲を警戒するように見回している。

「まるで門番だぁ」

　戦意に充ち満ちた表情で周囲を警戒するミランダの様子に、わたしはあきれるしかない。

　あそこまで誰も遺跡に近づけたくない理由はなんなのだろう。

「……行ってみればわかるか」

　というか、そうするしかない。

　こちらにも時間はないのだ。無理やりにでも遺跡に入らせてもらう。

「そうと決まれば……」

　わたしは腰の収納魔法付き荷物入れから愛用の戦闘靴を取り出し、履き替えた。重くて普段使いにはできないが、いろいろ頑丈なので遺跡の探検の時には愛用している。

　人を蹴飛ばせば一発で気絶するほどの威力もあった。

「あと、これも着てっと」

　どこかの遺跡で見つけた軽けい鎧がいを着ける。

　とても軽くて動きを制限せず、普通の方法では傷ひとつつかないという逸品。矢が飛んできても跳ね返し、ちょっとした魔法ならなにもしなくても防ぎきることができる。仕上げに裏地に諸々の防御魔法を縫い込んだローブを着れば……。

「じゃーん」

　わたし、遺跡探検モードの完成だ。

　長い間冒険を続け、何度も痛い目にあった結果たどり着いた姿で、わたしは遺跡に向かって駆けだした。

「通らせてもらうよ！」

「なっ」

　ミランダはびっくりしてこちらを見た。

　彼女が警戒していたのは、領主の手下たちだったのだろう。そこに予想もしていなかったわたしという存在が現れて、戸惑っている。

「そんな、なぜあなたが!?」

「その遺跡に用があるからだよ！」

　ミランダがわたしの前に立ちはだかろうとする。

「ごめんよっと」

　両手を広げたミランダの腕の下を潜るようにスライディングし、その勢いを残したまま立ち上がってさらに走る。

「変なことしないから！　ちょっとだけだから！　だからお邪魔しまーす!!」

「やめなさい！　やめて!!」

　後からミランダが追いかけてくる。

　おいおい、大丈夫なのか。ここ危険な遺跡かもしれないんだろうに。

「あなたには関係ないでしょう！　帰ってください！」

「領主閣下に頼まれたから、無関係ではないんだなこれが」

「領主様が!?」

「あなたもそれを警戒して、あそこで見張ってたんでしょう？」

「それは……」

　ミランダは言いよどんだ。

　わたしではなく領主の部下たちであれば、言葉で追い返すこともできただろう。神官は口のうまい職業だ。というよりも、口のうまさは存在意義のひとつといっても間違いじゃない。

　信徒にわかりやすく教えを伝えるのが役目の神官が口下手では困るのだ。神学校ではしゃべり方の訓練もするというし、そういった訓練を積んでいる神官相手だからこそ、人々は悩みを打ち明けることができる。

「そこまでしてここを隠したいなら、理由を言ってよ。もしかしたら納得して引き返すかもしれないよ？」

　遺跡の廊下を走りながら、わたしは後を追いかけてくるミランダに提案する。

　わたしの目的はここにあるはずの本だけど、本気で人が嫌がるならそれを押し退けてまで目的を果たそうとは思わない。

　そんなことをしたら、本を読む時に嫌な気分になってしまう。

「そんなこと……言えるわけがないでしょう！」

　ミランダはそう叫び、口の中で呪文を唱えてこちらを攻撃してくる。

　さほど威力はない。きっと威嚇か、気絶させる目的の魔法だろう。正統派の神官らしく、礼儀正しい魔法の使い方だ。

　これが傭兵や賊なんかになると、相手の反撃の機会を奪うためにいきなり殺傷能力の高い魔法を使ってくる。

「そんなのじゃ当たらないよ！」

　わたしは次々と飛んでくる魔法を、上下左右に跳んで回避する。

「ほい、ほい、ほいっと」

　飛び跳ねるたびにローブやケープの裾がひるがえる。いつもならこうなる前にローブを脱いで動きやすい格好になるが、今回は準備をする間もなくこんな状況になってしまったので、しかたなく着たまま動き回る。

「動きにくいなぁ」

　幾重もの防御魔法を施し、砲撃魔法を受けても表面が少し焦げる程度で済む普段使いのローブだが、素早く動き回るには重すぎた。

　ただ、重いからといって動けないわけではないし、ローブの裾が魔法にかすったりしているけど、体にはまったく命中していなかった。

「経験の差ってやつだね」

「さっきからなにをぶつぶつと！　降り注げ神の怒り！　フォールン・レイ!!」

　天井あたりに魔法陣が浮かび上がり、そこから雨霰と光が降り注ぐ。

「おっと、これはちょっと危ないかな」

　回避しきれなかった光がローブに命中し、焦げ跡をつけていく。しかし、ローブを貫くほどには命中しなかった。

　ミランダは実戦経験に乏しいから、戦いの駆け引きというものがわかっていない。相手に当てたければ相手めがけて魔法を撃つことしかできない。

　相手の向かう先を予測してそこに魔法を撃ったり、逆に相手を誘導して追い込むっていう基本的なこともしてこない。

「待ちなさい！」

「いやだよ！」

　ミランダの攻撃はますます激しく、多彩になる。

　先ほどまでは光が降り注いでいただけだったが、今は火球や稲妻まで飛んでくる。しかも神官にしておくにはおしい攻撃の速さ、手数の多さだ。

　普通の兵士なら束になってもかなわないかもしれない。魔法使いになっても大成できるんじゃないだろうか。

　いっそ、魔法ギルドにスカウトするよう、唆そそのかしてもいいとさえ思えた。優秀な魔法使いが増えれば、わたしへの執着心も減るだろう。

　減るよね？

「お、あそこが本のある書架かな？」

「!?　やめ……」

　どたばたと騒がしく移動していると、前方に広い部屋が見えてくる。

　ミランダの慌てぶりを示すように、攻撃が激しくなった。

　わたしはそれらをギリギリで回避すると、魔法の光を前方に投げて、それを追いかけるようにして部屋に転がり込んだ。

　前転からの伸身宙返りで床に着地すると、ようやく部屋の全体像が見えてきた。

「うわぁ、すご……」

　わたしが放った魔法の光が照らしだしたのは、巨大な円筒状の図書館だった。

　天井からは太陽の光が細く差しており、よく見ると生い茂った木々のせいで天窓が覆われているのがわかる。

　あれでは上空から遺跡を見つけ出すこともできなかっただろう。

「はぁ……はぁ……」

　追いついたミランダが、肩で息をしている。

　彼女が動きだす前に、いろいろ調べてしまおう。

「ええと、こっちは歴史書か。ちょっと興味あるけど、趣味じゃないかな」

　魔法の光を指先に灯しながら、ぐるぐると書架をたどっていく。

　背表紙の簡単な文字程度なら、いちいち調べなくてもわかった。

　そして、わたしが探していた一角を見つけ出した。

「あった」

　それは、童話やおとぎ話ばかりが集められた書架。

　子供向けらしい絵入りの本がぎっしりと詰まった一角だ。

「すごい、今残っているおとぎ話の原案みたいなのがたくさんある」

　文明が滅んだとしても、人が生きている限り物語は継承されていく。

　すべてが生き残ることはできなかったとしても、子供でも記憶できるような単純な物語であれば、人々の記憶に残り、再び本として記録されることもあるだろう。

　事実が神話になり、おとぎ話になり、文明と文明をつないでいく。
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　わたしが探していたのは、そういう本だ。

「うわ、このシリーズってこの時代にもあったの？　え？　この話ってさらに前の部分があるの!?　うそっ！　探さないと！」

　時代を重ねるにつれて、話が追加されていくことがある。新たな解釈や、時代に合わせた価値観で物語を補強していくからだ。

　逆に、物語が抜け落ちていくこともある。

　本ならば一冊丸ごと抜け落ちたにもかかわらず、誰もそれに気づかなかったとか、口伝であればすべてを伝える前に語り部がいなくなってしまったとか、いろいろなことがきっかけになって物語が抜けていく。

　わたしが見つけたのは、お気に入りの物語の原典になったと思われる叙事詩だった。そして並べられた本の巻数を見る限り、この原典にはわたしが知らない、抜け落ちた物語がある。

　興奮しないわけがない。

　わたしは逸はやる気持ちを必死に抑えながら、書架を丁寧に確認していった。

「ええと、あの段の前だから、ここにあるはず……」

　わたしはしゃがみ込み、床に近い棚を探す。

　そして、見つけてしまった。

「え？」

　子供の落書きと、散らばった玩具を。

「な、なんでここに落書きが？」

「……ぁぁぁぁぁぁああああああああっ!!」

　驚いて這いつくばった姿勢のまま動きを止めたわたしに、ミランダが体当たりしてくる。

「うぎゃっ！」

　わたしはそのまま押し出されるように顔面を本棚にぶつけ、のたうち回った。

「お、おでこにかどがあああああああっ!!」

　ごろごろごろごろ。

　目の前に星が瞬またたいては消えていく。

　ちくしょう、会心の一撃ぶちかましやがったなあの女神官。

「な、なにしゅるんだよぉ……」

　あ、痛すぎて涙が止まらない。

　血こそ出ていないが、確実に真っ赤になっているだろう。

　わたしはミランダを振り向き、彼女が全身で落書きを隠そうとしている様にちょっとだけ驚いた。

　広い範囲の落書きを隠そうとしているため、手足を伸ばした変な格好になっている。

「――なにしてんの？」

「そ、それは……」

　ミランダの顔が赤く染まっている。

　その顔を見た瞬間、わたしは彼女がここを隠そうとした理由に気づいた。

「もしかしてここ、あなたの秘密基地とかそういうやつだった？」

「…………」

　ミランダは二秒ほどとまどった後、小さくうなずいた。

　なるほど、それは隠したくもなる。

　わたしもミランダの立場であれば、同じことをするだろう。

「でも、落書きくらいなら隠したり消したりすればいいんじゃない？」

「自分でもどこになにを描いたのか、全部は覚えてないのよ。どんなことを描いたのかも」

「ああ……」

　教会の調査であれば、ミランダも同行することになるだろう。そうしたら自分の落書きを見つけしだい自分で消せばいい。

　しかし、領主側の調査となれば、ミランダの与あずかり知らぬ場所で恥ずかしい秘密をばらされるかもしれない。

「――他人のふりすればいいじゃん」

「名前、書いちゃったのよ……」

「おおう……」

　万事休す。

　たしかに子供って、自分の名前を書けるようになったらどこにでも書いちゃうよね。

　わたしも実家に帰れば、いろいろなところに書いた名前と再会することになる。母もさっさと消してくれればいいのに、これも思い出だからと消さずにいるのだ。

　いろいろなワガママを許してもらった手前、そう言われると無理やり消すことはできなかった。

「最後に来たのが修行のために街を出る前で、遺跡の正確な場所なんて覚えてなかったから、ケネル司祭様が進めていた街道の予定地と重なるなんてわからなかったのよ！」

　敬愛する司祭様がいなくなり、その代わりに故郷のためにがんばろうと思った矢先に、自分の過去が掘り返されてしまった。

　それはもう、焦るしかない。

　わたしならなるようになると流れに身を任せていたかもしれないが、生真面目なミランダにはそれが耐えられなかったのだ。

「そのうち時間を作ってここに来て、落書きを消したら教会本部に連絡するつもりだったのよ。子供の頃は誰も知らない遺跡だなんて思ってなくて、ちょっと変わった場所にある変わった図書館くらいの認識だったわ」

「なるほどね」

　村のためにと言われて言葉に詰まっていたのは、自分の恥と村の人たちのことを天秤にかけたからだろう。

　もっと切羽詰まった状況であれば、ミランダは自分の恥など放り投げて工事に同意していたに違いない。

「……とりあえず、出よっか」

「……はい」

　床に転げたままのわたしたちは、そう言って遺跡の外へ向かった。

　外に出ると、日が傾き始めていた。




◇　◇　◇




「遺跡は保存するべきだと？」

　わたしは遺跡から戻った翌日、衛兵隊長に取り次いでもらって領主との面会に臨んでいた。

　本来ならいろいろな手続きが必要なのだろうが、遺跡の件でと言えばあっさりと領主は面会に応じた。それだけわたしからの報告を待っていたのだろう。

「中を確認したところ、膨大な資料が良好な状態で保存されていました。もしかしたら、王都の王立図書館よりも貴重なものがあるかもしれません」

「王立図書館以上だと……」

　カイゼル髭の領主は、わたしの言葉に髭をぴくぴくと動かした。わたしの言葉に興味津々なようだ。

　これまでの会話で感じたところでは、貴族らしい見栄っ張りな部分がやや多くあるように思える。

　その部分をちょっと刺激すれば、あの遺跡を図書館の機能を残したまま保存させることができるだろう。

「まさに王国の叡智といったところでしょう。多くの人々が憧れ、欲するのは間違いないかと」

　全力で煽おだてる。

　自分が宝物を手に入れたのだと思わせるのだ。しかも、自分しか持っていない〝たからもの〟だと。

「いや待て。ならば、中の資料を運び出せばいいだけではないか。街道の工事を設計からやり直すとなれば、時間も費用もかかってしまう」

　なるほど、それならば人手を使ってでも本を運び出したほうが早いということか。

　一理ある。

　しかし、ここで同意するわけにはいかない。あそこは、あの状態でしばらく維持する必要がある。

「お言葉ですが、あの規模の図書館に所蔵されているのが、表にあるものだけだとお思いですか？」

「……どういうことだ？」

「ちょっと失礼」

　わたしは領主に近づき、その耳にささやいた。

「禁書」

「っ!!」

　そっと耳打ちしたわたしの言葉に、領主の顔色が変わる。

　過去の文明の中には、高度に発展した魔法技術で隆盛を極めたものがあった。

　その文明はさまざまな魔法道具を作り出し、中には軍事目的で作られたものも少なくない。

　そんな軍事目的の魔法道具の代表格が、現在では禁書とひとくくりにされる強力な魔導書たちだ。

　一冊で一国を滅ぼすといわれるようなものも存在したとされ、今現在も各国で調査が続けられていた。わたしも旅の中で、それらしいものを見つけたことがある。

　ほとんどは然るべき組織に渡して保管してもらっているが、危険すぎて自分で持っているしかないものもあった。

　なにより禁書の最大の問題は、この世界にどれだけ存在するかわからないことだ。

「領主様、禁書の眠る遺跡を破壊するのは、ドラゴンの巣で花火を打ち上げつつ宴会をするのと変わりませんよ」

　つまり、どちらも破滅しかない。

　真剣なわたしの言葉に領主はごくりと生唾をのみ込み、うなった。

「いや、しかしだな……」

　領主が悩むのもしかたがない。

　街道建設というのは非常に手間のかかる事業だ。変更もやり直しも、多くの面倒事が発生する。

　禁書も確実に存在するかわからないのだから、無視して工事を進めるという判断をしたくなるのも理解できる。

「いや、そうだ。そもそも貴様が事実を言っているかどうかもわからんではないか。魔法使いであることは認めよう。しかし、貴様のような旅の魔法使いの言葉が正しいとは……」

　そこまで領主が口にしたところで、扉が開いた。

　あの衛兵隊長が部屋に入ってきて、わたしを一瞥した後、領主に耳打ちした。

「魔法使いギルドと錬金術ギルドが？」

　そして領主がつぶやいたそのひと言に、わたしは冷や汗が噴き出すのを止められなかった。

　やっべ、バレた。

「――おやめください！　現在領主閣下は面会中です！」

「領主なんぞどうでもいい！　我々がお会いしたいのはその面会相手の方だ！　いいからそこを退け!!」

「シェラス様！　シェラス様!!　ようやく見つけましたよ!!　ギルド本部から精鋭が向かっております！　今日こそ逃がしませんよ!!」

　開け放たれたままの扉の向こうから、すさまじい怒鳴り声が聞こえてくる。

　あーあ、困った困った。

「今の声は、魔法使いギルドと錬金術ギルドのギルドマスター？　いったいなにをもめているんだ」

「…………」

　疑問の声を上げる領主と、わたしをじっと見る衛兵隊長。

　こっち見ないでほしい。少なくとも、わたしは悪くないんだから。

「ぬおおおおっ!!」

　雄叫びと共に、ふたりの老人が部屋に駆け込んでくる。

　どちらも見たことのある顔だった。

「シェラス様！」

「おお、間違いない！　シェラス様だ！　お久しゅうございます!!」

「う、うん、ふたりとも元気そうだね。でももう歳なんだから、興奮しちゃダメだと思うな」

　すごく豪華なローブを纏った老人ふたりに、じりじりと追い詰められていくわたし。

　衛兵隊長、か弱い女の子が男ふたりに迫られているのに助けようともしないのはどうかと思う。

「あの、おふたりとも、そちらの魔法使いを知っておられるのですか？」

「ああん!?」

「ひいっ!?」

　老人ふたりに睨まれた領主が、怯えて後退る。

「貴様！　まさかこの方の正体を知らずに城に招いたというのか!?」

「この方は、十賢人のひとり、『叡智』のシェラス様だ！　本来ならお前のような普通の貴族がおいそれと会える方ではない！」

「十賢人ですと!?」

　領主がびっくりしてわたしを見る。

　見んな。そんな目で見んな。

「わたし、自分では一度もそんな名乗りしたことないけどね。周りが勝手に言ってるだけだから」

「だからこそ意味があるのです！　どこの誰ともわからぬ自称十賢人とは違う！　多くの国、多くのギルド、そして同じ十賢人に認められたあなただからこそ、その称号にふさわしいのです！」

「はいはい」

　もう何度も言われた言葉だ。

　でも、わたしにとってはなんの意味もない。

　いや待て、今に限れば多少の意味はあるかもしれない。

「領主様、これでわたしの言葉を信じる気になりました？」

「は、はい！　それはもう！」

　先ほどまでの態度を一変させた領主が、がくがくとうなずく。

　自分で名乗ったこともないからわからなかったけど、十賢人っていう肩書きはかなりの威力を持っているらしい。

　いやー、便利便利。

「じゃあ、旧大聖堂のミランダ司祭と協力して、うまくやってください。彼女はわたしよりもあの遺跡に詳しいと思います」

「えっ？」

　領主が一瞬呆ける。

　それをふたりのギルドマスターが睨みつけた。逆らったらどうなるかわかってるんだろうなといった感じの、殺意マシマシの視線だった。

　そんなふうに脅しちゃかわいそうだぞ。助けるつもりもないけど。

「はっ、ははっ！　承知しました！」

　領主は壊れた人形のようにがくがくとうなずいた。

　いろいろショックな出来事が続いて、まともな動きもできなくなってしまったのかもしれない。

　人間もエルフも似たようなところがある。

「では、シェラス様、そちらの御用が済んだようですので、私共にご同道いただけるとうれしいのですが……」

　魔法使いギルドのギルドマスターが、わたしににじり寄ってくる。

　昔王都で会った時は、まだ若くて無鉄砲な魔法使いだったのに、ずいぶんと歳をとったものだと思う。

「んー、それはちょっと無理かな」

「何故ですかっ!?」

　今度は錬金術ギルドのギルドマスターが迫ってくる。

　彼は旅の魔法道具売りの息子として生まれ、家族と一緒に盗賊に襲われていたところを助けたのが出会いだった。

　彼が体から出せる液体を全部出した状態での出会いだったのでいろいろ衝撃的だったが、まさかギルドマスターにまで出世するとは思わなかった。

「いやぁ、だってここでついて行ったら、すごく面倒なことになるでしょ？　パーティーとかパーティーとかパーティーとか、王族の家庭教師とか、宮廷魔導師就任の要請とかさぁ」

「十賢人のおひとりを前にして、歓迎の式典を開かないわけにはまいりません！　ギルド本部からも可能な限り盛大な催しを開くよう通達がありました！」

「それに、あなたの叡智を欲する者は数多くおります！　その知識のひと欠片でもお教えくださるなら、我々はいかなる苦労も厭いといません！」

「だから、そういうのはいいんだって。別に普通に招待してくれたら、逃げたりなんてしないよ。一応、ギルドにお世話になったことはあるわけだから」

　世の中は持ちつ持たれつが原則だ。

　ギルドの施設を借りたこともあれば、情報をもらったこともある。なら、多少のお願いは聞いて然るべきだろう。

　顔見知りのお偉いさんと食事をして、一日だけおしゃべりに付き合うくらいならやってあげてもいい。

　でも、よくわからないパーティーに参加させられるのだけはゴメンだ。

　ドレスとかすごい嫌い。動きにくいし。あとよく知らない人に話しかけられるし、おいしいもの食べられないし。

　家庭教師や宮仕えなんてもっと嫌だ。わたしはひとところに縛りつけられるような生き方はしたくない。

「そこをなんとかお願いいたします！」

「イヤでーす」

　そう言って、わたしは後方へ向かってジャンプする。

　ソファを飛び越えてくるりと回り、静かに着地するとそのまま窓に向かって走りだした。

　いい風だからと窓を開けておいたのが幸いして、わたしはそのまま城の外へと飛び出すことができた。

　部屋の中でギルドマスターふたりが叫んでいるのが見えたけど、両手を合わせてゴメンと言い、そのまま落下。着地して逃げた。

　目的地は、旧大聖堂だ。
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「あら？　もうギルドの御用は済んだのですか？」

　ミランダ司祭は、旧大聖堂の聖堂内でわたしを出迎えてくれた。

　その手には、わたしが探していた本がある。

　実はわたしが探していた本は、最初からあの遺跡にはなかったのだ。

「記憶通り、屋根裏に隠してありました。空想物語の本でしたから、見つかったら司祭様に怒られると思って隠したのでしょう」

　そう言って差し出された本は、ミランダ司祭が見つけるまでの長い間放置されていたとは思えないほどにいい状態だ。

　あの遺跡は、やはり本を保管するための仕掛けが施されているのだろう。

　そうでなければ、湿気や虫であっという間にダメになっていたはずだ。

「でも、本当によろしいのですか？　お礼がこれだけで」

「いいのいいの。わたしは最初からこれが欲しかったんだから」

　より正確に言うならば、あの中でもっともわたしをわくわくさせてくれる本が欲しかった。

『前』の時、わたしの世界はあの部屋と本の中にしかなかった。本だけがわたしをあの部屋から連れ出してくれた。本がなかったら、きっとわたしは心を殺されていた。

「わたしにとっては、これが一番の宝物なんだ」

　あのわくわくだけが希望だった。最後の最後まで誰も憎まずにいられたのも、死の恐怖を和らげてくれたのも、本と物語たちだった。

「そうですか。――では今度、その本の感想をお話ししませんか？」

「いいね。わたし、これをもとにした本を何冊か持ってるから、今度貸してあげるよ。結構いろんな解釈されてて、原典や原案よりもおもしろいのもあるから」

「楽しみにしています」

　ミランダ司祭は、そう言って笑った。

　きっとその笑顔は、あの病室にいた時のわたしと似ていたのだろう。










第二章　ドワーフの壁とハーフエルフ




　暗い。

　熱い。

　そして臭い。

「うううう……」

　地下深くにあるドワーフたちの集落は、人間やエルフにとってあまり過ごしやすい環境ではない。大抵の生き物にとって、なるべくなら避けたい環境のはずだ。

　そして、そうした場所に適応したのがドワーフという種族だった。

　気温の変化に強い頑健な体に、人間やエルフよりも小さな体。暗い場所でも見通す目を持ち、音の反響から周囲の地形を把握する能力も持っている。

　とにかく、洞窟の中で暮らすことに特化した種族だった。

　そんなドワーフたちの暮らす集落で、わたしは捕まっている。

　洞窟の壁をくり抜いた住居が並ぶドワーフの集落、その奥の奥にある牢屋に捕まっている。

「あついよぉ……おみずほしいよぉ……」

　今のわたしの姿を端的にいえば、鎖の芋虫だろう。ドワーフたちの作った鎖に縛られ、地面に転がっている。

「うあぁぁぁ……」

　もちろん、好きで捕まっているわけではない。

　どれだけ考えを巡らせても、熱に浮かされた頭では魔法封じの鎖で雁がん字じ搦がらめにされた体を解放する方法が思いつかない。

　鎖を無理やり破壊するほどの魔力を一気に放出するという手段もあるが、それをしたら周囲に破壊を撒き散らすことになる。地下の洞窟で周囲を破壊したらどうなるか、生き埋めだ。

「なんでこんなことになったかなぁ」

　わたしは後悔しつつ、今の自分の姿の理由を探し始めた。




◇　◇　◇




　最初の目的は、ドワーフたちに鉱物を分けてもらうことだった。

　理由はとても簡単で、旅で使う魔法道具に高純度の鉱石が必要になったからだ。

　これらの鉱石はドワーフたちが採掘し、外の世界に流通させている。低純度なものなら街中の魔法道具店で購入でき、高純度のものは錬金術ギルドで購入する決まりになっている。

　大昔は高純度な鉱石も街中で普通に手に入ったようなのだが、それを使ったテロが起きたことで今の形に落ち着いたらしい。

　まったく、余計なことをしてくれる奴がいたものだ。

「でもなぁ、ギルドには行けないしなぁ」

　どうしても必要ならば行く覚悟はある。

　面倒な絡まれ方をするが、危害を加えられるわけではない。

　でも、可能なら行きたくない。だって面倒だから。

「よし、だったらドワーフに直接売ってもらおう。そういうのダメって規則はないし」

　わたしはそう決意した。

　ギルドに近づかず、それでいて目的の鉱石を手に入れるにはそうするしかなかった。それが失敗だったのかもしれない。

　だって、そこでおとなしくギルドに向かっていたら、侵入者に間違えられて捕まることはなかっただろうから。




「おい、エルフ。メシだ」

「はぁ～～い」

　ずりずりと匍ほ匐ふく前進で牢の入り口に向かう。

　牢番のドワーフが、食事ののったお盆を手に待っていた。

「そら、食え」

「ふぁ～い」

　大きく口を開けると、牢番はスプーンですくったドワーフシチューを口に入れてきた。

　大味ではあるが、複雑な味わいがなんとも美味だ。

　不思議な話ではあるが、この味を出しているのはドワーフたちが育てたキノコ類から作った調味料で、ドワーフのキノコ調味料は地上にある調味料のほとんどを代用できる。

　甘味辛味は当然として、酸味や苦味も完全に再現できるというんだから、たいしたものだと思う。

　野菜なんかも普通に栽培できているらしいし、地上の人たちが思っているように虫や木の根ばかり食べているわけではない。

「ったく、なんでエルフなんかの面倒を見なきゃならねえんだよ……」

　ぞんざいに口に運ばれる料理を食べながら、わたしはドワーフの愚痴を聞かされる。この集落に来てから思ったが、この集落ではエルフは大いに嫌われているようだった。

　ただ、いきなり処刑だのなんだのという話にならない点を考えると、嫌われてはいても、憎まれているほどではないらしい。もしもそうだったら、わたしはどんな被害が出ても逃げ出すことを優先しただろう。

「わたし、ここで悪いことした記憶ないんだけど、なんでそんなに嫌われてるの？」

「お前じゃない。エルフが嫌われてるんだ。というか、爺さんの爺さん、そのまた爺さんの頃から、『エルフを許すな』って言われ続けてるんだよ。もう誰も理由なんてわからないんじゃねえかな」

　牢番の話は、人間の世界でもよくあることだ。

　本来の目的が忘れられた決まり事。人々を守るための決まり事だったのに、人々が決まり事を守るために危険にさらされるなんてこともある。

「グラント王なら、俺たちよりは詳しいと思うがな。どうせ裁きのために王の御前に引き出されるんだから、その時に話せばいいんじゃねえか？」

「裁きかぁ、なにされるんだろう」

「エルフを殺すと面倒だから、放り出されるだけだろ。俺たちだって単なる乱暴者じゃねえ」

「そうだよねぇ」

　この話を人間にすると驚かれるが、ドワーフは見た目や風聞からは想像もできないほど理知的で繊細な面がある。

　鉱石採掘なんて繊細の極みみたいな作業だから、当然といえば当然だが、それ以上に見た目の粗暴さが目立つようだ。

「わたし、普通に鉱石買いに来ただけなんだって。本当だよ」

「それも含めて王様に聞けっての。普通、ここに直接石を買いにくる奴なんていないんだから、捕まったっておかしくないだろ」

「いやぁ、それもそうなんだけどさ。別に買いにきちゃいけない決まりもないじゃん？　ここなら品揃えも最高だしさ」

「お前、この状況でよく口が回るよな。たいしたエルフだ」

「エルフじゃなくてシェラスだよ」

「お前らの名前はみみっちくて覚えられん」

「そんなぁ」

　エルフとドワーフの名前は、人間からするとちょっと変わった発音でしかない。しかしエルフにとってドワーフの名前はガンガン鍋を叩くような音が連なっているようにしか聞こえないし、ドワーフにとってエルフの名前は羽虫が飛んでいるようにしか聞こえないといわれる。

　わたしはもとがもとのせいか、どちらの発音も聞き取れるが、生粋のドワーフやエルフは顔を合わせた時も互いの種族、氏族、肩書きのみで呼び合うのが通例だった。数百年の付き合いでもお互いの本名を知らないなんてこともよくある。

「まあ、お前はおもしろそうな奴だし、あんまりここに置いておくと簡単に弱りそうだから、早めに王に会えるように言っといてやる」

「ありがとー。あとお水くださーい」

　わたしはこうして、この集落のドワーフ王に会うことになった。

　さっさと追放してくれるとありがたいんだけどなぁ。
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「追放？　そんなことをするわけがなかろう。貴様の罰は百年の採掘作業だ」

「はぁああああっ!?」

　この集落の王様――グラント王の口から出た言葉に、わたしは驚いた。

　鎖から解放されて手枷だけをつけられたわたしは、王宮らしい装飾の施された横穴で、王から判決を聞かされている。

　その判決が、まさかの採掘作業百年だ。ふざけるなこの髭もじゃだるま。

「そんなの横暴だ！　わたしはこの集落になんにもしてないじゃん！　その髭毟むしってやる!!」

「この集落では、エルフの侵入者は労働百年の刑と決まっている。どんな罪でもだ」

「うそぉ」

「嘘ではない。きちんと掟に記されている」

　グラント王が差し出した巻物には、たしかにドワーフ文字でそうした内容が記載されていた。人間たちが同じことをしても集落の外に放り出されるだけなのに、エルフがやると強制労働というのはどうにも納得しがたい。

「なんで石を買いにきただけで、強制労働を百年もしなくちゃいけないんだよ！　わたしだってそんなに暇じゃないんだぞ！」

　じたばたと抵抗する。

「ええい、暴れるな！　罪を重ねるつもりか！」

「不当な裁きに抵抗するのは正当な権利だよ！　あんまり無茶なこと言うと、わたしだって反撃するんだからね！」

　ふー、ふーと鼻息荒く抵抗するわたしを見て、王と側近たちは顔を見合わせた。

　彼らも自分たちの下した判決が正しいとは言いきれないのかもしれない。エルフとドワーフは昔からそりが合わない種族同士だったが、それでも殺し合いをするほど仲が悪いわけでもない。

　今は種族間で戦争をするような時代じゃないのだ。

「――いいだろう。では、貴様がドワーフ百年分の働きをすれば、それで放免とする」

　王が新たな条件を提示してきた。

　わたしは警戒しつつ、先を促した。

「我が集落の下層に出現した超硬度の結晶層がある。我らの作る採掘道具でもほとんど削れず、このままだと掘り抜くまでには百年以上かかるといわれておる。それを砕くなり掘り抜くなりすれば、お前の罪は赦免としよう」

「そもそも罪らしい罪も犯してないと思うんだけど」

「ならば正面から訪ねてくればいい。なぜ、直接坑道に現れるようなことをしたのだ」

「それは……」

　わたしが不法侵入と間違われたのは、集落の正面からではなく裏から入り込んでしまったからだ。

　ドワーフたちの集落はほとんど来客がないから、ドワーフ以外が歩く道は整備されていない。でも鉱物を地上の街に送り出すため、街道のような役目を果たす大きめの坑道がある。そこには関所があり、外からやってくるドワーフ以外の種族はそこで割り札をもらうことになっていた。

「……山越えが面倒で、ちょっと裏掘ったら集落に出るかなって」

「関所破りだぞ、それは」

「ですよねぇ」

　なんでそんなこと思ったのか、当時の自分に聞いてみないとわからないが、最近手に入れた新しい本が大泥棒の冒険譚だったせいで影響されたというのが、わたしが出した答えだ。

　世界に名の知れた大泥棒とその一味がさまざまな方法で宝物を盗み出す物語は、とてもわくわくする話だった。影響されたってしかたがない。

「とにかく、貴様の行動にも問題はあった。それはわかるだろう」

「はーい、ごめんなさい」

　わたしは素直に謝る。悪いことをしたのは確かだ。謝ることに抵抗はない。

　それを見た王と側近たちは、困惑したように顔を見合わせていた。

「……しかし、お前を見ていると、我が集落に伝わるエルフに対する風聞とだいぶ異なっていることがわかる。お前はエルフの中でも変わり種なのか？」

　ドワーフ王が顎でわたしを示すと、ドワーフ衛兵が近づいてきて手枷の鍵をはずしてくれた。

　わたしは擦れて赤くなった手首を摩りながら、王の質問に答える。

　治癒魔法を口の中で唱えて、手首の傷を癒やす。

「父親が人間だし、そこそこ変わり者だとは思うけど、例外扱いされるほどじゃないと思うよ」

　そんな変わり者だったら、あの集落にはいられなかっただろう。あそこは人間との混血でも気にせず同胞として迎え入れてくれるような大らかな集落だったけど、明らかにエルフとは違う誰かを受け入れるほど底なしのお人好しというわけではなかった。

　そう考えると、少なくともエルフの範疇に収まる範囲の変わり者という扱いだったと思う。

「そのエルフにまつわる話って、どんなものなの？」

「そうだな……」

　ドワーフ王は髭をさすりながら、思い出すように言葉を紡いでいく。

「エルフとは狡猾であり、我らの富を口先でだまし取る。ドワーフの繁栄を陰で嘲あざけり、すべてを奪い取る。故に我らはエルフに気を許してはならない。奴らは笑顔で近づき、やがて我らのすべてを奪い、いずこかへ姿を消す」

　王の話す内容は、エルフという種族の評判としてはかなり異質だった。

　そもそも口のうまいエルフというのが存在するかどうかわからない。ドワーフたちになにかしたエルフが、エルフのふりをした人間の詐欺師だったと言われたほうが納得できる。

　これは人間がずる賢いと言っているわけではなく、エルフは大抵の場合、純粋で単純だから、誰かを騙すことに向いているとは到底言えないし、ドワーフであっても人間とエルフを間違えることはないだろう。

　エルフの個人を見分けることはできなくても、種族を間違えることはない。

「ここ以外で、そんな話聞いたことないけど……」

　わたしは自分の感想を正直に口にした。

　王はそれを聞いても怒るようなことはなく、まるで予想していた通りの言葉を聞いたといった態度だった。

「やはりそうか。鉱石を売るために外に出た同胞たちも、人間の街でそのような話は聞いたことがないと言っていた。外で会ったエルフも、そのような者たちではなかったとな」

「だったら、わたしのことだって許してくれてよかったんじゃ……」

「貴様は関所破りだろうが。それに、ついに言い伝え通りのエルフが現れたかと警戒したのだぞ」

「だからあんなに厳重に縛られたんだ……」

　とんでもない誤解もあったものである。

　わたしはごく普通の――というのは少し言いすぎかもしれないが、か弱い美少女エルフなのだ。詐欺師ではない。

「だったらいい加減、その言い伝えとかやめればいいじゃん」

「簡単に言ってくれるな。言い伝えの理由がわからなければ、それをやめることなどできはしない。なんの理由もなく、他種族を恨むような言い伝えを先祖が残すとも思えんしな」

「そりゃたしかにそうだ」

　別種族との争いのもとになるような、リスク満載の言い伝えを残したのだから、ドワーフの先祖たちがなにか強い目的意識を持っていたことは間違いない。

　それがわからない限り、言い伝えを変えることはできないということなのだろう。わからない話ではなかった。

　ドワーフ王だって、同じ集落のドワーフたちを守らなくてはならないのだ。

「一応聞くけど、ほかの集落にはそういう言い伝えはないんだよね？」

「ない。諸王との会談に赴いた時、酒宴で言い伝えのことを話したが、他の王たちは誰も知らなかった。個人的にエルフは気に食わないという王はいたが、あくまでエルフの中の個人を嫌っているだけだった」

「うーん……」

　ドワーフたちはあまり本を読まないため、わたしも関わりは最低限しか持っておらず、彼らのことはよく知らなかった。いや、もっとはっきり興味がないと言ってもいい。

　でも、今回の話は少しだけ気になった。

　鎖芋虫にされた恨みといってもいいかもしれない。

「……時間があったら、調べてもいいかもな」

「勝手にしろ。だが、仕事はしてもらうぞ」

「はいはい。一応裏口から入っちゃったことは悪かったと思ってるから、仕事はさせてもらうよ」

　もっとも、ドワーフたちが束になっても壊せなかった結晶層を、わたしがどうにかできるという保証はない。

「百年間、洞窟生活はイヤだなぁ」

　それが、わたしの偽らざる本音だった。
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　ドワーフたちの生活はとてもシンプルだ。

　朝起きて顔を洗い、仕事場に行って岩を掘ったり埋めたりする。そして仕事が終わったら同族で集まって酒を飲み、酔っ払って家に帰って寝る。

　これを毎日繰り返すのが、ドワーフの生活だった。

「ザ・単純労働」

　わたしは坑道のど真ん中に仁王立ちしながらつぶやいた。

　周囲ではドワーフたちが掘削作業をしており、わたしを不思議そうに見ている。

「まあ、エルフも似たようなものって考えると、案外似たもの同士なのかもしれないけどさ」

「おい、エルフ。さっさと仕事をしろ。メシやらねえぞ」

「はいはーい」

　周囲のドワーフたちは、異物であるわたしに時折目を向けるものの、やはり恨まれているような気配はない。警戒はしているようだが、積極的に攻撃を仕掛けるようなこともしてこなかった。

「やっぱりみんな、あの言い伝えをただ信じてるわけでもないんだ」

　人間はドワーフを粗野で学のない種族だと言うが、彼らはきちんとものを考えている。普段の行動が単純で、強い腕力と豪快な性格のせいで野蛮な種族のような扱いをされてしまうだけなのだ。

　街中にいるドワーフは人間たちと協調して暮らしているし、中にはその知識を評価されて人間の国の大臣になったりするドワーフもいる。

「例の結晶層はこっちだ。ついてこい」

　現場監督ドワーフがわたしを先導してくれる。

　天井が低いこともあって、わたしは初めて身長があまり高くないことを喜んだ。

　エルフの平均よりもやや低い身長のせいで子供扱いされること幾万回。その都度子供ではないと主張していたが、まさかこんな時に自分の身長が輝くとは思わなかった。

「お前が仕事をする坑道は、ずいぶん前に崩落があって塞がれた場所だ。いろいろ新しい技術もできあがって、もう一度掘り直そうという話になったが、結晶層があって頓挫した。向こう側には純度の高い魔法結晶があるらしい」

「なるほど」

　見込みがあるからこそ、多少の無理をしても掘り進めたいということなのだろう。

　これがあるかどうかわからないということなら、あえて人員と時間を使って掘り進めるようなことはしなかったかもしれない。

「一応聞くけど、崩れたりしないよね？」

「お前が無茶をしなければな。あのあたりは集落と同じで頑丈な岩盤になっている。普通の坑道を掘るだけなら、崩れることはないだろう。地下水が染み出しているような場所もないしな」

「ほほう」

　わたしは坑道の内壁を見る。

　ドワーフたちが頑丈に組み上げた補強材は、しっかりと坑道を保っているように思える。

　でも、魔法で攻撃したら、さすがにまずいだろう。

「発破はまずいよね？」

　魔法で吹き飛ばせば一番早い。これは間違いないだろう。

　だが、現場監督ドワーフは首を横に振った。やっぱりダメらしい。

「俺たちが使うような小さな火薬での爆破なら別だろうが、お前の言っているのは爆発魔法だろう？　お前がどれほど精密な制御ができるとしても、俺は反対だな。魔法の魔力が周囲の鉱石に影響を与えて、どんな連鎖反応が起きるかわかったもんじゃない」

「ですよねー」

　ドワーフたちが手掘りで作業をしている理由もそこにある。

　普通の鉄や銅だったら、魔法で掘っても問題ない。

　でも、魔力を帯びる鉱石を掘るとなると、迂闊に魔法を使うことはできない。鉱石によって魔法の特性が変化してしまい、思わぬ結果になることがあるからだ。

　四十年くらい前、水色の国にある大きな露天掘りの採掘場で新しい魔法による掘削法が行われたけど、埋まっていた鉱石が魔法の威力を何倍にも増幅したせいでとんでもない大爆発を起こしたことがある。

　犠牲者もかなり出たけど、彼らにとっての一番の損失はその鉱山に埋まっていた鉱石がほぼ全部ダメになったことだろう。

　水色の国は商人の力が強くてみんなお金儲けに走っていたからこうなったらしいけど、結果として彼らは得られるはずだった莫大な富を自分たちで消し飛ばしたことになる。

　世代交代しても責任問題で未だにもめているというから、その被害はとんでもない金額だったのだろう。

「魔法を使うなとは言わないが、こちらに相談してくれ。きちんと手順を踏んで使う魔法を選べば、やれないことはない」

「わかった。気をつけるね」

「ああ、頼んだぞ。お前も生き埋めになりたくないだろう」

「うん、絶対やだ」

　安全第一でいこう、ヨシ！　ってやつだね。




　坑道を進むと、どんどん下へ下へと降っていく。

　温度はどんどん高くなり、わたしは汗だくになった。

　とっくの昔に分厚いローブを脱ぎ、肩に掛けているケープさえそろそろ邪魔かと思い始めている。

　ドワーフなら、多少肌を見せても気にしないだろう。彼らは同族の異性以外にまったく興味を持たない。

「あつぅい」

「我慢しろ」

　現場監督ドワーフは、わたしを振り返ることもしない。

　あんな暑苦しい髭なのに、平気そうな顔をしている。

「暑くとも息はできるだろう」

「そういえばたしかに」

「坑道全体の空気を循環させている。お前が入り込んだ坑道も、本来は空気の入れ換えのためのものだった。目的が目的だから、塞いでしまうということもできない」

「そういうことかー」

　わたしが入り込んだ坑道では、採掘作業はまったく行われていなかった。

　だから集落近くまで潜り込むことができたわけだが、なるほど、使われなくなっても塞がれない坑道があるのはそういう理由だったのか。勉強になった。

「ねえ」

　まあ、それはいい。

　でもわたしは暑さに耐えられなくなってきた。ケープの留め金をはずして畳み、鞄にしまうと、現場監督ドワーフに話しかけた。

　なにか話していないと、これ以上持ちこたえることはできそうもない。

「なんだ？」

「ドワーフってさ、本って持ってないの？　ドワーフの昔話とかそういうのが書いてある本。子供に読み聞かせたりしない？」

「本、か。あまりなじみはないな。見ての通り、我々の暮らしている場所は暗い。我らの目は暗い場所でもよく見えるが、文字を読むのに適しているわけではない」

「そっか」

　ドワーフたちの間で書物が重要視されないのは、暮らしている場所が高温多湿で薄暗いからなのだろう。

　高温も過度の湿度も本には天敵だ。その上、文字を読むに適した環境でもないとなれば、ドワーフたちが本という文化になじまない理由としては納得できる。

「全然ないの？」

「いや、湿気に強い紙を使って、事故の記録などはきちんと残されている。こと記録するということに関して、紙以上に便利なものはないからな。短い文ならともかく、石版にして残すには記録が多すぎる」

　ドワーフたちの歴史は、事故の歴史だ。

　想定外の事故でたくさんの同胞を失い、それを糧にして新しい技術を作り上げてきた。そのために必要な記録を残すために、ドワーフたちは紙の書物を使っている。

　例の、ドワーフたちが育てているキノコの中に、本にするための専用のキノコがあるらしい。ただ、数は限られているという。

　そのせいでわたしが望んだような物語などは、貴重な紙を使ってまで残すようなものとは判断されなかった。

「――いや、昔の話だが、我らの集落にもたくさんの本が残されていたという話を聞いたことがある」

「えっ？　そうなの？」

　わたしは急にやる気を取り戻した。

　そういうことはもっと早く言ってほしい。最初からその話をしてくれていたら、こんなにもつまらない時間を過ごさずに済んだのにと思う。

「どういう話？　童話とか？　それとも訓話かな？」

「どういうものかは知らん。俺が生まれた頃にはもう、年寄り連中の昔話に残っているだけだった。ただ、ドワーフの集落のはるか下に、知恵の源泉と呼ばれる場所があって、そこには今からは想像もできない古いにしえの知恵が眠っているってことだ」

「おおっ！　すごいじゃん！」

「でも、よく考えてみろ。俺たちドワーフが地面の下で知らないことがあると思うか？　もしもそんな場所があるなら、俺たちが見つけている」

　現場監督ドワーフの言っていることはたしかにその通りだと思う。

　少なくとも地面の下に関して、ドワーフ以上の種族はいない。ドラゴンであろうともエルフであろうとも、地面の下でドワーフにかなうわけがない。

「それに、だ。地下というのはお前たちが思っている以上に過酷な環境だ。そんな場所になにか施設を作ること自体、無茶もいいところだ」

「ここ、たしかにあっついもんね。でも、地下水脈とか使えば案外平気だったりしない？」

「地下水脈があるということは、空間があるということ、空間があるということは、崩れるということだ。そんな場所にご大層なものを作ろうとは思えないな」

　一応、地下遺跡なんてものは珍しくない。

　ただ、ドワーフたちが掘り進めるほど深い場所にある遺跡なんてものはほとんど存在しないといわれている。

　それは現場監督ドワーフが言っている通り、地下という過酷な環境に耐えられないからなのだろう。

　わたしはそれを理解すると肩を落とした。

　せっかくおもしろいものがあると思ったのに、とんだ期待はずれだ。

「もう、さっさと仕事済ませて地上に帰ろうっと……」

「そうしろ。俺たちもエルフがいては落ち着かん」

「ひどっ」

　そんなふうに会話をしながら進んでいると、目的地に到着していた。

　ホールといっても過言ではないほど広い空間に、ドワーフたちが設置したと思われる大型工具が点在していた。

　それらの工具はホールの一面を占める、灰色の滑らかな壁に向けられていた。

「これが……」

「ああ、俺たちが何年もかけて、まだほとんど削ることのできない結晶層だ」

「うん。そうみたいだね。って、冷たっ!?」

　わたしは何気なく結晶層の壁に触れ、その冷たさに驚いた。

　そういえば、ホールの気温も途中の坑道に比べるとかなり低く感じる。

　それでもまだ暑いことは暑いが、ここまでの道のりのようにとめどなく汗が噴き出したり、我慢できなかったりするほどではなかった。

「一筋縄ではいかない理由がわかっただろう？　この結晶層はおそらく自然にできたものではない。何者かが作ったものだ」

「温度を一定に保つことで強度を維持するようになってる……？」

　わたしは杖を掲げ、観測魔法を使って結晶層の分析をする。

　そこでわかったことは、結晶層は安定のために温度を一定に保つ必要があり、逆にいえば温度が変化しない限り今のような圧倒的な強度を保てるということだ。

「一応、火を近づけたりした？」

「ここは地下だぞ。集落のようにしっかりと換気されているならともかく、火を使って無駄に空気を使うようなまねができるわけがないだろう」

「それもそうだね。じゃあ、魔力の炎なら？」

「――まあ、それならいいだろう」

「ありがとう！」

　わたしはそう言って、杖の先に炎を灯して結晶層に近づけた。

　結露して結晶層に張りついた水分が蒸発して水蒸気が発生したけど、壁自体にはなんの影響もなかった。

　先ほどまで炎に炙られていた壁に触れても、まったく熱を感じない。完全に熱量が足りていない。

「この壁って、どれくらいの大きさ？」

「想像もできん。だが、反響の具合からして、奥行きは数メルしかあるまい」

　数メルと聞いて、わたしはひと安心した。

　一メルはだいたい一メートルくらいだ。

　これが何十メルも続いているとなると、さすがに心が折れる。

「これって削ることはできてるんだよね？」

「ああ、わずかずつだがな」

　現場監督ドワーフがホールの隅に積み上げられた白い粉の山を示した。

　あれが削りかすということだろう。

　それをひとつまみすると、乾ききった非常に細かい粉だった。ちょっと息を吹きかけるだけで、空中に舞い散る。

「はっくしょん!!」

「あまり吸い込むなよ。喉がやられるぞ」

「はーい」

　むずむずする鼻をすすり、わたしは壁に向き合う。

「どうしようかな」

　悩むわたしの背後で、現場監督ドワーフが寝床を作ってくれた。

　鉄パイプのような骨組みに布とマットのみの簡単なものだ。しかし、固い地面で寝ることはせずに済む。

「お前にとっては、集落よりもここのほうが過ごしやすいだろう。食事だけ運ばせるようにするから、存分にやるといい」

「ありがとう。そうさせてもらうね」

　いろいろな視線にさらされる集落では、落ち着いて考えごともできないだろう。そういう意味では、この場所のほうが過ごしやすいのは間違いない。

「では、エルフの手並みを見せてもらおう。いい腕だったら、俺の部下にしてやるからな」

「はいはい、せいぜいがんばりますよ。あんまり長居はしたくないからね」

「地下も悪くはないと思うがな」

「地下が嫌いなんじゃあないよ。ただわたしは……」

　広い世界を旅し続けたいだけなんだ。
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　白い壁に立ち向かうようになって、簡単に一週間が過ぎた。

　急ぐ旅でもなかったから別にかまわないのだけど、こんなことになるのならおとなしくギルドで買い物を済ませればよかったと思う。

「はぁ、やってられないよ」

　マットの上にひっくり返り、天井を見上げる。

　もはや見慣れた岩盤と、換気のための管があるだけの天井。その向こう側には青空があるのだろうが、自分には手が届かない。

「お風呂も入れないしさぁ」

　ドワーフたちはあまり風呂に入らない。

　何日かに一度水浴びをして体を洗うらしいが、エルフや人間ほど綺麗好きというわけでもなかった。

　わたしもそのとばっちりで、何日かに一度体を拭くための水をもらえるだけだった。

「これが終わったら、赤の国の温泉でも行こうかな」

　国内にいくつもの活火山を抱える赤の国には、有名な温泉がいくつもあった。なじみの宿もいくつかあり、久しぶりに訪ねてみるのも悪くないと思える。

　ただ、そのためにはここから出なくてはならない。

「……逃げるか」

　そう口にはしたものの、実行する勇気はない。

　案外ドワーフたちは気にしないかもしれないが、わたし自身が気にする。

　嫌なことから逃げきったところで、今度は逃げたという現実から逃げたくなるだけだ。

　一度でも逃げてしまえば、永遠にその事実に囚われることになる。そんなのはあまりにもおもしろくない。

　ただ、ドワーフたちがわたしをひどく扱っていれば、わたしは逃げたかもしれない。逃げるのが唯一、自分を守るための手段だからだ。

　でも、今は違う。

　壁を壊すという、この場から抜け出す手段が用意されている。

「でも、どうすればいいのかな」

　持ち込んだ本の中から地質研究や大地に関する魔法に絞っていろいろ調べてみても、目の前にあるようなものはどこにも書いていなかった。

　結界魔法が近いような気がしたが、目の前にある壁は結界のような魔力を帯びてはいない。結界なら、それ以上の力を叩きつけることで破壊できるが、ここにあるのは物理的な壁であって、変な壊し方をすれば周囲にも被害が出る。

「はぁ……」

　わたしは考えることをいったんあきらめ、マットの上で目を閉じた。

　考えてもなにも思いつかない時は、考えることをやめるのもひとつの手段だ。

「――お母さん、なにしてるかな」

　ただ、暗闇の中で感じる孤独の中で、飛び出したきり戻っていない集落のことを思い出しながら、わたしは目を閉じた。
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　エルフは不思議な生き物だ。

　大抵は森の中で暮らし、そこから一生出ることはない。

　人間や他の種族と一度も接触しないまま、その数万年という長大な人生を終える。

「これが、エルフのお墓……」

「ええ、私たちのご先祖様が眠ってる場所よ」

　わたしのいた集落にあったお墓は、たったふたつだけ。エルフの死は大抵事故か病気で、寿命で死ぬようなエルフは滅多にいない。少なくとも、わたしの集落にそんな記録はなかった。

「この集落は三千年くらいの歴史しかないから、お墓もこれだけ。わたしのお父さんが生まれたもっと大きな集落だと、たくさんのお墓があったそうよ」

　幼いわたしの手を握りながら、母は優しくエルフの歴史を教えてくれた。

　人間との混血ということで、おそらくわたしは母よりも先に死ぬだろう。とはいえハーフエルフの寿命もかなり長いため、それを確かめるほどに長生きした人はいないというのが現実だった。

　ただ、エルフがかからない病気にかかったり、ある日突然エルフとしての力が失われるなんてこともあるかもしれない。

「あなたもきっと、ここに眠ることになるわ」

「お母さんも？」

「ええ、そうよ。隣のお墓にしてもらいましょうね。それなら寂しくないから」

「うん！」

　エルフというのは、本当に不思議な生き物だ。

　普段生きている限り、死というものをまったく感じずに過ごせるというのに、それをあえて子供に教えようとする。

　そこにどんな意図があるのか、わたしはいまだに理解できない。

　死を考える機会がないからこそ、あえて死を教えているのかもしれないという予想はあるが、確かめたことはない。

「ほら、触ってみなさい。そして、ご先祖様にご挨拶するの。きっとあなたのことを守ってくれるわ」

「うん」

　わたしは母の手を離し、お墓に近づく。

　森の奥、日だまりの中、少し離れた場所にふたつだけ置かれたエルフの墓石は、木漏れ日を受けて白く輝いていた。

「うんしょ……」

　わたしはしゃがみ込むと、その手を墓石に伸ばす。

　なにも書かれていないまっさらな石の表面に手が触れた瞬間、わたしの意識は覚醒した。




「思い出した!!　この石、あの墓石と同じだ!!」

　飛び起きたわたしは、結晶層の壁に両手を押しあてる。

　小さな時に感じた冷たさと同じものを、目の前の壁からも感じ取ることができた。

「もしもこの結晶層があれと同じものなら……」

　わたしは収納魔法付きの鞄から、何本もの杖を取り出す。

　普段は使わないような、機能を特化させた杖だ。

「ええと、凍結魔法凍結魔法……」

　ガラガラと盛大な音を立てて杖を探していると、現場監督ドワーフたちが慌てて飛び込んできた。

「おい！　どうした！」

「カントク、あのエルフ、なにやってんですか!?」

「俺に聞くな!!」

「静かにして！　今いいところなんだから！」

　わたしはドワーフたちを一喝すると、ようやく最上位凍結魔法を封じ込めたといわれる銀色の杖を見つけ出した。

　先端の青い結晶が、膨大な魔力をたたえつつ静かにきらめいている。

　三百年ほど前に、遺跡の最深部に安置されていたものだ。何度か魔法使いギルドに特別予算を組んだ上での買い取りを打診されたが、結構見た目が綺麗で気に入っていたので売らずにいた。わたしにとって、お金は旅をするのに足りる分があればいいのだ。

　そんな杖が、まさかこんなところで役に立つとは思わなかった。

「さあ、下がってて！　今から壁を壊すから!!」

「なんだと!?」

　ドワーフたちは大慌てで周囲の道具を片づけ始める。

　やがてドワーフたちがわたしの後ろに引っ込むと、わたしは杖を掲げて魔法陣を展開した。

「悠久の奥底に眠りし怠惰の女王。紅蓮を封じた唇を開き、新たなる氷像に命を吹き込め！　純白フローズンの断罪人エンプレス!!」

　異空間から呼び出された絶対零度が、魔法陣に誘導されて結晶層に叩きつけられる。

　ホール内には魔法陣の範囲から漏れ出た冷気が吹き荒れ、ドワーフたちの髭が白く凍りついた。

　わたし自身も、寒くてしかたがない。

　地下は気温が一定だったので、動きやすさを重視して短いスカートをはいていたのが失敗だった。

　今度は面倒くさがらずになにか下にはこう。

「これ以上凍らせてなんの意味がある！　やめろ！」

「いいから黙って見てて！　これがわたしの知っている墓石と同じものなら……」

　極低温の魔力にさらされて、白かった壁がもっと白くなる。

　その白はほかの壁へと広がり、このままではホール全体が凍りつくかもしれない。

　現場監督ドワーフたちは逃げ出すかどうか悩み、わたしは全力で凍結魔法を使い続けることを決断した。ここまできたら退けない。ドワーフたちもあきらめたように、その場にとどまった。

「さっさと溶けろぉおおおおおっ!!」

　わたしはそう叫び、さらに魔力を強めた。

　そして、ついにその時がやってきた。

「!!」

　ぱきん、と小さな音が聞こえた。

　その音はどんどん広がっていき、やがて目の前の壁に細かいひびが入っていることに気づく。

　そのひびはどんどん拡大し、やがて壁全体を覆い尽くした。

「うおりゃああっ!!」

　わたしはそれを確認し、杖を放り投げて駆けだした。

　その勢いのまま、結晶層の壁に跳び蹴りを叩き込んだ。走った勢いと体重を乗せた一撃だ。

　ぱぁん。

　たぶんそんな音だっただろう。

　結晶層の壁はまるで水が弾けるように飛散し、細かな粒になって周囲に漂う。やがてそれらの粒は熱にさらされた雪のように消え去り、すべての粒が消えた後には、広大な空間が姿を見せた。

「これは……」

　現場監督ドワーフが掲げた明かりによって、わたしにとってはなじみ深い建築様式の建物が並ぶ地下空間が照らし出される。

「エルフの家だよ」

「エルフだと？　こんな場所に？」

「うん、間違いない。ほら、ここにエルフ文字が刻んである」

　わたしは地下に広がるエルフの集落に足を踏み入れ、すぐ近くの建物に刻み込まれていた文字を示した。

　刻まれてたのは、『魔法道具店』という意味のエルフ文字だ。
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「あっちには食料店、向こうには食堂もあるみたい。奥のは普通の家かな」

「なんてこった……」

　現場監督ドワーフは呆然としたまま集落を見つめていたが、やがて部下たちに指示を飛ばした。

「すぐに王に知らせろ！　ここに来てもらうんだ！」

「が、合点!!」

　ドワーフたちが騒々しく走り去っていく。

「ほかの奴らは明かりを設置しろ！　念のために天井や壁を点検して、壊れそうなら補強するんだ！」

「合点!!」

　ドワーフたちが動きだし、わたしはぽつんとひとり取り残される。

　現場監督ドワーフもほかの人たちも、わたしに話しかけようとはしなかった。

「…………」

　その理由はなんとなくわかる。久しぶりに見るエルフの集落に、わたしは涙を流していたからだ。




◇　◇　◇




「知恵の源泉とは、エルフのことだったか」

　集落にやってきた王は、一番大きな建物の中でそうつぶやいた。

　わたしが見たところ、この建物は族長の住処だったのだろう。場合によっては客人をもてなすこともあるため、それなりの広さがあり、装飾も施されている。

「そして、我々は、彼らに見捨てられたことをごまかすために、あんな言い伝えを作った。滑稽な話だ」

　王は悲しそうだった。

　ここにエルフたちがいないこと、あの言い伝えのことを考えるとそういう推測ができるのは確かだ。

　だが、わたしは違うような気がした。

「もしもエルフがここのドワーフたちを見捨てるなら、きっとあんな壁は作らなかったと思うよ。なにも言わずに出ていって、集落もそのままにしていたと思う」

「そうなのか？」

「エルフってあんまりこだわりがない種族なんだけど、自分たちの故郷には結構執着しててさ。たぶん、長い寿命の中で自分たちのアイデンティティを保つために故郷を必要としているんだと思う」

　人間とエルフの決定的な差は、きっとそこにある。

　人間は自分のアイデンティティを自分自身に求める。それに対して、エルフは他人に求める。

　長い寿命の中で、自分自身が本当に自分なのかわからなくなってしまうんだろう。それを確かめるために、エルフは他人に自分を覚えていてもらいたいんだと思う。あなたはあなただ、と言ってもらうために。

「ここにいたエルフたちは、あなたたちとすごく仲がよかったんだと思う。普通のエルフじゃこんな場所には暮らさないし、わざわざ集落を結晶層で囲んでまで暮らそうとは思わない」

　集落は、結晶層で囲まれていた。

　それによって熱から集落を守り、安全に暮らせる環境を作っていた。そんな手間をかけるほど、エルフにとってこの場所は大切だったのだ。

　でも、それを捨てた。

「ならば、なぜここを捨てた？」

「それは……」

　わたしは族長の家の中を眺め、机の上に並べられた人形に気づいた。

「これ、ドワーフの人形？」

　親指ほどの小さな人形は、個性が読み取れるほどに精巧なものだった。

　それが全部で二十体ほど並んでいる。

「――ドワーフ王の人形だな」

「そうなの？」

「どの人形も、王の証である斧を持っている」

　たしかに、どの人形も同じデザインの斧を持っていた。

「俺も持っている」

　そう言って、王は背負っていた斧を取り出した。

　人形が持っているものと同じ斧だった。

「じゃあ、この人形は、全部ドワーフ王……あっ」

　丁寧に並べられた人形を見て、わたしはここにいたエルフたちが去った理由に気づいた。

「……寂しくなっちゃったんだ。大事な友達が自分より先にいなくなって、どうしようもなくなっちゃったんだ」

「なんだと？」

「さっき言ったでしょ。エルフにとって自分を保つために必要な者は他人だって。ここにいたエルフたちは、ドワーフのみんなに自分たちを覚えていてもらうことがなによりも大切だったんだ。だから、いろんなことを教えたし、エルフにとっては住みにくい場所にも無理をして住み続けていた。でも、ドワーフたちが次々と代替わりしていくのを見て、やっぱり自分たちとは違うんだと気づいた」

　だから、ここを去った。

　墓石と同じもので集落を隠して。

　いや、違うかもしれない。

「エルフたちはここを、自分たちと一緒に過ごしたドワーフたちのお墓にしたんだ」

　集落はそのまま新たな住民を迎え入れられるほどに整っていた。

　食器類、家具類、そうしたものはすべて揃っている。その状態でここを封じることに、エルフたちはこだわっていたのだ。

　自分たちの思い出を丸ごと墓石で封じることで、ここを故郷とした。

「きっとここから旅立ったエルフたちは、まだどこかで暮らしていると思う」

　そして、この故郷のことを想い続けている。

　ドワーフ王たちの人形は、どれも笑顔だ。

　きっとエルフたちには、ドワーフたちはそう見えていたに違いない。

　違う種族の友人たちのことを覚えているために、人形にして残していた。

「――彼らは戻ってくるだろうか？」

　王の問いに、わたしは自信を持ってうなずいた。

「たぶん戻ってくると思う。エルフにとって、お墓は故郷と同義だから、絶対に忘れるようなことはないよ」

　そしていつか、戻ってくる。

「そうか。では、ここを守る必要があるな」

　王は人形のひとつを手に取ると、それをじっと見つめ、人形にそっくりな笑みを浮かべた。

「我々は友の帰りを待つことにしよう。それがはるか遠い未来のことであったとしても」

「それがいいよ」

　帰ってきた時に誰も自分のことを覚えていなかったら、悲しいに違いない。

　グラント王は人形を元の場所に戻すと、わたしを見上げて笑った。

「それにしても、やはりエルフは変わり者だな」

「えええっ!?　なんで!?」

「縁もゆかりもない我らのためにここまでしてくれるのだ、これを変わり者と言わずになんと言う？」

　おおっと、そうきたか。

　まあ、悪い気分じゃないけどね。










第三章　エルフとハーフエルフ




「師匠！　師匠!!」

　宿で眠っていたわたしを、怒鳴り声が叩き起こした。

　ふざけるな。

「今何時だと思ってるの!?　誰だよもう!!」

　わたしはベッドから飛び起き、上着を着て扉の前に立つ。

　何度も扉を叩く音に腹を立てながら、それを勢いよく開いた。

　あわよくば向こう側にいる誰かを吹き飛ばせればと思ったけど、それはうまくいかなかった。

「師匠！　ご無沙汰しております！」

　扉の向こうにいたのは、初老の人間の男だった。白髪交じりの金髪を綺麗に整えて、魔法使いとは少しだけ違うローブを纏っている。

「あー……誰だっけ……わたし、これまでの人生で一度も弟子を取った記憶はないんだけど？」

「ゴルドニアです！　リューン王家のゴルドニア！　師匠に三日ほど魔法を教えていただきました！」

「ゴルドニア……ゴルドニア……ああ、あの時のちびっ子かぁ」

　ゴルドニア・リューン。

　正確に言えばそのふたつの単語の間にたくさんの名前や称号が入るけど、わたしはそのふたつしか覚えていない。

　なにせ、彼らの名前は世代を経るごとにひたすらに長くなっていくからだ。全部覚えるなんて無理。

「なんの用？　ギルドに言いつけるとか言ったら速攻で叩き出すよ」

「そんなまねするわけありませんよ。一応これでも、この国の宰相なんですから」

「へぇ、偉くなったんだ」

「傍流も傍流、玉座なんて目指すだけ無駄という立場ですから、宰相くらいでも十分すぎるくらいですよ」

　まあ、傍流とは言っても王族ではあるから、宰相になるのは理解できないわけではない。でも、その宰相がわたしになんの用があるというのだ。

「だったらなにしに来たの？　わたし、昨日寝るの遅かったから、まだ寝足りないんだけど」

「それは失礼しました。実は、師匠に私個人の客分になっていただきたいと思い、こうしてまかり越しました。どうです、相談役とか」

「うえ……、わたしそういうの嫌いなんだけど」

　宮仕えなんて絶対に嫌だ。

　旅はできなくなるし、本を読む時間もなくなる。

　路銀稼ぎのために偉い人の子供に勉強を教えることはあっても、最長でひと月程度滞在するだけにしていた。

　それ以上とどまっていると、出立を妨害されるようになるからだ。

「まあ、師匠ならそうおっしゃるとは思いました。ですが、何事もやってみなければわかりません。師匠にそう教わったのです」

「――なるほど、たしかに言ったかもしれないね。ふふふ、それをわたしの前で言えるようになったんだから、たしかにあなたは成長したみたい」

「ありがとうございます。そう言っていただけてこちらとしてもがんばった甲斐がありました。何度かギルドのほうにも顔を出したり、手紙を送ったりしていたのですが、きっと読んでいただけてはいないのでしょうね」

「そうだね。前に手紙を受け取ったのは……十年くらい前かな。それ以降のものはまだギルドにあるんじゃないかな」

　そもそも、わたしはギルドに所属したことはない。だからギルドに送られても困るんだけど、まったく連絡先がないとなるとわたしを探し出そうとする人たちが現れる。

　こんな本好きのハーフエルフを探したところで旅で見つけたおもしろい本の話くらいしか聞けないんだけど、それがわからない人もいる。

「では、今日のところはこれで失礼いたします。次はどちらに向かわれるのでしょうか？」

「特に予定はないけど……」

「であれば、我が緑の法国の南にある黄の連合国に向かわれるとよろしいでしょう。最近、あの地で沈没船が見つかり、魔法で保存された古いにしえの魔導書が何冊も発見されたとか」

「えっ!?　本当!?」

　そんな話を聞かされたら、黙ってるわけにはいかない。

　なんとしても黄の連合国に行って、よさげな本を手に入れなければ。

「恩のある師匠に嘘など申しませんよ。不安なら、ご自分で情報を集めてもいいでしょう。それなりに噂が出回っていますから、ギルドに赴かなくとも簡単に裏取りができるはずです」

　宰相になったくらいだから、ゴルドニアも誰かを騙すことにためらいはないだろう。しかし、わたしを騙したところでゴルドニアに得はないし、自分で情報を確かめることもできる。

　話に乗ってやるのも悪くないと思えた。

「わかった。噂を確かめてみて、本当だったら行ってみる。情報ありがとうね」

「いえいえ、師匠のお役に立ててなによりです。――ああそうだ、ついでにこれを差し上げます」

　そう言って、ゴルドニアは封ふう蝋ろうで閉じられた手紙を差し出してきた。

　すごく高級そうな紙だ。

「私の名で師匠の身元を保証する書類です。必要ないかもしれませんし、私が職を辞すればなんの意味もありませんが、なにもないよりはいいでしょう」

　緑の法国といえば、以前〈リズル〉の街にあった旧大聖堂や中央教会の総本山がある国だ。政府と教会本部は別の組織ということになっているが、政治的に影響し合っているのは間違いない。法国は教会を後ろ盾にしてさまざまな国際会議を主導しており、各国に対する影響力は強かった。

　そんな国の宰相が身元を保証してくれるというのは、たしかに心強い。

「……なにか支払えっての？　お気に入りの本をよこせとか言うなら、速攻だけど」

　しゅっしゅっと拳を突き出すと、ゴルドニアは引きつった笑みを浮かべた。

　弱そうに見えても、魔力を纏ったわたしの拳は鉄板くらい貫けるのだ。人間の体なんて薄紙も同然だ。

「そんなつもりはありませんよ。ただ、私はかつてあまりにも無力でした。そんな無力な私を今の立場に押し上げてくれた方に、なにか恩返しをしたいと思っただけです。本当なら教会本部にある禁書の閲覧でもと思ったのですが……」

「見られるの!?」

　さすがのわたしでも、教会本部地下の禁書庫には立ち入れない。

　あそこには過去存在した複数の賢人が作り上げた盗難防止の仕掛けが幾重にも施されていて、正攻法以外で立ち入ることは危険すぎた。

「はははは。師匠がお望みなら手続きをしますが、許可が出るのはかなり先になりますよ。こう言ってはなんですが、師匠はどの国にも属さない旅人でいらっしゃいますから」

「ちくしょうめ。宮仕えがそんなに偉いのか」

「偉くはないですが、身元と責任の在処ありかははっきりしますから」

「へっ、いいよいいよ。そのうちなんかの方法で潜りこむから」

　わたしは拗ねたように踵きびすを返し、もらった手紙を振った。

「これだけはもらっておいてあげるから、今日はもう帰って。まだ眠いんだよ」

「承知しました。お休みのところ失礼しました。なにか私にできることがあれば、お知らせください」

「はいはい」

　わたしの適当な返事に頷いて、ゴルドニアは扉を閉めた。

　扉が閉まる瞬間、彼がなにかつぶやいていたような気がしたけど、わたしには聞き取れなかった。

　ただ、似たような表情を昔どこかで見たような、見てないような、もどかしい感じがした。




◇　◇　◇




　黄の連合国に向かうには、国境になっている山を越える必要があった。

　いくつもの街道が通じているから、徒歩でも馬車でも、越える方法はいくらでもある。

「ふんふん……」

　わたしが今乗っているような乗合馬車も、その交通手段のひとつだ。

　馬車のグレードにもいろいろあり、荷馬車に座席を取り付けたような簡易馬車から、優れたサスペンションを搭載してほとんど揺れを感じさせず、優雅な山越えを提供するような高級馬車までいろいろな種類があった。

　わたしが乗り込んだのは、その高級馬車の一台だった。

「おおっ、次はいったいどうなる？」

　わたしは当初、徒歩で山を越えるつもりだった。

　しかし、出発直前に街の店先でおもしろそうな本を発見し、それを読むために乗合馬車に予定を変更したのである。

　揺れがひどい馬車ではとても本など読めたもんじゃないから、選択肢は最初から高級馬車しかなかった。

「は～～。こういう解釈できたか、主人公が実は最初から入れ替わっていたなんて、原案の作者が見たら卒倒しそうだけど」

　古代の英雄譚を再編集した今回の一冊は、緑の法国でかなりの売れ行きらしい。

　法国に伝わる伝統的な英雄譚を現代風に作り直したという切り口で、人々の人気をさらっている。

「まあ、そもそも原典もほかの物語からいろいろ借りてるし、案外なにも言わないか……」

　これも物語ではよくあることだ。

　わたしは読み終えた本を抱え、満足そうに天井を見上げた。

「その本、おもしろかったですか？」

「え？」

　満足そうに笑っていたわたしに話しかけてきたのは、通路を挟んだ反対側の席に座っていた、わたしとそう見た目の変わらない人間の女の子だった。

　女の子。誰がなんと言おうと、わたしと見かけの変わらない女の子。

　わたしは女の子。実年齢はともかく気持ちは女の子。

　ゴルドニアに年上扱いされて年寄りな気分になっていたけど、わたしは女の子。

「うん、おもしろかった。あなたも読んだことあるの？」

「はい。お友達に借りて読ませてもらいました。学校に通い始める前に読めてよかったです」

「学校？」

「はい。来月から連合国の寄宿学校に入るんです」

　そう言われて女の子の姿を見ると、たしかに学校に入る年頃だった。

　わたしは学校らしい学校に通ったことがないからよくわからないが、毎年この時期になると、どこかの学校に新しく通う若い子たちと同じ馬車に乗ったり、同じ宿になったりすることがあった。

「主人公が実は贋物で、でも仲間たちに本物と認めてもらうことで自分を取り戻して最後の戦いに挑むところなんて、私泣いてしまって……」

「うんうん、わかるわかる。自分だけじゃ落ち込んでどうしようもなかったのに、今まで苦楽を共にしてきた仲間たちが主人公を助けてくれるんだよね。つまり、これまでの主人公自身が、自分を助けたようなもんで……」

「はい！　仲間もそうですけど、やっぱり過去の自分が今の自分の背中を押してくれるっていうのがすごくて!!」

　女の子は熱く物語を語った。

　うんうん、素晴らしい。こういう熱い読者こそが物語をもっと輝かせるんだ。

「よろしければ、同じ作者の別の作品もお読みになりませんか？　あ、もしかしてもう読んだことがあるとか？」

「ううん、たぶん読んだことないと思うけど……。この作者、あんまり有名じゃないよね？」

「実はその方、まだお若くてデビューしたばかりなんです。でも寄宿学校の生徒だった頃に、別のお名前で本を出されていて……」

「へぇ、そういう人だったんだ。でも、そんな感じの事情なら、古いほうの本ってほとんど出回ってないんじゃない？」

「ええ、そうなんです。私もいろいろ手を尽くして探していたんですがどこにも売っていなくて、でも偶然、父の書斎で見つけて譲ってもらったんです」

「それって運命じゃん！　すごい！」

「そんなふうに言っていただけるなんて！　ありがとうございます!!」

「いやいや、こればっかりはうらやましいくらいだよ。もしかしたら、ほかの本とも運命的な出会いができるかもね」

「本当にそうなったらうれしいです。私、本を読むのが本当に好きで……お父様にも許嫁いいなずけは本をたくさん持っている方でお願いしますと言ったくらいで」

「あははは、まさかお父さんもそんなふうに頼まれるとは思わなかっただろうね。でも、気持ちわかるなぁ。わたしは結婚とかは微塵も興味ないけど」

「そうなのですか？」

　心底不思議そうな女の子に、わたしは苦笑する。

　実は、エルフ同士は結婚なんて面倒なことはしない。

　そもそも結婚して自分たちを縛りつけることに意味を見出していないのだ。

　好きな相手が見つかったら同居して、場合によっては子供をつくる。でも一緒にいることに飽きたら別々に暮らすようになって、また別の誰かと一緒に暮らすようになる。

　夫だの妻だのという肩書きは、エルフの生き方にはあまり合っていないのかもしれない。

　うちの両親に限れば、父が人間だったからこそ結婚という形を取ったのだろう。そういう意味では、結婚したエルフである母は、わたし以上に変わったエルフなのかもしれない。

「もったいないですよ。お綺麗なのに……」

「あははは、ありがとう。でも、今は旅が楽しいから」

　時折、人間とエルフの価値観の差を感じることがある。

　人間とエルフは一時的に一緒にいることはできても、ずっと人生を共にすることはできない。父のように若くして亡くなることがなくても、人とエルフの間には途方もない寿命の差があるからだ。

「そんなことより、さっきの本の話しようよ。もうひとりの主人公のこととか！」

「はい！」

　わたしは女の子に、入れ替わってしまったもうひとりの主人公の話を振った。

　王子として生まれながら悪魔の謀略で奴隷の子となり、隣国の将軍に上りつめて祖国を滅ぼす戦争を引き起こした悲劇の主人公。

　自分の両親を手にかけた後に真実を知らされ、もうひとりの主人公である王子と共に黒幕を討つという王道な話だ。いくらでも話したいことはある。

「普通に考えたら、子供入れ替わったら気づくと思うんだけど、実際どうなんだろう？」

「王族となると、家来の方が面倒を見ることになるでしょうから、案外気づかないのかもしれません。子守りをする方も入れ替わるでしょうし、他人の子供となると、見分けられないなんてこともあるのかも……」

「なるほど……」

　わたしはそうやって、女の子とおおいに盛り上がった。

　途中、わたしが持っていた本を何冊か貸したら、泣いて喜んでくれた。

　退屈な旅になるかと思ったけど、そんなことはなさそうで、わたしは安心した。
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　訂正、安心なんてするんじゃなかった。

「おい！　おとなしくしてろよ！　痛い目見たくないだろう！」

　わたしたちの乗っていた馬車は、山賊に襲われていた。

　それも小規模な兵士崩れではなく、きちんと統制されたプロフェッショナルたちだ。こういう連中は単なる山賊というよりも、傭兵の副業と見たほうがいい。

　どこかで戦いが起きれば傭兵団として参戦し、戦いがなくなれば適当な場所で山賊稼業に精を出す。これといって珍しいことではない。

「シェ、シェラス様、どうしましょう……！」

「うーん、どうしよっか」

　賊に襲われたのは、山道の中でも一番狭い場所に差しかかった時だった。

　山賊たちは孤立した馬車を取り囲み、御者を脅して停車させた。

「よし、積み荷も乗客も傷付けずに運べよ。できるだけ無傷のほうが価値が高くなるからな」

　山賊の頭目らしい男が話している内容からすると、わたしたちを捕まえて人質にでもするつもりらしい。てっきり奴隷として売り払うのかと思ったけど、予想がはずれた。

「いいんですかい？　結構よさげな連中ですし、いつもの奴らに売り払ったほうがいいんじゃ……」

「バカヤロウ！　ここに乗ってる連中は、だいたいが金持ちの縁者だ。そんな奴らを奴隷にしたって、余計な恨みを買うだけだろうが！　無事に戻ってくれば、体面を気にする連中はそれ以上つついてこねえんだよ」

「へぇ、そういうもんなんですね」

　手下を納得させた頭目は、御者台に乗り込んで馬車を間道へと進ませる。

　こんなところに道があったのかと思えるほどに巧妙に隠されていた道を進むと、山賊の隠れ家らしい場所にたどり着いた。

　山間の小屋に見えるが、どうやら洞窟の上に小屋を建てて擬装しているらしい。

「おい、お前ら自分の家族宛ての手紙を書きな。家族が身代金を支払ったら、お前らは無事に帰れるぜ」

　頭目にそう言われ、わたし以外の乗客は慌てて手紙を書き始める。

　あの女の子もそうだった。

「あのシェラス様、もしもお金が必要なら、わたしがお父様にお願いしましょうか？」

　優しい子だと思う。

　でも、わたしは自分ひとりでもどうにかできる。

「ううん、気にしないで。わたし、こういうのには慣れてるし」

　それに、この状況を初めから想定していた誰かさんもいる。

　わたしはゴルドニアが最後に見せていたあの表情がなんなのか、はっきり思い出してた。

　あれは昔、わたしに悪戯を仕掛けようとしている時にあの子が浮かべていたものとそっくりだったのだ。




「――まったく、師匠扱いの荒い奴め」

　わたしがそうつぶやくと、頭目がこちらに気づいた。

　手紙を書こうとしないわたしに、頭目は苛立ったように近づいてくる。

「おいテメエ！　オレの言ったことが聞こえなかったのか！」

「いやいや、聞こえてたよ？　でもほら、わたしってエルフだし、家族って言われてもお金持ってないと思うんだよねぇ」

　そう言ってわたしは、人よりも少しだけ長い耳を示した。

　頭目はわたしの耳をちらりと見た後、少し考え込んで言った。

「ちっ、そういうことならお前は降りろ。――おい！　この女は牢屋にぶち込んでおけ！　奴隷商人共に売り払う！」

「へいっ！」

　馬車に乗り込んできた山賊の手下が、わたしの肩を掴んで馬車から連れ出そうとする。

　あの女の子が、慌ててわたしの手を掴んできた。

「シェラス様！」

　本当に優しい子なんだろう。

　そんなに優しい子に、これ以上迷惑かけるわけにはいかない。

「大丈夫。また会いに行くから。話してくれた本、貸してくれるとうれしいな」

「――はい」

　女の子は涙をこらえて、わたしの手を離してくれた。

　きっとこの子は、わたしと二度と会えないと思っているだろう。

　タイミングしだいでは、そうなってしまうかもしれない。でも、大きな問題がなければ、彼女が寿命でこの世を去るまでにはもう一度くらい会えるだろう。

　わたしは、山賊程度がどうこうできるほど、お淑しとやかではないのだ。
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　山賊たちのアジトは、もともとモンスターが掘った洞窟を利用したものらしかった。

　小型モンスターであるコボルトが掘った洞窟の特徴が随所にあり、人間が暮らすにはいささか小ぶりな造りをしている。

　ただ、隠れ家にするにはこれ以上ないくらい、都合のいい物件といえた。コボルトは力の弱いモンスターで、大型モンスターや人間から住処を隠そうとする習性がある。

　そんな住処をそのまま奪い取れば、人間に見つかりにくい隠れ家が手に入るということだ。

「ここに入ってろ。余計なこと考えるなよ」

　山賊は、わたしが腰に提げていた杖だけを奪った。

　まあ、収納魔法付きの鞄なんて普通に考えたら武器も入らないくらい小さいし、魔法使いらしい装備なんかは普段から身に着けているわけではない。

　そうなると、魔法使いと戦った経験のない山賊なら、武器らしい見た目の杖だけを奪うだろう。

　抵抗していない相手なら、なおのことだ。連中は商品を傷付けるようなまねはしない。

「あら、先客がいたか」

　わたしが連れてこられた牢屋の中には、ひとりの女の子がいた。

　さっきまでわたしが話していた子よりも少し年上に見えるが、髪から覗く耳が尖っていることを考えると、見た目通りの年齢かどうかはわからない。

　わたしのように何百年も生きている可能性もあるし、もしかしたら三十歳程度で見た目と大きな差はないかもしれない。

「こんにちは」

　わたしは牢屋の奥で膝を抱え、顔を伏せている子に向かって声をかけた。

　格子が開く音では無反応だったから、なんの反応もないのかと思ったが、そんなことはなかった。

「……だれ？」

　顔を上げた彼女の目には、まったく生気がなかった。

　いったいどれくらいの間ここに押し込まれていたのか。それともここに来る前からこの状態だったのかわからないが、とにかくずいぶんとくたびれた様子だ。

「シェラス」

　わたしが名前を名乗ると、彼女は少しだけ考えて口を開いた。

「リーリラ。白樺のリーリラ」

　白樺というのは、きっと彼女の集落か氏族を示す言葉だろう。

　わたしの集落にはそうした肩書きはなかったが、狭い範囲に複数のエルフの集落が密集している場所では、あえて自らの集団を示す名乗りをすることがある。

「白樺の一族のリーリラ？」

「……うん」

　リーリラは小さく笑う。

　悪い子ではなさそうだ。

「疲れてるの？」

「うん。ずっとここにいて、もうずいぶん外に出ていないから、疲れちゃって……」

「そう……」

　エルフであろうと人間であろうと、日の光を浴びなければ健康を維持することはできない。まったく日光を浴びなくても平気なのはハガネモグラとドワーフくらいだ。

　特にエルフは、植物に似た性質を持っていることもあって、人間よりも太陽の光を必要とする種族だった。

「大丈夫？」

「うん」

　そうは言っても、かなりつらそうだ。

　でも、一緒に逃げるというのはかなり厳しい。

　わたしひとりならいくらでも逃げる方法はあるが、彼女はまともに動ける状態ではない。そうなると、わたしも逃げきれなくなる。

「困ったな……」

　見捨てていくというのは、あまりにも寝覚めが悪い。

　もっと大人数が捕らえられていたら、あえて一緒に連れていこうとは思わなかっただろう。でも、こんな場所にひとりだけ残していくというのは、罪悪感が大きすぎる。

「動ける？」

「ごめんなさい。無理だと思う」




　そう彼女が力なく笑う。

　そっとその腕を掴むと、びっくりするくらい細かった。

「ご飯もらってないの？」

「もらえるんだけど、あまりおいしくなくて……」

「もしかして、集落から出てきたばかり？」

「……うん」

　エルフの味覚は人間とは全然違う。

　調味料をほとんど使わない、超薄味なエルフ料理で育ったエルフが人間たちの料理を食べると、まずその味の濃さに驚いて吐き出してしまうといわれるくらいだ。

「お水は飲めるんだけど、食べ物は……」

「そう」

　この子も、食べなくてはならないということは、わかっているのだろう。

　だが、どうしても人間の食事に慣れるには時間がかかる。その間に衰弱してしまったのだ。

　山賊からすれば、衰弱しておとなしくなるから好都合とさえ思ってるかもしれない。

　ただ、これではますます連れていくのが難しくなる。

　走るどころか、歩くことさえままならないだろう。

「そうだ」

　わたしは収納魔法付きの鞄に、保存食を入れていたことを思い出した。

　水が必要ないように、薄い味付けにしてある。

「ちょっと待ってね」

　わたしは牢屋の見張りがこちらを見ていない隙に、鞄から保存食を取り出してエルフの子に渡した。この保存食は旅に出る前に母に教わったもので、味付けは最低限しかしていない。

「ゆっくりでいいから食べて」

「ありがとうございます……」

　リスのように小さな口で保存食を食べるエルフの子は、わたしよりもずっと年下に見えた。

「あなた、歳は？」

「十八。この間、成人の儀を済ませたところ」

「それで、外に修行に出た？」

「うん」

　エルフの中には、成人になった子を外の世界に修行に出す氏族がいる。

　周囲に人間たちのコミュニティがあったりして、生きていく上でどうしても人間たちと関わらなければならない場所にあると、そうした習わしが発生しやすい。

　きっとリーリラの一族もそうだったのだろう。

「集落に戻れるの？」

「すぐには無理。集落は百年の封印に入ったから」

「百年の封印？」

「うん。修行の子が外に出たら、簡単には戻ってこられないように集落を封印するの」

「うへぇ、スパルタ……」

「スパルタ？　それがあなたの一族？」

　リーリラが首をかしげて聞いてくる。

「いやいやいやいや、うちの一族戦闘狂じゃないから」

「？？？」

　リーリラはわたしの言葉の意味がわからなかったのか、今度は逆方向に首を傾げている。

　いや、かわいらしいけれども、間違ってもあんな人たちと同じだと思われたくない。実際に会ったことはないけど、何千年後も歴史に名が残るほどの戦闘狂だよ、あの人たち。

「まあいいじゃない。とりあえずそれを食べて体力つけたら、逃げるチャンスを待とう」

「逃げられるの？」

「たぶんね」

　わたしは自信満々に答えた。

　何事も信じていればチャンスはやってくる。

　そのチャンスが大きいか小さいかの違いがあるだけだ。

　大きいチャンスならそれを掴んで、小さなチャンスなら無理やりにでも、とにかく全力でやれば変化は起きる。
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　わたしが待っていたチャンスは、予想よりも早くやってきた。

　山賊の頭目が牢屋に姿を見せ、わたしたちに買い手がついたと言ってきたのだ。

「エルフふたりをまとめて買おうってお大尽だ。よかったな、きっと贅沢できるぜ。新しい飼い主様に気に入られるよう、せいぜい愛想を振りまくんだな」

　頭目は上機嫌だった。どうやらわたしたちはかなりのお金持ちに気に入られたらしい。最近はどこの国だって人身売買は違法のはずだけど、何事にも抜け道はあるということだろう。

「そりゃどうも。あなたも雇ってくれるよう、愛想振りまいてあげようか？」

「はっ、誰かに雇われるなんざゴメンだな。オレはオレのために生きるんだ」

「そりゃご立派なことで」

　わたしは首を振り、頭目は楽しそうに笑う。

「お前の杖も高く売れたぜ。あんなものを持ってるなんて、お前どこかの国に雇われた魔法使いか？」

「そんな魔法使いがひとりで旅してると思う？」

「いいや、まあエルフならあんなものを手に入れる機会もあるだろうよ。それだけ美人ならな」

　頭目がわたしを馬鹿にしていることはわかった。こう言ってはなんだけど、これまで美人扱いされた経験はほとんどない。エルフの血のおかげで顔立ちが整っているのは確かだけど、どうしても大人の女って感じではないからだ。

　一方のリーリラは、普通の美的感覚の持ち主なら十人中十人が美人だと答える容姿の持ち主だ。

　手入れがされていないのにきらきらとした光を失わない長髪に、白磁の肌。透き通った瞳と薄い唇と、エルフの中でもひときわ美人なんじゃないかと思う。

　そんなリーリラを差し置いてわたしを美人呼ばわりするなんて、馬鹿にしているとしか思えない。もしくは、好みがちょっと特殊なのか。

　でも、山賊なんてやってる馬鹿に、馬鹿にされたところでまったく怒りが湧くことはない。

　挑発しているつもりなら、見当違いもいいところだ。

「もう少しで出発する。まあ、身み嗜だしなみを整えろって言っても無駄だろうから、そのまま待ってればいいさ」

　そう言って、頭目は姿を消した。

　わたしは収納魔法付きの鞄からこっそりと杖を取り出す準備をする。

　今回はわたしのとっておきを見せてあげる。

「さて、わたしをナメた代償、きっちり払わせてやる」




　わたしの作戦はとても簡単だ。

　というか、難しい作戦を立てるような頭は持っていない。

「よし、馬車に乗れ！」

　牢屋から連れ出され、山賊たちの馬車に詰め込まれる直前、魔法を使って山賊たちを蹴散らし、全力で逃げる。ほら、とても単純。

　でも、世の中単純が一番強い。

「発はっ破ぱぁっ!!」

　わたしは鞄から杖を引き抜き、それを掲げる。

　普段使いの杖とは違う。本格的な魔法使いの杖は、わたしの身長よりも長く、普段から持ち歩くには目立ちすぎる代物だった。

「こいつ!?」

　頭目はわたしの行動に驚いていた。突然杖を取り出したから、周囲の山賊たちもびっくりして目を丸くしている。

「取り押さえろ!!」

　頭目が慌てて剣を抜いてわたしに迫ってくるが、もう遅い。

「はい、どっかーん!!」

　石突きを地面に叩きつけると同時に、わたしとリーリラを中心とした爆発が起きる。

　威力はさほどでもない。でも、周囲の山賊たちを吹き飛ばすには十分だった。あんまり威力が強いと、周囲にも被害が出てしまう。

「この女!!」

　そんなふうに気を使ったから、どうしても取りこぼしが出てしまうのはしかたがない。

　山賊のうち、爆発の被害を受けなかった連中がわらわらとこちらに向かってくる。完全に取り囲まれているから、どこかに逃げ道を作らないといけない。

「リーリラ！　ここでじっとしてて！」

　わたしは自分の防御魔法付きのローブをリーリラにかぶせると、杖を手に走りだす。

　その杖を支えにして棒高跳びのように山賊のひとりを蹴り倒す。思いっきり顔面に靴底をめり込ませてやった山賊は悲鳴をあげることもなく倒れ、周囲の山賊たちはわたしの反撃に驚いたように動きを止めた。

　蹴り上げた勢いで体を回転させ、地面に着地。そんな隙だらけのわたしを見ても、山賊たちは動かない。

「はぁッ!!」

　その隙を逃さず、わたしは杖の先端から魔力弾を発射。

　誘導された三つの魔法弾は頭目を含めた山賊たちの体に命中し、彼らを吹き飛ばした。命までは取らないようにしているけど、痛みはかなりのものだろう。

　なにせ、本来ならばモンスター相手に使う魔法だからだ。

「クソエルフが!!」

「汚い口を開かないでよ！」

　背後から襲ってきた山賊が、わたしを羽交い締めにしようとする。

　わたしは山賊の膝に一撃を入れて姿勢を崩すと、そのまま相手の首に足をからめて引き倒した。もちろん、相手の頭を地面に叩きつけるようにしてだ。

「ぐえっ」

　脳天を強打した山賊が白目をむいて気絶すると、わたしはリーリラのもとに駆け戻った。

　近くにいる山賊はひととおり片づけたから、異変に気づいた奴らがアジトから出てくる前にある程度距離を稼ぎたい。

「逃げよう！」

「うん」

　リーリラの手を引き、走る。

　山道は思ったよりも状態が悪い。山賊の隠れ家に通じる道となれば、誰が整備するわけもないのだから当然かもしれない。

「は……は……は……」

　わたしの呼吸は乱れない。

　長い旅の間に体を鍛える機会はいくらでもあったから、そこらの兵士が束になってきても逃げられる程度の力はある。
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　数が少ないなら返り討ちにすることだって難しくない。先ほどの山賊程度なら、油断しなければ全滅させることだってできる。

　でも、リーリラは違う。

「はぁはぁはぁ……」

　浅い呼吸を繰り返し、時折苦しそうに咳をする。

　もともと体力があったほうではないのだろう。そこに監禁生活となれば、こうなってしまってもしかたがない。

「ご、ごめんなさ……げほっ！　げほっ!!」

　咳き込んで立ち止まってしまうリーリラ。体を丸めて咳き込む彼女の背中をさすりながら、山賊たちが追いかけてくるであろう後方に目を向ける。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

「大丈夫だから、落ち着いて深呼吸して」

「はい……」

　どうしよう、思ったよりもリーリラの体力がない。わたしはリーリラに水筒を差し出し、どうやってふたりで逃げきるか思考を巡らせる。

「も、もう大丈夫です」

「うん、じゃあ急ごう」

　水筒の水を飲んで少しだけ回復したリーリラが立ち上がる。

　でも、その足取りは重いままだ。

「いたぞ！　追え!!」

「げっ、思ったよりもタフじゃん。アイツら」

　少し走ったところで、背後が騒がしくなる。

　蹴り飛ばした山賊や吹き飛ばしたはずの頭目もいて、その打たれ強さに感心してしまうくらいだった。

「ああもう、しつこい男ってサイテー!!」

　リーリラの手を引っ張って山道をそれ、森に入る。

　エルフにとって森はホームグラウンドだ。

　リーリラもそれは変わらないのか、わたしに引っ張られながらついてくる。

「矢だ！　痺れ毒の矢を使え！　当たり所が悪くなければ死にはしない！」

「おおっ!!」

　頭目の声が聞こえ、次に矢が放たれる。

　わたしたちの周囲を矢がビュンビュン飛んでいく。

「きゃっ」

　リーリラに命中した矢が、ローブの防御魔法に接触して焼け落ちる。

「大丈夫！　特別製のローブだから、しっかりかぶってて！」

　普通の矢で、わたしのローブを貫くことはできない。

　ただそのローブを貸してしまったから、命中したらわたしでもタダじゃ済まないだろう。

「思い切りもいいなんて、あいつ本当に山賊にしておくにはもったいないなぁもう!!」

　最初の考えに固執せず、次々と新しい手段を選択できるのは、一種の才能だろう。それが山賊の頭目なんてやっているのだから、もったいないことこの上ない。

「きゃあっ！」

「リーリラ！」

　考えごとをしながら走っていると、リーリラが転んだ。

　慌てて彼女のもとに戻ると、足から血が流れている。

「矢が当たった？」

「はい……」

　わたしの身長に合わせたローブは、リーリラには少し短かったようだ。

　そのせいでふくらはぎのあたりに矢がかすってしまった。

「ちっ」

　わたしは鞄から薬を取り出した。

　解毒魔法よりも薬のほうが早い。

「ちょっと染みるけど我慢して」

「……はい」

　わたしは分量も考えず、解毒薬を全部傷口にかけた。

　多すぎて副作用の出る薬ではないけど、見る人が見ればもったいないと思うかもしれない。この薬、結構高級なのだ。

「肩に掴まって！」

「そんな、私を置いていってください……」

「そんなのいいから！　たぶん、あと少しで助けが来る！」

　リーリラの手を肩に回し、わたしは森を進む。

　山賊たちはすぐ近くまで迫っていて、もう矢を撃つこともしてこない。

　あと少しで捕まえられるのだから、これ以上傷付ける必要もないということだろう。

「くそぉ、勝手に獲物扱いして！」

　いつか仕返しする機会があったら、全力で同じ目にあわせてやる。

　わたしはそう誓い、森を進む。

「そろそろあきらめたらどうだ！　街道に出たところで、その足じゃ逃げきれないぞ！」

「そりゃどうも！　でもわたしはあきらめが悪いんだ！　こんなことでわたしの旅を終わらせてたまるもんか!!」

　そうだ、こんなところでわたしの旅は終わらない。

　あの部屋から始まったわたしの旅は、もっと遠くへ行く。

「くそー！　弟子を名乗るなら、そろそろ師匠を助けろー!!」

　わたしがそう叫んだ瞬間、前方から待ち望んでいた声が聞こえた。

「撃て」

　落ち着いた号令一下、同時に魔法が放たれる。

　光の槍としかいいようのない、細長く、鋭く形成された魔力の塊。

　それはわたしとリーリラのすぐ横を通り過ぎ、そのまま背後の山賊たちに命中した。

「なっ!?」

　頭目の驚きの声と、連続する爆発音。

　森の中にいくつもの爆炎が生まれ、衝撃波がわたしたちの背を押した。

　わたしが使ったような低威力の魔法の矢ではなく、完全に相手を殺傷することを目的とした攻撃魔法だ。軍用魔法と呼ばれることもある。

　とにもかくにも、すごい威力ということだ。

　実際、背中に熱を感じ、髪の毛が焦げる臭いがする。わたしとリーリラは体勢を保つことができなくなった。

「うわっ」

「きゃあっ」

　わたしとリーリラが倒れ込むと、すぐ隣に誰かが屈み込んだ。

「ゴルドニア!?」

「師匠、そのまま伏せていてください。歩兵隊、前へ！　賊共を縛り上げろ！」

「ははぁっ!!」

　巻き込まれまいと頭を伏せるわたしたちの横を、鎧を着込んだ兵士たちが駆け抜けていく。

　ちらりと見えた鎧の意匠から、緑の法国の正規軍だということがわかった。

「では師匠、ここでお待ちください」

　ゴルドニアも杖を引き抜き、山賊たちとの戦いに加わった。

　これであの山賊たちも終わりだろう。わたしが知っている限り、ゴルドニアはなかなかの魔法使いだ。山賊がかなう相手じゃない。

　わたしはゆっくり体を起こすと、隣にいるリーリラを助け起こした。

「はぁ、ひどい目にあった」

「あの、こうなるってわかっていたんですか？」

「え？　まあ、おそらくこうなるかもって感じかな。わたしの覚えている通りのゴルドニアなら、このくらいできるだろうって」

　リーリラの質問に答えるわたしに、件のゴルドニアが近づいてくる。

　彼の持っている杖は、法国に伝わる宝杖だった。王族なだけあって、いい杖使ってる。

　まあ、わたしの持ってる杖のほうがいいものいっぱいだけどね！

「師匠、ご無事でなによりです。師匠の馬車に同乗していた方々も全員無事ですよ。あ、あと荷物も取り戻したのでお渡ししておきます」

　わたしを引っ張り起こしたゴルドニアは、馬車に乗せたままになっていたわたしの鞄を渡してきた。

　そして、隣にいるリーリラも起こし、わたしのローブを脱がせると自分の纏っていたマントをかけた。今度はきちんと全身隠れている。

「こちらの方は？」

　わたしにローブを渡しながら、ゴルドニアはリーリラについてわたしに尋ねてきた。馬車の乗客から話を聞いたとしたら、エルフの女の子がここにいるのは予想外だったのだろう。

「リーリラ。山賊に捕まってた子。ちょっと弱ってたけど、商品だからってそこそこ丁寧に扱われてたみたい」

「商品……もしや買い手がつきましたか？」

「うん。わたしとこの子、まとめて買うような奴だってさ。しかもかなりの高額！」

　胸を張るわたしに、ゴルドニアは苦笑した。

「そうですか。話を聞ければ、おもしろいことになるかもしれませんね。しかし、師匠を買うような命知らずがいるとは、世の中はなんともおもしろい」

　喉を鳴らすゴルドニア。

　わたしはそんなゴルドニアの足の甲に、思いっきり踵を叩きつけた。

　しかし、予想外の鈍い感触がわたしの足を突き抜ける。思わず涙が出た。

「いったっ!?　鉄板仕込んでる!?　なんて奴だ！　女の子を泣かして楽しいかー!?」

「戦いに出るのですから、このくらいの備えは当然でしょう」

「くっ。それにしたって、師匠と呼ぶわたしを囮にするなんて、ひどいじゃないか！」

「なにを言ってるんです。昔、私を実技学習だと言って遺跡に連れ出して、囮にしたでしょう？　しかも、魔導書を手に入れたせいで私のことなんて完全に忘れて、迎えに来たのは次の日の昼だった」

「あ～～……」

　そんなこともあったかもしれない。そんなことがあったから、三日で家庭教師をクビになったのだ。

「まあ、私としてはあの経験のおかげで自分の道を見つけられたので、感謝していますよ。将軍にまで上りつめれば、宰相になる近道でしたから」

「なるほど、そういうことかぁ」

　自称弟子の栄達の理由に、わたしは思わず納得してしまった。

　王族とはいえ、緑の法国ほどの大国で宰相になるにはかなりの実績が必要になる。軍で将軍となれば、実績としてはかなりのものだ。

「さて、馬車を用意しています。とりあえずは近くの街まで送りましょう」

　ゴルドニアが用意した馬車は、わたし好みの揺れない馬車だった。




◇　◇　◇




「うーん、いい出発日和！」

　ゴルドニアが用意した宿で疲れを癒やしたわたしは、奴が首都に戻った隙に出発することにした。

　このままでは、なし崩しに客分にされかねないという判断だ。

　いつの間にかゴルドニアが買い戻した普段使いの杖を腰に差し、いつもの鞄を背負って宿を出る。

「さーて、魔導書はまだあるかなー」

　目的地は当初の予定通り、黄の連合国だ。

　ゴルドニアが言っていた魔導書がどんなものか、この目で確認しなければならない。

　古い魔導書の中には、それ自体が物語になっているものがかなりある。

　そして、そうした物語型の魔導書ほど、強い力を持っている傾向があった。

「普通に買えれば一番いいけど、最悪、ちらっと見せてもらうだけでも我慢しよう、うん」

　そんなことを言いながら、わたしは朝靄の残る街を進み始める。




「…………」

　背後にひっそりとリーリラがくっついてきてることに気づかなかったのは、たぶん浮かれていたからだ。

　やれやれ。










閑話　勝手な同行者とハーフエルフ




「いい加減にしろぉ！」

「いやです」

　わたしは何度目かとなるお説教をしていた。

　相手はリーリラ。わたしの旅に勝手にくっついてきたきれいめのエルフである。とても美人。

「わたしはこれからいろんなところに行かなきゃいけないの！　あなたがいると、いろいろできないことがあるの！」

「どうぞお気になさらず。私は勝手についていきますから」

「あーもー!!」

　頭をかきむしるわたし。

　くそ、なんて頑固なんだ。

「自分の集落に戻れなくたって、知り合いのいる別の集落があるでしょ？　戻らないにしても、わたしにくっついてくる必要もないし」

「そんなことはありません。シェラスさんはいろいろなことを知っているし、私がこの先旅をするのなら、シェラスさんにいろいろ教わるのが一番いいと思います」
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「わたしの意思は!?」

「だから、無理にとは言いません。勝手についていって、勝手に学ばせてもらいます」

「そういうのが困るって言ってるの！」

　思いっきりテーブルと叩くと、テーブルの上にのっていた料理と飲み物が跳ねる。そして、周囲の注目を一身に浴びた。

「なんだなんだ？」

「痴話喧嘩……でも女の子同士よね？」

「姉妹喧嘩とかじゃないか？　どっちも美人だし、似てるし」

「お姉さんと一緒に行きたい妹さんか、いいねぇ、仲よくて」

「でも、お姉さんのほうが小さいわ」

「そういうお家もあるわよ」

　好き勝手言う周囲のギャラリーをひと睨みし、わたしは椅子に座る。

　そして飲み物をぐいっと飲み、呼吸を整えた。

「リーリラ、わたしはね……」

　と、説教を再開しようとした矢先、ギャラリーの言葉を聞いたリーリラが別方向からの攻撃を繰りだしてきた。

「……お願い、お姉ちゃん」

「ぐっ」

　ちくしょう。わたしがずっとひとりっ子で、妹に憧れていたことを知っての狼藉か。

「リ、リーリラ、だからね……」

「私、お姉ちゃんと一緒がいい」

「ごっふ……」

　ああつらい、すんごくつらい、ああつらい。

　自分がこんなにも妹に弱いなんて知らなかった。知りたくもなかった。

「お姉ちゃん、見捨てないで？」

　上目遣いでわたしを見つめるリーリラを、それ以上叱ることなんてわたしにはできなかった。

　弱い姉でごめんよ、でも無理なもんは無理。




◇　◇　◇




「さて、条件をまとめよう」

「はい」

「リーリラはわたしの集めている本を読みきりしだい、わたしと別れて別行動をする。ここまではいいね？」

「はい。それでいいです」

「それでわたしは、その間、リーリラに旅のアレコレを教える。時間があれば、魔法もちょっと教える」

「よろしくお願いします」

「うむ、まあ、しかたがないでしょう」

　助けてしまった以上、ある程度の責任を負うのはしかたがない。

　それに、リーリラはとても頭がいい。わたしの持っている本を読み進め、すでにかなりの数を読破していた。

　わたしの膨大な蔵書量があったとしても、そう遠くない未来に別々の道を進むことになるだろう。もちろん、エルフ的な時間の感覚でだが。

「そうと決まれば、さっそく出発するよ」

「はい」

「目的地としては、黄の連合国。そこから先は、その時決めるということで」

「はい」

　リーリラは素直にうなずく。

　本当に素直な子なのだ。そのぶん頑固ではあるけど。

「そういえば、街の本屋さんに今日新刊が入るそうですよ」

「えっ？　そうなの？　じゃあ見てかないと」

「はい、そうしましょう」

　そして、気も使える。

　こうやってわたしの新たな宝物を増やす手伝いを……増やす……。

「はっ!?」

　やられた。

　わたしの蔵書が増えれば、リーリラがそれを読み切るまでの時間も延びる。

　同好の士と旅ができるからと内心喜んで設けた条件のはずだったのに、わたしが縛られている。

「なんてこった……」

　こんな簡単なことに気づかないなんて、わたしはなんて馬鹿だったんだろう。

「うっ……うっ……」

「シェラスさん？　どうしたんですか？　もう早く行かないと、新刊売り切れてしまうんじゃありませんか？」

　わたしは落ち込みながらも立ち上がる。

　この失敗による悲しみは、新たな物語でしか癒やせない。

　これ以上ないほどのダメージは、これ以上ないほどの物語でのみ癒やせるのだ。

「ああ、どうしてこんな……こんなことに……」

　まあ、全部自分のせいなんだけど。

　だからこそ、救いようがない。

　とりあえず、この一件を手紙にしてあの子に送ろう。そろそろ学校が始まっている頃だろうし、新しい生活に戸惑っている中での気晴らしになるといいなぁ。










第四章　あせぬ友情とハーフエルフ




　その街は、とても賑やかだった。

　新たに見つかった魔導書のオークションが開かれるというだけあって、各地から珍しい本が集まってきている。

「まあ、目的の魔導書は、魔法使いギルドがかっさらっていったんですけども」

　見事にやられた。わたしが目星をつけていた魔導書はことごとく持っていかれた。

「シェラスさん、元気を出してください。はい、おいしいジュースですよ」

「ありがとう」

　リーリラは的確にわたしを甘やかしてくれる。

　それはもう、後戻りできないほどに甘やかしてくる。

　とても危険だとは思うけれども、それを振り払うほどにわたしは強くない。

「それに、魔導書がダメでも、ほかの本が手に入るかもしれません。今回のオークションには出せなかったような、低価格の本が出回っているみたいですよ」

「そうなの？」

「はい。この街には各地の魔導書仲介者が集まっているみたいで、街中の本屋で取引が行われているそうです」

「ほほう」

　リーリラが集めてくれた情報は、わたしにとってとても貴重なものだった。

　おかげで萎しぼんでいたやる気が復活してきた。

「そういうことなら、さっそく出発しよう！」

「はい！」

　わたしたちは気を取り直し、街中にある本屋に向かった。




　リーリラの言う通り、街中の本屋には仲介人が売ったと思われる古い本がいくつも並んでいた。

　普通の本屋だけではなく、魔導書を扱う専門店となると、さらに品数は増える。

「うわぁ、このレベルの魔導書がこんなに揃ってるなんて、強盗でも来た日にはとんでもないことになるんじゃない？」

「普通の強盗じゃ返り討ちにするだけだよ。これでも魔法使いだからね」

　魔導書専門店の店主は、そう言って服の裾に隠れた杖を見せてくれた。

　使い込まれた杖を見る限り、その言葉に嘘はなさそうだ。

　それに、うまく盗み出せたとしても、街の外まで運び出すことは難しいだろう。オークションに合わせて増員された兵士たちが街中を巡回していて、手練れの魔法使いでも簡単に突破はできそうもない。

　そうこうしている間にギルドの魔法使いがやってきて、捕まってしまうだろう。

「なるほどねぇ」

　わたしは品揃えのよくなった店の中を眺め、隣にいるリーリラに言った。

「リーリラ、しばらく別行動しよう。本当はリーリラに向いてる魔導書見繕ってあげたいんだけど……」

「かまいませんよ。これだけいろいろあるんですから、じっくり選びたいでしょう。私も理解できる範囲で見て回りますから」

「ありがとう！」

　リーリラにお礼を言うと、わたしは店の奥に向かう。

　さっきから、わたし好みの気配が漂ってきている。

「さて、このへんかな……」

　ほとんど力のないような魔導書から、ギルドに没収されていないのが不思議なほど強い力を持つ本まで、棚にはさまざまな魔導書が収められていた。

　本棚そのものが封印として機能するようで、すべての魔導書たちはおとなしくしていた。中にはこちらを操ろうとしてくる不届き者もいたけど、わたしには通じない。

「さて、どこかなぁ」

　やがて、わたしの目がひとつの魔導書の背表紙で止まった。

　古代魔法によって作られた遺物でも、名うての工房で作られたものでもない。魔法使いが個人で作った、ふたつと同じものがない魔導書。

　作者手書きの背表紙の文字は、神経質そうな筆ひっ致ちだった。

「これ、おもしろそう」

　わたしはその魔導書を手に取った。

　中をぱらぱらと確認すると、やはり物語の形で魔導式が綴つづられている。それもかなり精密で、ひと目見ただけでは内容を理解できない。

「暗号化されてる？　というか、これ、個人の癖がそのまま暗号として機能するようになってるんだ」

　その魔法使い本人をよく知る人物ならば簡単に解けるようなものでも、まったく知らない人物にはまったく意味不明になるという、ある種の暗号だ。

　これは本当に面倒で、同じ作者の別の魔導書を見つけて読み比べることでなんとか内容を理解できるようになる。

　ただ、こういった魔導書は解読の手間が大きいぶん、ギルドでも保管するにとどめることが多く、未発見の魔法が多く残されているという。

　わたしは未発見の魔法そのものにはあまり興味はないが、その魔法を見つけていく過程で新たな物語が姿を見せることもあるので、こういう感じの魔導書は嫌いではなかった。

「とりあえず、買ってみようっと」

　わたしは魔導書をかかえ、新たな物語に胸を膨らませる。

　きっとわたしが想像したこともないような光景が、この本の中に広がっているはずだ。
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　魔導書の解読は、とても根気のいる作業だ。

　慣れているから早くなるということもなければ、明確な攻略法というものもない。

　強力な魔導書を作るような魔法使いは総じて性格がねじくれており、自分が残した魔導書が解読されるのを嫌う。解読されるくらいなら、世界など滅んでしまえばいいなんて輩やからも珍しくないのだ。

「あれ？　結構素直？」

　それを考えると、わたしが宿屋で解読を始めたこの魔導書は、とても素直だった。

　内容こそかなり癖があるが、そこに仕込まれている魔法自体はとても素直なものだ。

　わたしは魔導書から読み取った魔導式を別の本に写し取り、どんどん魔導書を読み進めていく。

「シェラスさん、どうですか？」

「うん、だいぶよさそう。ちょうどいい面倒くささ」

「ふふふ、それはよかった。シェラスさん、とても楽しそうですから」

「そう？」

「ええ、とっても」

　リーリラは、魔導書の解読に夢中になったわたしの世話をしてくれる。

　食事の時間になれば食堂までわたしを連れていき、寝る前にはお風呂に入れて、ベッドに誘導してくれる。

　とても快適だ。

　このままずっとリーリラがいてくれたらと思ってしまうほどには。

「うう、完全に手懐けられている……」

　お風呂に入りながら、わたしはそうつぶやく。

　このままではリーリラなしでは生きられない体にされてしまうのではないかという恐怖さえあった。

「いや、もうどうしようもないんだけども」

　エルフが一度約束したならば、それを違たがえることは許されない。

　エルフ同士の約束となれば、さらに強い制約力がある。

　いくら口車に乗せられた結果だとしても、なるようにしかならないのだ。

「いやいや、わたしが気を強く持てば……」

　そうわたしが決意を新たにしたところで、浴室の外からリーリラが声をかけてくる。

「シェラスさん、おいしい果物が手に入りました。冷やしてあるので、お風呂から出たら食べましょう」

「うん！　食べる！」

　元気よく答えるわたし。

　果物は頭を使う時にとても効くのだ。だからしかたがない。

「――いや、本当にしかたがないんだって」

　そんなわたしの言い訳は、わたしにしか聞こえなかった。




◇　◇　◇




　それは突然だった。

「ここを開けろ！」

　部屋の扉が乱暴に叩かれ、衛兵たちが雪崩れ込んでくる。

「ちょっと！　なにするんだよ！　衛兵が相手だろうとわたしは容赦しないよ!!」

　わたしが慌てて杖を構え、リーリラも手に持っていたおたまを構える。

　そんなわたしたちの様子に少しだけ戸惑った衛兵たちは、困ったように顔を見合わせた。

「……ここに魔導書泥棒がいるという通報があったんだが、若い女がふたりだけ……なのか？」

「泥棒？　普通に買った魔導書以外持ってないよ。ほら、買った時の譲渡証」

　そう言ってわたしが何枚かの書類を差し出すと、衛兵たちはさらに困惑する。どの書類も正式なもので、魔法使いギルドが発行しているものだ。

　書類に疑義があるならば、魔法使いギルドに照会しなくてはならないが、自分たちの発行したものにケチをつけられた魔法使いギルドがどんな態度を見せるのか、衛兵たちにも想像できたらしい。一瞬、心底嫌そうに顔を顰ひそめた。

「確認できました。しかし、パルシヴァル卿の証言があり……」

「パルシヴァル卿？」

「この街にいらっしゃる高名な魔法使いです。連合国有数の魔法使いとして、各国から勲章を授与されております」

「なるほど、そうなるとあなたたちも簡単に引っ込めないね」

「はい」

　なにか誤解があっただけだとは思うが、そのパルシヴァル卿とやらに直接会って話す必要があるようだ。

　面倒だが、面倒であるからこそ後回しにはできない。

　面倒事は仲間を呼ぶのが好きで、放っておくと勝手に大きくなるものだからだ。

「そのパルシヴァル卿の家を教えて。道案内してくれてもいい」

　だから、わたしはさっさとその魔法使いに会うことにする。

　人を魔導書泥棒にするなんて、いい度胸だ。
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　パルシヴァル卿の屋敷は、街の中でも高級住宅街と呼ばれる一角にあった。

　勲章をもらっているというのも理解できる。

「リーリラ、念のために警戒は緩めないで」

「はい」

　衛兵たちは、少し離れた場所で待機している。

　帰ってもらってもいいのだが、パルシヴァル卿とやらを放っておくこともできないのだろう。

　それだけ大きな功績があるということだ。

「さてと、話のわかる人だといいんだけど」

　わたしはそんな希望を口にしながら、屋敷の呼び金に手を伸ばした。




　パルシヴァル卿の屋敷には、本人以外には使用人代わりの自動人形がいるだけだった。

「お茶をお持ちしました」

　美しい女性の姿をした自動人形が、人間とまったく変わらない動きでテーブルにお茶を置いていく。

　その技術がどれほどのものか、魔法使いならひと目で理解できる。

　魔法によって人間の複製を作ることは、古来から魔法使いたちの夢だ。

　実際、限りなく人間に近い生物としてホムンクルスと呼ばれる人工生命体を作り上げたり、人間と同じ知恵を持つ生命体を創造したりしてきた。

　しかし、それらの存在は、現在ではほぼすべてが違法とされている。

　その数少ない例外が、この屋敷にいるような自動人形だ。

「あんなに高性能な自動人形が、個人の家にあるとはね」

「わしが自ら作り上げたものだ。わしの家以外のどこにあるというのかね？」

「なるほど」

　パルシヴァル卿は、ほとんど禿げ上がった頭と落ち窪んだ目を持つ老人だった。

　まるでガイコツのよう、と言ってもいいかもしれない。

　ただ、そんな見た目でも性格や口調はまともで、こちらが名乗って事情を説明すると、自分から頭を下げてきた。

「かの十賢人に申し訳ないことをした。あの魔導書は友人の書庫から盗み出されたものでね。これまでは探知魔法にも引っ掛からなかったからあきらめていたのだが、最近になって急に反応があった」

「だから、外から持ち込まれたと勘違いした」

「うむ、そういうことだ。どこぞの盗人が今回のオークションに魔導書を出品しようと企んでいると考えたのだ。思い違いだったがね」

　まさか、ずっと街中にあったとは思わなかったのだろう。

　パルシヴァル卿は恥ずかしげに頭をなでた。

「ともあれ、あなたに頼みがある」

「なに？」

「あの本を、わしに譲ってほしい。いや、返してほしいと言ってもいい」

「どういうこと？　あれはあなたのものではないんでしょう？」

　パルシヴァル卿はわたしがそう言うことを予測していたのだろう。

　すぐにわたしとリーリラの前に魔法で古い写真を映し出した。

　若い男女が数名、写っている。

「さきほどの魔導書は、この中のひとりとわしが共同で執筆していたものだ。ふたつの魔導書を別々に記し、最終的に二冊一組の魔導書として完成させる予定だった」

「二冊一組……」

「シェラスさん、そんな魔導書があるのですか？」

「ひとりの魔法使いが、強すぎる魔法を分割するためにふたつの魔導書に分割したっていう例はあるよ。でも、ふたりの魔法使いが同時に一冊ずつの魔導書を作って、最後にひとつにまとめようとしていたっていうのは、聞いたことがない」

「あなたにそう言ってもらえただけで、わしも友人も報われた気持ちだ。凡庸の極みのようなわしにとっては、二度と得られない栄誉だろう」

　パルシヴァル卿はそう言っているが、この老人が凡庸だとはまったく思えなかった。

　というよりも、凡庸を究極的に究きわめた人物といえるかもしれない。

　画期的な新技術ではなく、既存の技術を究極的に発展させる天才。それがパルシヴァル卿だ。

　あの自動人形だって、使われている魔法に珍しいものはまったくない。

　研究され尽くした平凡をまとめあげ、究極を作りあげている。その才能が平凡であるわけがない。

「その点、わしの友人は天才だった。わしは友人になんとしても追いつきたくて、必死に追いかけたものだ。あの魔導書も、友人に食らいつきたいわしの苦肉の策で、友人はわしに情けをかけてくれただけだろう」

　パルシヴァル卿はそう言っているが、わたしは素直にうなずくことができなかった。

　彼の友人が記した魔導書には、友人に対する強いライバル心が透けて見えた。自分にはないものごとの新たな側面を発見する能力に嫉妬し、ただ新しいものを模索するだけの自分に嫌気が差しているような印象さえあった。

「どう言われたとしても、正当な取引の結果だよ。わたしにはあの魔導書を譲る理由がない。あなたも魔法使いなら、ギルドの名前で行われた取引にケチをつける危険性は理解しているよね？」

「――たしかに、あなたの言い分が正しいでしょう。ですが、あれは本来二冊で一組の魔導書、半分が欠けた状態でよしとするあなたではない」

「と、言うと？」

「取引をしましょう。実はあの本の片割れ、わしが記していたほうの一冊は、友人の家にある。魔導書を一組にする仕上げを施すために、預けておいたのです。それを持ってきてもらい、魔導書を完成させてもらいたい。そうしたら、二冊共あなたに譲りましょう」

「勝手に入り込んでいいの？」

「友人の家は、現在わしが管理しています。そのわしが許したのですから、気にすることはありません」

「そういうことなら……」

　パルシヴァル卿がなにを考えているのか、わたしにはわからない。

　単に自分の魔導書が未完成なのが許せないだけで、完成さえすればいいというような印象もあるし、わたしを罠に嵌はめようとしているようにも思える。

「では、よろしくお願いします」

　ただ、魔導書が待っているというなら、わたしの答えは決まっている。

　それがなんであれ、どこにあるとしても、くれるというなら絶対に手に入れてみせる。
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　という具合にとっても気合入れてきたんだけどね。

　これはいったいどういうことなんだろう。

「うわぁ、お化け屋敷みたい」

「…………」

　リーリラが言った通り、友人とやらの家の外見は完全な幽霊屋敷状態だった。

　手入れがされているのかされていないのか、生い茂った庭木に苔生こけむした外壁と、この上ない雰囲気を醸し出している。

　その上――。

「あ、雷」

「!?」

　轟音が轟き、わたしはその場で飛び上がった。

　そして周囲を警戒し、じりじりと下がる。

「シェラスさん？　目的地はこちらですよ？」

「う、うん、そうなんだけどね？　天気悪いし、出直そうかなって」

「なに言ってるんですか。ただの雨ですよ。室内に行くんですから、気にしなくてもいいでしょう」

「そうだねぇその通りなんだよねぇ」

　でも、わたしは行きたくない。

　だって、すごく、ものすごく怖い。

「――もしかしてシェラスさん、お化け苦手ですか？」

「はい!!」

　わたしは恥も外聞もなく、そう答えた。

　これでリーリラが出直しを許してくれるのなら、恥なんて恥じゃないと思った。

「そうですか、では気をつけて行きましょう」

「うそぉ」

　恥は無駄になった。

　くそ、現実なんて嫌いだ。




「うわああああああああああっ!!」

　屋敷の中は、想像よりもひどい状態だった。

　というか完全に、外見以上に、完全無欠に幽霊屋敷状態だった。

　これで管理が行き届いているっていうんだから、パルシヴァル卿の感性はぶっ飛んでるとしか言いようがない。

「ぎゃあああああああああああっ!!」

　走る。走る。走る。

　わたしはリーリラのことを完全に忘れて屋敷を走る。

　それほどに、余裕がない。

「シェラスさん、大丈夫です。単なるクモの巣ですよ。お化けじゃありません」

「そうは言ってもさぁ！　急に顔にベタッてきたら怖いじゃん！　そもそも幽霊ってなんなの？　アンデッドモンスターとか滅べばいいと思うな!!」

　とりあえず、アンデッドモンスター排斥運動を行うことで精神の均衡を保ってはいるものの、なかなかに厳しい。

　どんどん正常な精神が削られているのがわかる。




「もうやだ！　屋敷ごと吹き飛ばす！」

「ダメですよ、そんなことをしたら魔導書も一緒に消し飛びます」

「うう……」

　ぶんぶんと杖を振り回し、悔しさを表現するわたし。

　なぜここまでお化けが嫌いかといえば、単純に『前』の時にそういったものにさらされ続けていたからだと言える。

『前』のわたしがいた病室は、両親の方針もあって個室だった。

　本の好きなわたしが周りを気にせず本を読めるようにと、誰の邪魔も入らない場所を用意してくれたのだ。

　ただ、両親が帰った後、真夜中の病室は恐ろしく静かで、恐ろしい場所だった。

　当時のわたしはお化けなど信じていなかったし、両親にそれを相談することもなかった。むしろ、彼らに親近感さえ抱いていたような気がする。

　いずれ自分も仲間に入るのだからと、気楽に考えていた。

　だが、今のわたしは、彼らに対して強い恐怖を抱いてしまった。

　何故か。

　それはわたしが死ぬ瞬間、彼らがわたしを真っ黒いどこかに連れ去ろうとしたからだ。

　もしかしたら、わたしの心がつくり出した幻だったのかもしれない。いや、きっとそうなのだろう。

　本来、お化けなど存在しないのだから、あれは幻でしかない。

　ただ、その経験がわたしに幽霊やお化けに対する恐怖心を植えつけた。仲間だと思っていた存在が自分を裏切り、どこかに連れ去ろうとしてたという恐怖が、わたしに刻み込まれてしまったのだ。

「ああああああ……いやだぁあああああああ……」

　情けないと思う。

　何度も克服しようともした。

　でも、ダメだった。

　死の瞬間に刻み込まれた恐怖は、簡単に拭い去ることができないトラウマになってしまった。

　これが実体のあるアンデッドモンスターなら、まだマシだ。細胞の一片すら残さず消滅させてしまえばいなくなる。

　だが、実体を持たないゴースト系モンスターになると、わたしは恐怖に包まれる。そして恐怖に振り回され、ひたすらに奴らを消滅させようとする。だって怖いから。

「――ダメそうですね」

　リーリラがあきれたように言うのが聞こえた。

　うん、ごめんね。でも無理なもんは無理なんだ。

　だから、早く目的のものを見つけて帰ろう。わたしが正気を失う前に。
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　幽霊屋敷の探索は苦痛でしかない。

　でも、リーリラの冷静なサポートもあってそれは順調に進んだ。

　順調、そう順調に。

　しかし、それでもわたしは悲鳴をあげまくることになった。

「ひぃやあああああああああああっ!!」

　床から手が伸びてきてわたしの足首を掴んだ時は魂が抜けるような気がした。

「どひぃいいいいいいいいいっ!!」

　天井から女の死体がぶら下がってきた時は気絶寸前まで追い込まれた。

「みゃあああああああああああっ!!」

　とんでもない数のネズミに追いかけられた時は、今度からネコには優しくしようと決意した。

「たぁすぅけぇてぇえええええええっ!!」

　巨大な人魂が目の前に現れて追いかけられた時は、世界を破滅させてやろうかと少しだけ考えてしまった。

　とにかく、わたしはがんばった。

　屋敷の中をいろいろ壊してしまったが、がんばったのだ。

　そうして、わたしたちはなんとか目的の扉の前までたどり着いた。屋敷の中央、巨大なホールの前だ。

「シェラスさん、どうやらここが書庫のようです。ですが……」

「どうしたの？」

「魔法の封印が施されています。これは、墓所？」

「へー、お墓かあ。――お墓？」

　以前に見つけたドワーフの集落の下にあったものとは違う、本物のお墓。

　そこに入れということか。

「…………」

「シェラスさん？　シェラスさん？」

　リーリラの心配するような声が心地いい。ああ、なんてこの子は優しいんだ。世界のすべてがこの子みたいに優しければいいのに。

「もういやだぁああああああああっ!!」

　わたしは叫んでいた。

　あのハゲ魔法使い、なんて場所にわたしを送り込んだんだ。

「シェラスさん！　落ち着いてください！　あと少しですから！」

「もうこうなったら知るもんか！　壁や扉なんて全部吹き飛ばしてやる！」

　そう言って、わたしは杖を構える。

「爆炎の妖精よ。秘密の園より出でて人の世に炎の舞を知らしめよ！　爆輪夢幻ファントム・ドライブ!!」

　幾重にも展開される赤い魔法陣。

　その中心からいくつもの火の玉が発射され、次々に扉へと叩きつけられる。

　防御魔法の施されていた扉は何発かには耐えたものの、最終的には粉々になって焼け落ちた。

「ふー。ふー」

　無言のまま、わたしは書庫に足を踏み入れる。

　これまでの屋敷とはうってかわって、そこは清潔な空気で満たされていた。

　書庫の遺跡と同じ、保存のための仕掛けが幾重にも施されているに違いない。

　そんな書庫の中心に、ガラスでできた円筒が鎮座していた。

「これは……」

　わたしはその中で眠る若い女性の姿に、言葉を失った。

「これって……」

「パルシヴァル卿の家で稼動していた自動人形と同じ顔……いえ、この屋敷がこうなってしまった時期を考えたら、こちらの女性が自動人形のモデルになったのでしょう」

　しかも、ここにいるということは、パルシヴァル卿の言っていた友人とは彼女のことに間違いないだろう。

「シェラスさん、これを」

　書庫の中を見て回っていたリーリラが、棺の裏側に置かれた本を示した。

　あの本と同じ装丁で、ひと目で対になる一冊だとわかった。

「パルシヴァル卿は、わたしたちに墓荒らしをさせたってことかな？」

「どうなんでしょうか？　そもそもご自分で管理している場所なのですから、荒らさせる必要もないはずです」

「それに、いくらわたしでも他人の形見をよこせなんて言わない。最初から友達の残した形見だって説明すればいいだけ」

　でも、パルシヴァル卿はそれをしなかった。

　いくつか可能性は考えられるけど、ここでは答えは出ない。

「――まあ、真実は本人から聞きましょう。わたしたちが考えても答えは出ないし」

「はい」

　わたしは本を手に取り、叡智の中心で眠る若き魔法使いに一礼して書庫を出た。吹き飛ばしてしまった扉に罪悪感を抱いたが、今さらどうしようもなかった。

　あとで、修理費をパルシヴァル卿に渡しておこう。
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「そうか、持ってきてくれましたか」

　パルシヴァル卿はわたしが差し出した魔導書をうれしそうに受け取った。

　そして、ふたつの魔導書をめくり、内容を確認していく。

　その表情は真剣そのもので、動きにもまったく無駄がない。

　やがて、パルシヴァル卿は大きく息を漏らした。

「――そうか、やはり完成していたのか。まったく、余計な手間をかけさせてくれたな、リゼ」

　そうつぶやいたパルシヴァル卿は、わたしが持っていたもう一冊の魔導書を取り出して並べると、二冊の最後のページに自分の署名を記した。

　完全に乾ききったリリゼリア・ブルックハウトという名前の隣に、真新しいインクでデリコズ・パルシヴァル・ロックウェルという名前が書き込まれた。

「これで、魔導書は完成したことになります。あとは、お好きにどうぞ」

　パルシヴァル卿は満足そうだったが、念願の魔導書が手に入ったというのに、わたしはまったくうれしくなかった。

　なにせ、いろいろ謎が残っているし、明らかにこの魔導書はわたしの手にあるべきものではないからだ。

「いくつか聞きたいことがあるんだけど」

「どうぞ」

　パルシヴァル卿は『彼女リゼ』にそっくりな自動人形の持ってきたお茶を飲みながら、わたしに先を促した。

　卿の背後に控える自動人形は、見れば見るほど彼女に似ている。少し違いがあるとすれば、自動人形のほうが本物の彼女よりも少し年下に見えることだろうか。

　きっと、パルシヴァル卿が見た最後の彼女の姿を模したのだ。

　わたしは自動人形を少し見つめた後、パルシヴァル卿に向き直った。

「なぜ、わたしをあの屋敷に向かわせたの？」

「あなたならば、確実に本を手に入れられると思ったからです。数多の困難を乗り越え、伝説級の魔導書を手に入れてきたあなたなら、あの屋敷がどんな状況であっても、確実にね」

「あなたはあの屋敷の管理人だった。自分で手に入れることだってできたでしょう」

　パルシヴァル卿の実力なら、あの程度のアンデッドモンスターなんて物の数ではないし、トラップの類も突破できるはずだ。

　わたしのその問いに、パルシヴァル卿は悲しげに笑った。

「実は、わしの魔導書を彼女に預けて最後の仕上げをしてもらう時、約束していたのです。彼女の作業が終わるまで、わしは絶対にあの屋敷に立ち入らないと」

「だから、今まであの屋敷に入らなかったの？」

「はい。伝手をたどって彼女を弔いはしましたが、わしは一度もあの屋敷に立ち入っていません。管理人をしていたのも、他人に彼女を任せる気にならなかったからです」

　そう言って、パルシヴァル卿は以前見せてくれた写真を再び映し出した。

　そこには、たしかに若かりし頃のパルシヴァル卿と彼女が隣り合って写っていた。

　友人のようにも見えるし、恋人のようにも見える。ただ確実なのは、お互いに不可欠な存在だと認識していることだ。

「彼女の死はあまりにも突然でした。それこそ、魔導書が完成したのかどうか、誰にもわからないほどに。直接出向いて確かめられたらどれほどよかっただろうと思います。ですが、彼女との最後の約束を破ることが、わしにはどうしてもできなかった。そうこうしている間に、魔導書の片割れが何者かに盗み出されてしまった」

　そして、魔導書は未完となる。少なくとも、パルシヴァル卿はそう判断した。

　もったいない話だが、著者がそれを望んでいるというなら、他人が口を出すことではない。わたしたちはあくまでも読者であり、作者とは読者が侵してはならない聖域なのだ。

「わしは彼女の分まで魔法の発展に全力を傾けました。きっと彼女が生きていればこうしただろう。こんなことを実現していただろうと思えるすべてを達成した。いつのまにか爵位までもらってしまったが、わしにとってはそんなことはどうでもよかった。あの日、彼女が魔導書を完成させたのか。わしと彼女の最初で最後の合作が、きちんと生み落とされていたのかだけが心残りだった」

「だから、わたしとリーリラを屋敷に侵入させた。自分が立ち入れないから、他人に墓荒らしをさせた」

「申し訳ないことをさせたと思います。ですが、魔導書のなんたるかを知らない冒険者や、余計なものにまで手を出すかもしれない魔法使いをあの屋敷に送り込むことはできなかった」

　なるほど、と思った。

　わたしは魔導書以外には興味がないし、触っていいものとダメなものの区別もつく。余計なものに触らないだけの分別もある。

　しかし、ほかの誰かなら、あの静せい謐ひつであるべき場所を本当の意味で荒らしてしまうかもしれない。

「あなたほどの方を、小間使いにするつもりはなかったのですが、わしもそろそろ彼女のもとへ向かうことになるような気がしていましてね。せめて心残りだけはないようにしようと思ったのです」

　わたしはあきれたように言った。

　言わずにはいられなかった。

「あのね、わたしをラブレターの配達人にしてほしくはなかったんだけど」

「申し訳ありません。なにせ、約束がありましたから」

　パルシヴァル卿は悪びれる様子がない。

　自分の望みを完全に果たした老人として、清々しい表情を浮かべている。

　なんてうらやましい表情なんだと思った。きっと、自分はこんな表情を一生浮かべられないに違いない。なにせ、わたしは貪欲で、この世界には常に新しい物語が生み出され続けているからだ。わたしは死んでも満足しないだろう。

「若い頃の魔導書なのでつたない内容ですが、あなたに持っていただけるなら彼女も喜ぶでしょう。どうかお持ちになってください」

　そう言って差し出される二冊の魔導書。

　きっと中には、とてもおもしろい物語が記されているに違いない。ものすごく興味を惹かれるのは確かだ。

　でも、その物語は、わたしの物語ではない。パルシヴァル卿と、彼女の物語なのだ。

「――いらない」

　パルシヴァル卿が驚きに目を見開く。

　そんなに驚かなくてもいいじゃないか。わたしだってもらっていいものと手を出してはいけないものの区別くらいはつく。

「でも、魔法使いとしてタダ働きはイヤだから、あなたがその二冊と同じ価値があると思う魔導書を譲ってほしいな」

「よろしいのですか？　わしと彼女の唯一の合作ですから、それなりに価値があるとは思いますが」

「わたしにとって本の価値は、値段じゃない。そこに記された物語だけ。だから、他人の物語なんてわたしにはなんの価値もない。だから、いらない」

　本当は読みたい。

　パルシヴァル卿と彼女の物語を読みたい。片方だけを読んだ時には、それはふたりの物語になっていなかった。でも、二冊揃った今なら、あの物語の本当の姿がわかるだろう。

　でも、絶対にそれをしてはならないのだ。それはきっと、物語を汚すことになる。

　あの物語の本当の姿は、ふたりの著者と、ふたりの読者だけのものだ。

「――ありがとうございます。では、わしの所有する魔導書をすべてお譲りしましょう」

「えっ」

　リーリラが驚いている。

　無理もない。

　この国随一の魔法使いと呼ばれただけあって、パルシヴァル卿の蔵書量は途方もない数だ。この部屋にあるだけでも数千冊、ちらりと覗いたほかの部屋にあるぶんも含めたら何万冊になるかわからない。

　その中の魔導書だけを考えても、どれくらいの価値があるかわからない。

　ひと財産どころか、人間なら三代くらい遊んで暮らせるだけの資産になるだろう。

「わしにとって、この二冊はほかのすべてを投げ打つだけの価値があるのです。あなたにとってこの二冊が無価値であるのと正反対に、わしにとってこの二冊は無限の価値がある」

　パルシヴァル卿は、その年齢に見合わない若々しい笑みを浮かべていた。彼の青年期を彷彿とさせる笑顔に、わたしも自然と笑っていた。

「わかった。その取引でいいよ。ずいぶんいい買い物をしたね、パルシヴァル卿。脱帽だよ」

　わたしは心の底からの称賛をパルシヴァル卿に送った。

　卿は何百冊の魔導書と数万冊の本という端金で、値千金の二冊を手に入れた。こんな取引は、きっと二度と拝めないだろう。

「それじゃあ、彼女によろしく」

　わたしはそう言うと、リーリラを連れてパルシヴァル卿の屋敷を出た。

　わたしたちを玄関まで見送ってくれた自動人形がどこかうれしそうだったのが、印象的だった。
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　数日後、わたしはパルシヴァル卿から譲られた本の整理を終えて、目録づくりに精をだしていた。

　思った以上に貴重な本が多かったし、取り扱いに注意しなければならない本もかなりあった。作業自体は面倒だったが、それでも楽しく過ごした数日間だった。

「シェラスさん、パルシヴァル卿からお手紙です」

「ええ？　あの爺さん、また余計な仕事でも押しつけようとしてるんじゃないでしょうね」

　そう言いながら、リーリラが差し出した手紙を開くと、そこにはパルシヴァル卿からの依頼が記されていた。

　内容は簡単で、自分の死後、あの二冊の魔導書をわたしに譲るというものだった。

　その条件は、二冊を決して広く人々に公表しないこと。

　自分と彼女の、とても変わった友情と、少しの愛情を隠すこと。

「いいトシして、なにを恥ずかしがっているんだか」

　わたしはあきれてしまい、手紙をリーリラに渡した。

　ただ、自分の棺に入れたくないという気持ちは理解できた。自分の本が朽ちていくことに意味を見出す人もいるが、永遠に残ることを望む人もいる。

　パルシヴァル卿は後者だったようだ。もしかしたら、生前の彼女とそのような約束をしていたのかもしれない。

　わたしから渡された手紙を読んで、リーリラは微笑む。そして手紙をたたみ直すと、封筒にしまった。

「いいではありませんか。私は人間のこうした感情が、とても好きですよ。私たちのような種族は、人間ほど爆発的な感情を持ちませんから、うらやましくさえ思います」

「そういうものかな。そういうものかも」

　短い人生を全力で走りきる。

　パルシヴァル卿と彼女はそうした。

　もしかしたら、『前』のわたしもそうしたのかもしれないと思った。










第五章　故郷の便りとハーフエルフ




　エルフには天敵がいる。

　本能から嫌い、絶対に近づきたくないと思う存在だ。

「久しいな、シェラス」

「シェラスさん！　下がってください！　この者、ドラゴンです!!」

「む、なんだこの者は、お前の弟子か？」

「黙りなさい！」

　そんな天敵が、わたしの宿にいる。

　リーリラを連れて街の書店巡りをして帰ってきたら、部屋の中でのんびりとお茶を飲んでいたのだ。

「フェルディナンド、なんでここに？」

「いや、お前が喜びそうな話を見つけたのでな。教えてやろうと思ってきたのだ」

　ドラゴン族特有の、青みがかった髪をかき、金色の目をわたしに向けてフェルディナンドは続ける。

「お前には邪龍討伐で助けてもらった恩がある。それを少しくらい返したいのだ」

「そういうのはもういいって言ったじゃん。いったい何年前の話だよ」

「たった百年前だぞ。お前にとっても、我にとってもつい最近のことだ」

「あいにくだけど、わたしはまだ若いんだ。百年前をつい最近っていうような年寄りと一緒にしてほしくないね」

　フェルディナンドはたしか五千歳くらいだったはずだ。

　そこまで歳をとれば、たしかに百年くらいは誤差かもしれない。

　でも、わたしにとってはきちんと昔だ。

「リーリラ、こいつはドラゴンの中でも変わり者だから、放っておいても大丈夫だよ。好んでエルフを襲おうなんて気もないし」

「……そうは言われましても、やはりドラゴンですし」

　リーリラの警戒心もわかる。

　わたしだって、『前』の記憶とか半分人間の血が流れているという事情がなければ、もっと警戒していただろう。

　エルフの本能に刻まれたドラゴンに対する恐怖と憎悪は、それだけのものなのだ。

「念のため言っておくが、我は一度もエルフを襲っていないぞ。というか、エルフを襲ったのは力に狂った狂龍共だ。あんな奴らと一緒にされてはさすがに困る」

　今の人間の文明より昔、いくつかの古代文明が滅んだあたりで、あるドラゴンの一派がエルフを狙うようになった。

　それはエルフの持つ森と協調してその力を引き出す能力を狙ったものだったが、それによって多くのエルフがドラゴンの犠牲になった。

　今のようにエルフが少数民族になってしまったのも、当時の殺さつ戮りくが原因だといわれるほどだ。

　エルフの中には当時を知っている人もおり、ドラゴン族に対する敵てき愾がい心しんはすさまじいものがある。それに、それ以降に生まれたエルフには、例外なくドラゴンに対する警戒心と恐怖が刻み込まれてしまった。

　リーリラがフェルディナンドにあんな態度をとるのは、彼女の意思ではどうしようもないのかもしれない。

「まあ、話だけは聞くよ。つまらなかったら断る」

「それでかまわんよ。我としてはかつての戦友に会えただけでも意味がある」

「はいはい」

　そうしてフェルディナンドの口から語られた情報は、わたしを驚愕させた。

　エルフとドラゴンの因縁など消し飛ばし、わたしを灰の国へ向かわせるほどに。
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　灰の国は、九色諸国の中でもっとも険しい国土を持ち、常に蛮族との戦いが繰り広げられている場所だ。

　人々の心は荒んでおり、旅をするにはまったくもって不向きな国だといえる。

　だが、そうした国であるために、入国審査は非常に緩い。

　傭兵たちが毎日何百人も入国しているせいで、細かい入国審査ができないためだ。

　それでも、わたしとリーリラなら入国するのに大きな問題はないはずだ。

　対して、フェルディナンドはどの国に入るにも面倒がある。ドラゴン族というのはひとりでも人間の軍団と同じだけの戦闘力を持っており、それが街中に入り込んで暴れれば大きな被害がでる。

　各国はドラゴンの入国に神経を尖らせており、個人的に各国と協定を結んでいる一部のドラゴン以外は、好き勝手に国に入ることはできない。

「まあ、建前だがな。夜陰に乗じて空から侵入すれば、人間共は気づけんよ」

　灰の国の酒場で酒を飲みながら、フェルディナンドはそううそぶいた。

　きっとそういうふうにいろんな国に潜り込んでは観光を楽しんでいるのだろう。

　このドラゴンは同族の中でもひときわ人間たちに甘く、その生活を見るのを楽しみにしている。今も酒場の濃い味付けの料理を、とてもおいしそうに食べていた。一方、わたしとリーリラなんて、あまりの味の濃さにチーズとサラダとパンくらいしか食べられない。

「やめろよ、そういうの。人間だって馬鹿じゃないんだから、そのうち気づかれて攻撃されるぞぉ」

　本当、人間というのは非常におもしろい生き物で、わたしたちよりもはるかに短い人生で、わたしたちと同じくらいのことを成し遂げることがある。そのうちドラゴンを撃ち落とす方法だって作り出すだろう。

「それならそれでもかまわんさ。邪龍共を自分たちで撃退してくれるなら、我らとしても楽だからな」

「あの時は一部の魔法使いと戦士くらいしか戦えなかったからなぁ」

　わたしとフェルディナンドが話しているのは、一部のドラゴンが禁忌を犯して邪龍となり、人間を初めとした他の種族に戦いを吹っかけた事件のことだ。

　わたしはそこでフェルディナンドと出会い、その関係は今も続いている。

「そんなことがあったのですね。私の里では、そんな話はまったく聞かされませんでした」

「エルフだからねぇ。自分たちに被害がなければ、なかったものとして扱うなんて珍しくもないよ。人間たちの歴史では九色諸国どころか、別の大陸でもみんな知ってるくらいの事件なんだけどね」

　邪龍になったのは全部で十二体。

　ドラゴンの総数が百体前後だから、そのうちの一割以上が邪龍になったことになる。しかも、その総数の中で成体や老体と呼ばれる高い戦闘力を持っているのは半分程度で、対する邪龍はすべてが成体と老体だった。

　そこに邪龍化による能力の向上もあって、ドラゴン族内での実質的な戦闘力では、ほぼ拮抗していたといっていい。

　だからこそ、フェルディナンドたちは他の種族にも協力を求めた。

　求めたというにはあまりに高圧的ではあったけど、ドラゴンなんてそんなものだ。

「我とシェラス、あとふたりの人間のチームで五体の同族を打ち倒したのだ。あの時ほど充実していた時間は、それまでの我の人生ではなかった。友と呼べる存在も、あの時の三人だけだ」

「あのふたりが寿命で死にそうになった時、泣きそうになって不老不死の秘薬持って来たもんね、あんた。あいつら飲まなかったけど」

「ああ、我がせっかく長老の宝物庫から持ち出したというのに、あっさりとな。つまらん連中だ」

　そうは言っても、今もフェルディナンドが人間たちの街にやって来て楽しんでいるのは、あの時の仲間たちがいたからだ。

　ただ邪龍になった同族たちを討ち滅ぼしたいと考えていただけのフェルディナンドを変えた仲間たち。どちらもすでにいないが、フェルディナンドはその面影を人間たちに見ている。

「つまらぬ話はこのくらいにしておこう。そろそろ目的地のことを話しておいたほうがよさそうだ。シェラスのやる気にもつながるだろうからな」

「へぇ、そこまで言うなら聞かせてもらおうじゃない。わたしのお眼鏡にかなうような話なんでしょうね」

「ああ」

　フェルディナンドはにやりと笑い、人差し指を立てて言った。

「この先にある山に、配流物が流れ着いている」

「へっ？」

　いま、フェルディナンドはなんと言った。

　配流物、そう言ったのか。

「異変が発生したのは一年ほど前だ。この地で暮らす同族が、空間のゆがみを察知した。世界そのものに影響を与えるほどではないということで、しばらく放っておいたようだが、いつしか異世界の品物――配流物が流れ着くようになった」

「配流物……本当にそんなものがあるのですね」

「うむ、珍しくはあるが、価値があるかどうかはその品物しだい。過去には異世界の宝石なども流れ着いてかなりの価値になったようだが、大抵はガラクタだな」

　フェルディナンドの言う配流物とは、この世界とは別の世界から流れ着く品々のことをいう。どこの世界のものが流れ着くかは完全にランダムで、わたしが知っている『前』の世界の品物が流れて来たのは、これまでに一度だけだ。

　その世界にしたって、本当にわたしが知っている世界と同一なのか、限りなく似た世界なのかはわからない。

　ただ、ここにこうしてわたしがいる以上、世界と世界になんらかのつながりがあることは間違いない。

「ただ、今回の配流物は、そこのシェラスにとってとても大切なものだ」

「と、ということはまさか……」

「ああ、お前が以前見つけて大喜びしていた『マンガボン』とやらがかなり流れ着いていた」

「うおおおおおおおおっ!!」

　わたしはその場で立ち上がって雄叫びを上げた。

　周囲の荒くれ者たちがいっせいにこちらを睨んでくる。

「ああん!?」

　睨み返す。

　すると、傭兵たちはいっせいに目を逸らし、それぞれの酒に向き直った。

　失礼な。かわいいエルフ女子が睨んだってそんなに怖いわけがない。

「――相変わらず、マンガボンのことになると恐ろしい覇気を見せるな。思わず背筋が凍ったぞ」

「ええ、それほどまでに危険な品なのでしょう」

　フェルディナンドとリーリラもなにかこそこそと話し合っているが、今はどうでもいい。

　一刻も早く、配流物のある場所に行かなくてはならない。

　このあたりは非常に乾燥していて雨などの心配はないが、猛烈な風が吹く。普通の漫画本ならすぐに飛ばされてしまうだろう。できればヒモで束ねられた資源ゴミあたりが流れてついていてくれるとありがたい。

「そういうことなら、すぐに出発しよう。どこかに飛ばされたら困る」

「ええ、もしも扱いを知らない誰かが拾ったら、ひどいことになります」

「うん、ひどいことになる」

　なにが書いてあるかわからないから、暖炉の火種にでもされてしまうだろう。

　そうなったら目もあてられない。

「やはり、危険なのですね。そういうことなら、多少の無茶はしかたがありません」

「ありがとう、リーリラ」

「いいんです。シェラスさんのお役目、しっかり果たしましょう」

「うん！」

　リーリラが配流物の価値を理解してくれるとは思っていなかった。でも、この子はやはり賢い子だ。わたしの本を読んだことで、同じ趣味に成長しているのかもしれない。

　やはり教育というのは大切なのだ。

「うーむ、噛み合っているような、そうでないような気もするが、まあ、エルフとはそういうものなのかもしれん。そこまでふたりが言うなら、急いで出発することにしよう」

　フェルディナンドは名残惜しそうに料理を平らげると、数枚の金貨をテーブルに置く。

　そうして、わたしたちはフェルディナンドの案内で、灰の国の最高峰であり、大陸有数の険しさを誇るメリリテ山に向かうことになった。

　たとえそこに立ちはだかるのが険しい山だとしても、わたしは決してあきらめない。

　もしかしたら、かつて最後まで読破することのできなかった物語の結末を知ることができるのかもしれないのだから。




◇　◇　◇




　馬車に揺られながら、わたしはかつての戦いのことをぼんやりと思い出していた。

　邪龍戦争なんて味気ない名前で呼ばれている百年前の戦いだ。

　わたしは、旅の途中で立ち寄った街で足止めをされ、宿屋で本を読みながら過ごしていた。足止めの理由はほとんど覚えていないが、その後の状況から考えると、戦争のせいで街道が封鎖されていたのだと思う。

　足止め自体はよくあることで、急ぎの用事もなかったから、わたしは慌てることなくのんびりしていた。

　これまた戦争の影響でちょっと高くなった食料を買い込んで、宿の台所で簡単なサンドイッチを作った記憶がある。新鮮な野菜が手に入りにくくて、チーズとハムだけのサンドイッチだった。まあ、おいしかったけど。

　そんなとき、フェルディナンドが訪ねて来たのだ。




「お前か、腕利きの魔法使いというのは」

「なに？　女性の部屋に入る時はノックしろって教わらなかったの？」

　宿屋の扉は脆もろくはなかったが、ドラゴン族の力に耐えられるほど強くもなかった。

　わたしは壊れたドアノブを握っているドラゴン族の青年を睨み、サンドイッチを飲み込むとベッドサイドに置いてあった杖を手に取った。

「ドラゴン相手だからって、わたしは負けるつもりはないけど？」

「そうらしいな。我を前にしてまったく怯えていないのは称賛に値する。それでこそ、我が助力を請うのにふさわしい」

　青年はフェルディナンドと名乗り、同族が邪龍となったこと、その討伐のためにわたしの力を借りたいことを説明してきた。

　でも、わたしの答えは決まっていた。

「やだ」

　そう、拒否だ。

　わたしはドラゴンの一部の連中がどこでなにをしようとどうでもよかった。ドラゴン族はドラゴン族にしか読めない文字で多くの書物を記し、各地に保管している。

　だが、それはドラゴン族以外に公開されることはなかった。

　時折彼らの宝物庫から流出した本が人間たちの間で取引されることはあったものの、どれもわたしの趣味には合わないので手に入れようと思ったことはない。

　ドラゴン族の本は、自分たちの優秀さを延々と語り、その合間に魔法やらなにやらの技術を記しているようなものばかりで、物語など皆無に等しい。

　一応、自分たちドラゴン族の優秀さを称賛する物語もあり、わたしも一冊持っているが、二冊目はいらない。そのくらいおもしろみがなかった。

「ずいぶんあっさり断られてしまったな」

「だって、自分たちでどうにかするでしょう？　優秀なんだからそれくらいやってよ」

「言われずともそうするつもりだがな。相手も一筋縄ではいかないのだ」

　フェルディナンドは邪龍化した連中の素性を教えてくれた。

　ドラゴン族の中でも有数の力を持つドラゴンが何体もおり、邪龍化して力をつけた彼らにほかのドラゴン族は苦戦しているらしい。

　このままでは敗北さえ考えられるという状況になり、ドラゴン族は別種族に助けを求める決断をくだした。

「――ドラゴン族がそこまで言うってことは、本当にやばいってことだよね」

「ああ、本当にやばいぞ。実は連中、ドラゴン族を倒せる可能性があるものを優先的に狙っていてな、伝説級の武器や魔導書がいくつも灰にされた」

「は？」

　わたしはフェルディナンドの言葉の中に聞き捨てならない単語があることに気づいた。

　今、このドラゴンはなんと言った？

　魔導書が。

　とてつもなく貴重な魔導書が。

　クソッタレの高慢ちきトカゲに燃やされたと言った？

「――もっと詳しく聞かせなさい」

　わたしは、完全にブチ切れていた。

　後にも先にも、特定の種族へあれほどの恨みを抱いたことはない。

　子供が貴重な本に落書きしても叱りつけるだけで済ませるわたしをあそこまで怒らせたのだから、邪龍共は誇っていい。

　全員滅ぼしてやるけど。




　フェルディナンドから事情を聞いたわたしは、すぐに彼と一緒に邪龍倒しの旅に出た。

　ドラゴン族が各地に助けを求めていたことで、人間社会のすべてが邪龍退治のために動いていた。優秀な戦士たちが各地で邪龍たちに戦いを仕掛け、中には討伐に成功する人たちもいた。

　ただ、そうして討伐された邪龍は、奴らの中では下っ端もいいところだった。




「邪龍が倒されたってのに、なんでお前はそんなに仏頂面なんだよ」

「ふん、人間にはわかるまい。本来のドラゴン族は、この程度で倒れるような相手ではない。なのに、人間たちの喜びようはなんなのだ」

「まあまあ、落ち着いてください。ほら、お酒でも飲んで」

　不機嫌そうなフェルディナンドを囲んで、戦士であるゲッツと神官のパサバがお酒を飲んでいる。

　どちらも旅の途中でフェルディナンドが選んだ仲間で、かなり強い。

　ゲッツは普通のドラゴン族なら一対一でも戦えるだけの実力と度胸があるし、パサバは古くからドラゴンと交流のある少数民族の出身で独自の精霊魔法を使うことができる。

「シェラス、ドラゴンってのは本当にそんなに強いのか？」

　ゲッツはツマミの干し肉を口にくわえながら、わたしに問いかけてきた。

　年下のくせに偉そうな態度なのがちょっと気になるが、この男は誰に対しても同じ態度なのであきらめた。

「そういうのはパサバに聞けばいいじゃん。知り合い多いんでしょ、ドラゴンの」

　そうパサバに水を向けると、彼は困ったように笑う。

　懐から巻物スクロールを取り出し、そこに記されている一節を示した。

「我が一族と関わりのあるドラゴンはかなり平和主義でして、そういったことはまったく伝わっていないんですよ。まあ、そういう性格だからこそ、継続して人間と関わろうと考えたんでしょうけど」

　パサバの答えに、ゲッツは不満そうだった。

「平和主義のドラゴンね。そういう奴は例外中の例外ってことだろ？」

「まあね。大抵のドラゴンはそもそも人間や他の種族に興味を持たず、興味を持ったとしても下等生物扱いがせいぜいって話だよ」

　わたしは自分が知っているドラゴンに関する情報を話した。

　個人的にはドラゴンには憧れがある。これぞファンタジーといった種族で、遠目に見るだけでもかなりテンションが上がるからだ。

　初めてドラゴン族を間近に見た時は、興奮のあまり転倒してしまった。

「汝なんじらから見れば、ドラゴンはそういうものだろう。だが実際は、お前たち人間のごとくさまざまな思惑や思想を持った連中がいるのだ」

　フェルディナンドを見れば、たしかにドラゴンにもいろいろな連中がいるのだとわかる。

　こうして人間とお酒を飲み交わすドラゴンなんて、おそらく両手の指程度しかいないに違いない。

「今回の一件とて、一部の馬鹿共がより強大な力を求めたせいだ。もともと大きな力を持っているからこそ、より大きな力が欲しくなったのだ。――愚かな!!」

　フェルディナンドはコップをテーブルに叩きつけた。

　あんな状態でも手加減しているようで、木製のコップが壊れることはなかった。

「邪龍の頭目は、我の師とも呼べる男だ。奴はドラゴンの中でもひときわ強く、その上で力に甘んじることなく常に自分を高めようとしていた」

「強いドラゴンがさらに強くなるってか。そりゃとんでもねえな」

「ええ、恐ろしい話です。ですが、世界の状況を考えれば、彼は力を手にしてしまったのでしょうね」

　パサバは聖印を組み、酒場の天井を見上げて祈りを捧げる。

　ゲッツはパサバと同じ天井を見上げながら、ビールを飲み干した。

「くっだらねえ話だ。俺たちみたいに百年足らず、五十年と少しでくたばるなら生き急いで力を欲しがるのもわかるさ。でもお前らドラゴンは何千年も生きられるんだろ？　本当にくだらねえことしてくれたもんだ」

「長い命があるから、なにかしたくなるんだよ」

　わたしの言葉に、ゲッツが酔いの回った目を向けてきた。

「ほう、どういうこった」

「簡単だよ。自分がなにをしてきたのか、証あかしが欲しくなるんだ。そうしないと気がふれそうになる」

　エルフが故郷を大切にするのは、そこに自分という記憶が刻み込まれているからだ。思い出という証が残るからだ。

　長い命を持つ種族は、常にその証を欲しがる傾向がある。わたしがこの世界で一番驚いたことは、長い命を持つ種族がそうした性質を持っていることだった。

「けっ、そういうのはさっさと死ぬ奴らの特権にしといてくれよ」

「ははははっ、そうかもね」

　ゲッツの文句が、わたしにはよく理解できた。

　長い命という、人間たちには手の届かないものを持っているのだから、あまり多くを欲しがっては不公平だと思っているのだ。

「でも、長い人生と短い人生に、あまり差はないかもしれないよ」

「なに言ってんだよ。お前だってエルフじゃねえか」

「まあねぇ」

　わたしは曖昧に笑いながら、ゲッツのコップにビールを注いであげた。

　長かろうと短かろうと、自分が満足できなければ結局は同じことなのだと、仲間たちに説明するのは無理だと思えた。




　邪龍たちとの戦いは長く続いた。

　わたしたちは各地を転戦し、多くの邪龍と戦った。

　その中には、わたしのことをことさら馬鹿にする奴もいた。

「混ざりものエルフが、我のごとき超越者に立ち向かうなど片腹痛い！　貴様らは我らの餌であればいいのだ!!」

　そんな言葉と共に叩きつけられる炎のブレス。

　わたしは防御魔法で仲間たちを守りつつ、こめかみの青筋がピクピクするのを抑えられなかった。

　人を餌呼ばわりとは失礼なドラゴンだと思った。

　金色の鱗うろこは見ようによっては気品を感じるかもしれない。しかし、邪龍化によって赤く染まった目はギラギラとした嫌な輝きを放っていたし、その体からは腐った肉の臭いが漂っていた。

「くさい……」

　わたしはその激臭に涙目になると、口元をハンカチで覆った。ゲッツとパサバはなんとか耐えているようだ。

　エルフの嗅覚は人間よりも鋭敏だ。強い匂いのない集落で過ごすため、自然とそうなるのだという。人間たちの世界で過ごして長い時間経つのだからいい加減慣れてもいいと思うのだが、体が作られる時期にエルフの集落で過ごすと、一生そのままなのかもしれない。

「ほんっと、くちゃい……」

　こうなると知っていたら、簡易型の防毒マスクを手に入れてきたのにと後悔しつつ、わたしは金色の邪龍と相対する。

「グハハハハハッ!!　虫ケラ共よ！　我にひれ伏し許しを請え！　そこの混ざりものを差し出せば、命だけは助けてやるぞ!!」

　金色の邪龍の言葉に、ゲッツは馬鹿にしたような笑い声を上げた。

「ははははっ！　馬鹿言ってんじゃねえよ！　俺様が仲間を売るような小者に見えるってか！　ぎゃははははっ！　こいつ邪龍化のせいで頭も腐っちまったんじゃねえか！」

「ゲッツ、あまり笑っては失礼ですよ。まあ、だいぶひどい臭いではありますけどね」

　金色の邪龍が発する腐臭は、生来のものではない。

　邪龍化によって、その体が朽ち始めていると説明してくれたフェルディナンドは、かつての仲間の無残な姿に心を痛めているようだった。

「なぜこんなまねをするのだ、ミカエル。お前はこんなことをしなくとも強かった。同族の中でもお前に勝てる者など、数えるほどしかいなかっただろうに」

「我は唯一無二でなければならないのだ！　金色の創世龍の末裔たる我が、誰かと同列に扱われることなどあってはならない！　そのためならば、我はいかなる手段でも選ぶだろう！」

「馬鹿者め」

　フェルディナンドは悲しげだった。

　しかし、ミカエルと呼ばれた邪龍は、そんなフェルディナンドを嘲笑う。

「貴様こそ、なにゆえこの力を望まぬ。いいや、貴様は昔からそうだった。弱き者共のことを気にかけ、我らが戯れにそやつらを食らうと烈火のごとく怒った。なぜ、餌ごときを気にかける？　そやつらは放っておけば勝手に増える。食らったところで減りはすまい」

　ミカエルの言葉は傲慢というしかなかった。

　強大な力を持つ種族特有の価値観。並ぶ者がないと、生き物はこうなってしまうのかもしれない。

「――フェルディナンド、わたしこいつ嫌い」

「そうであろうな。だが心配するな」
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　不機嫌そうに眉を寄せるわたしに、フェルディナンドは言った。

「我も好かん」

　その言葉を口にした時、フェルディナンドはどこか清々しそうな表情だったのを覚えている。

　まるでひとつの呪縛から解き放たれたかのように笑い、ミカエルの正面でドラゴンの姿になった。

「決着をつけよう、ミカエル」

　この戦いの後、人々から『ブルー・ダイヤモンド』と呼ばれる蒼い鱗のドラゴンは、濁りのない金色の目でミカエルをじっと見つめた。

「愚かな、フェルディナンド！　貴様、そこの混ざりものに肩入れするつもりか!!　我らドラゴンの足下にも及ばぬような虫ケラを飼って悦に浸るか!!」

「飼うのではない。ただ、共に生きるのだ。我らの知らぬものを知り、我らが想像もできない美しきものを作り出す彼らを飼うなど、思い上がりも甚だしい」

　フェルディナンドが飛び上がり、わたしとゲッツ、パサバが武器を構える。

　邪龍化のせいでミカエルの戦闘力はフェルディナンドを上回っている。しかし、わたしたちがいれば、フェルディナンドが負けることはない。

　ミカエルが考えている以上に、人間やエルフ、ドワーフなどの種族は邪龍に対抗するための手段をいくつも発見していた。

「シェラス！」

「お願いします！」

　ゲッツが槍を構え、パサバが弓を引く。

　穂先はこの戦いのために削り出した対邪龍用の魔法結晶だ。そこにわたしが、邪龍の体内を循環している魔力の流れを狂わせる魔法を込める。

「フェルディナンド！　時間稼ぎヨロシク!!」

「応っ!!」

　フェルディナンドは、わたしたちの邪魔をさせまいとミカエルに挑みかかる。

　力負けしているとしても、空中での速さだけなら大きな差はない。

　むしろあり余る力のせいで飛び方がぎこちないミカエルのほうが、フェルディナンドに翻弄されているようにも見える。

「貴様！　貴様！　貴様ぁああああああっ!!　奴らの奴隷に成り下がったか!!　ドラゴンとしての矜きょう持じはどうした!?　それほどまでに我に勝ちたいノカ!?」

　ミカエルの声が濁っていく。

　声を発する器官が腐敗し始めているのかもしれない。

　でもわたしには、その声が真っ黒い闇へとどんどん沈み込んで、溺れているようにも聞こえた。

「フェルディナンド！　キサマは！　キサマハソコマデ!!」

「愚かなのは汝だ、ミカエル。邪龍となれば、その先に待つのは滅びでしかない。滅びきるまでの刹那に強大な力を得たとて、すべてを滅ぼしたとて、得られるものはなにもないのだ。自分以外のすべてが滅べば、たしかに比肩しうるものなき唯一絶対の存在となれるだろう。だが、それでなにを得られるのだ」

　フェルディナンドは口から光のブレスを放つ。

　それはほとんどミカエルの鱗を貫くことはできなかったが、その動きを止めることはできた。

「フェルディナンドォオオオオオオオオオッ!!」

　もう、ミカエルの目にはフェルディナンドしか見えていないのだろう。

　彼は腐り落ちた金色の鱗をまき散らしながら、フェルディナンドに向かって一直線に突っ込んでいく。

「ふたりとも、準備完了だよ！」

「おう！」

「わかりました！」

　わたしが魔力を込めた魔法結晶は、真っ白な光を放っていた。

　邪龍の魔力を打ち消すのではなく、混ざり合うことで爆発的な反応を引き起こす特定の魔力が込められている。

「フェルディナンド！」

　わたしが叫ぶと、フェルディナンドは大きく羽ばたいて上空へと逃れた。

　それを追いかけるようにして体をひねったミカエルが、その腹をわたしたちにさらけだす。

「いっけえっ!!」

　わたしの合図で、ゲッツとパサバが槍と矢を放つ。

　人間の腕力では到底届かない距離。しかし、わたしが込めた魔力によってさらなる加速を得たふたつの穂先は、狙い違わずミカエルの腹部に突き刺さった。

「グアアアアアアアアアアッ!!」

　途端、ミカエルの腹部が大きく膨れ上がる。

　体内で魔力と魔力が猛烈な反応を起こし、まるで花火のスターマインのような連続した膨張を繰り返していた。

「フェルディナンド！　フェルディナンドォオオオオオオッ!!」

　ミカエルは体内の爆発でその形を維持できなくなって、地面へと落下していく。

　しかし、地面に落ちる前に、その体の大半は崩壊していた。反応を加速された魔力は、ミカエルの体を本来の速度よりも早く腐らせてしまったのだ。

　ぼろぼろと落ちていくミカエルの体。

　その中にあった目玉が、わたしの足下に落ちてきた。

「…………」

　濁りきってなにも映していない瞳。

　本来なら一級品の魔法素材になるドラゴンの目だけど、邪龍となったドラゴンの目は危険物として扱われる。

　素材として一級品なのは同じだけど、特定の魔力に反応して大爆発を起こしたり、周囲の生き物を腐敗させたりしてしまうからだ。

「どうするよ、シェラスの嬢ちゃん」

　ミカエルの目を見下ろすわたしに、ゲッツが声をかける。

　回収して適当なギルドに渡せば、それなりの値段になる。四人で山分けしてもそれなりの贅沢ができる金額が手元に残るはずだった。

「聞かなくてもわかるでしょ？　わたしは墓荒らしじゃないよ。それとも欲しい？　それなら封印処理してあげるから、売ってくれば？」

「俺様だって盗賊じゃねえよ。パサバはどうだ？　故郷の嫁さんにいいもん買ってやれるぞ？」

「遠慮しておきます。こんなもので作ったお金で買ったものを、妻に贈りたくありません」

　結局、三人の答えはいつもと同じだった。

　わたしたちがこれまで倒してきた邪龍化したドラゴンの体は、研究用に回収した一部を除いてすべて処分してきた。

「フェルディナンドもいい？」

「ああ。やってくれ」

　いつの間にか人間体に変身していたフェルディナンドが、わたしの横でうなずく。

　わたしはそれを聞いて、腰の収納魔法付きの鞄から大きな赤い宝石の付いた杖を取り出した。

『灼熱姫の接吻』と呼ばれる古代遺物で、過去に存在した古代王国を暴走の結果焼き尽くし、一帯を砂漠化させたといういわくつきの代物だ。

　当然、いろんなギルドから危険物扱いされているが、大抵のものを完全に焼き尽くすことができ、焼却処理に便利なので持ち歩いていた。

「嫉妬に狂った塔の姫君よ。汝の妬心は星を焼き、月を焼き尽くすだろう。その腕に愛する者を抱きしめよ。そして後悔せよ。赤き砂の城ラスト・ベテルギウス!!」

　杖の先端から放たれた光が、周囲のミカエルの残骸を次々と蒸発させていく。

　金色の鱗も、巨大な牙も、鋭い爪も、翼の皮膜も、地面に突き刺さっていた巨木のような骨も、すべてを蒸発させる。

　最後にわたしの足下の目を消し去ると、光は小さくなっていき、最後にはほんの小さなロウソクの炎のように揺らめいてから消えた。

「これで邪龍たちの勢力は一気に弱体化することになるだろう。ミカエルは傲慢な奴だが、間違いなく奴らの戦力の中核だった」

　フェルディナンドの言葉通り、この後の戦局は一気にこちら側に傾いた。

　坂道を転げ落ちるような速さで邪龍たちは各地で討ち取られ、わたしたちもまた残った邪龍たちを倒していった。

　最後に残った元凶を倒した時、わたしは二度とドラゴンたちの争いには関わるまいと思った。

　彼らはあまりにも傲慢すぎて、わたしにはまったく理解できなかったからだ。

　理解できない連中と戦うのはものすごく疲れたし、時間の浪費を強要されたようで不快だった。

　ただ、一番嫌だったのは、邪龍になったドラゴンたちが、『前』のわたしに似ていたからだ。

　自分にはどうしようもない望みを抱いてしまった結果滅んだ彼らは、まるで『普通』を望んだ『前』のわたしみたいだった。
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「懐かしい話だ」

　邪龍戦争の話をせがむリーリラに根負けしたわたしは、覚えている限りの昔話をした。

　リーリラは興味深そうに話を聞いていたが、フェルディナンドはどこかつまらなそうだった。同族を倒して回った時の話なんて、聞きたくないのかもしれない。

「仲間の方は、その後もお元気だったのですか？」

「うん、ふたりとも無事に故郷に帰ったって聞いたよ」

　ゲッツとパサバは最後まで戦い抜いた。でも、戦いが終わった時はふたりとも老いが間近に迫る年齢だったと思う。

　戦争はそれなりの期間続いていたから、人間にとっては大変な時期だっただろう。それ以降、人間同士の争いが大きく減ったのは、その時に失ったものを回復するのに長い時間が必要だったからだろう。

「ゲッツは自分の傭兵団を作ってしばらく暴れ回ってたし、パサバは故郷で学校を開いたんだ。ゲッツの傭兵団はゲッツが死んだ後解散したけど、パサバの学校のほうは今でも残ってて、わたしも何度か行ったことがあるよ」

「庭に飾ってある奴の石像が、どうにも美化されていて笑ってしまうがな」

「本人が死んだ後に建てられたんだから、笑っちゃかわいそうだよ。まあ、わたしも見に行くたびにちょっと笑っちゃうんだけど」

　そういって、わたしはきりっとした石像の顔まねをする。そんなわたしを見て、リーリラは口元を隠して肩を奮わせた。

「そんなにおもしろい石像なら、私も見てみたいです。シェラスさん、連れていってくれませんか？」

「そうだなぁ、そっちに向かう用事ができたら、寄り道してみようか」

　ついでに、ゲッツのお墓参りをするのもいいかもしれない。

　お酒さえ持っていけば、ゲッツはきっと大喜びだろう。

　パサバのほうは、近況を話すだけで満足してくれるに違いない。彼は、わたしの旅の話を聞くのが好きだったから。

「シェラス、ずいぶん楽しそうだな。弟子を取って丸くなったか？」

「残念、この子は弟子じゃなくて旅のお供だよ。まあ、旅をするのに必要なことはちゃんと教えるけどね」

　リーリラとの旅は、邪龍戦争の時のフェルディナンドたちとの旅とは全然違う。

　大きな目的もなく、ただただ求める本のある場所を巡っているに過ぎない。

　でも、わたしはどちらも同じくらい好きだ。

　どちらもわたしにとって、大事な記憶になる。










第六章　場違いな落とし物とハーフエルフ




　途中、フェルディナンドが縄張りに入るために同族にあいさつに向かうという一幕はあったものの、おおむね旅は順調だった。

「ふいー」

　そんな順調な旅の途中、わたしたちは目的地であるメリリテ山の手前にある小さな宿場町で最後の休息を取っていた。

「あー、いい湯だなぁ」

　白く濁った温泉に浸かり、わたしはだらりと全身を伸ばしている。

　このあたりは旅人も多くないため、泊まれる場所は少ない。

　ただ、一帯で湧出する温泉は湯治のための湯としてはかなり優秀で、それを目的とした温泉宿がいくつか建てられていた。

　もっとも、温泉宿といっても木造ではなく石造りで、ひとつの宿に何種類も大きな浴槽があるというわけでもない。

　巨大な浴槽がひとつあり、そこに適温にした源泉をがんがん流し入れているだけのシンプルな温泉だ。

「あの……」

　浴槽の中でだらんとしていたわたしの頭上に、リーリラが姿を見せる。

　タオルをきちんと巻いていて、温泉にふさわしくないほどに緊張している。

「どうしたの？　早く入りなよ」

「ええと、その、こういうところは来たことがなくて……」

「そうなの？　白樺の集落って、お風呂ない系集落？」

　エルフの集落は、その土地にもっとも適合した形になっている。

　使われる建材から食べる物まで、その土地の恵みを最大限活用するのがエルフだ。

　だから、その土地に温泉や冷泉があれば、それをさまざまな用途に使う。その利用法のひとつである湯治は自然を用いた治療法の中でもかなりメジャーなほうだから、エルフは比較的温泉というものになじみがあった。

　ただ、近くにそうしたものがない場合、川の水や井戸水で体を清めることしかできない。リーリラの住んでいた集落は、そういった場所だったのかもしれなかった。

「はい。森の中に治癒の力を宿した泉があって、そこで沐浴するのが習慣でした。それに、沐浴はひとりでするものと決まっていたので……」

「なるほど」

　裸の付き合いに慣れていないということだ。

　それなら、リーリラの態度にも納得がいく。

　緊張と恥ずかしさでどうしたらいいかわからなくなってしまったのだ。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だって。ほら、ここのお湯白いから全然中見えないし」

「そ、そうですね」

　わたしが促すと、リーリラはそっと温泉に身を沈めていく。

　少し高めの湯温だから、リーリラの肌が少しずつ、ほんのりと赤く染まっていく。

　いやぁ、健康的で結構だよね。捕まっていたせいでかなり痩せていたけど、今は普通にもちもちしてるもん。

　どこを触ってももっちもち。触るだけでストレスが吸い取られる感触だよ。ほかの誰にも触らせるつもりはまったくないけどね。

「ふう、気持ちいい」

「でしょ？　ほかにもいろいろ疲れを取る方法はあるけど、気軽なのは温泉だと思う。魔法とか薬とか、考えなきゃいけないこといっぱいあるし」

　温泉でも注意しなければならないことはいろいろある。

　しかし、魔法や薬物に比べればかなりマシなほうだ。

「少し温まったら、体と髪洗ってあげるね」

「ありがとうございます。それならお返しに、私もシェラスさんを綺麗にしてあげます。最近、髪のお手入れを怠けていらっしゃいますし」

「げっ」

　わたしはなにかひとつに夢中になると、どうしても自分のことが疎かになってしまう。

　ひとり旅をしている間はそれでもよかったけど、リーリラと一緒だとそういうわけにはいかないらしい。

　リーリラはまるで母親のようにわたしにお説教をしてくる。

「エルフの髪は繊細なんですから、日頃のお手入れを怠るとすぐにボロボロになってしまうんです。街でお手入れのためのいろいろを買っておきましたから、今日からそれを使っていきましょう」

「えー、めんどくさ……」

「シェラスさん！」

「ひえっ」

　リーリラの口調ははっきりしていたが、それほどきつくはなかった。でもわたしは見た。その目はまったく笑っていなかった。

　逆らっちゃいけない。

　わたしはおとなしく、リーリラに連れられて洗面台の前へと移動した。




「痒いところありませんか？」

「うん、大丈夫ぅ～～」

　ごしごしと泡立てられたシャンプーが、わたしの髪を泡まみれにしていく。

　リーリラの手は丁寧にわたしの髪にシャンプーを染み込ませ、頭皮の汚れを落としていく。

　すごくうまい。

　わたしはリーリラの手際のよさに驚いていた。

「こんなに上手だなんて、いったい誰に教わったの？」

「母です。私と同じくらい髪が長くて、ひとりで済ませるようになるまでは、お互いに洗いっこしてたんですよ」

　なるほど、それなら納得。

　髪の手入れは自分でやるか、他人にやってもらうかで全然仕上がりが違う。

　お偉いさんの家に泊めてもらった際に専門の職人に髪の手入れをしてもらった時は、自分の髪はこんなに輝くものだったのかと驚いたことがある。

「泡を落としますよ」

「はーい」

　湯桶に入れられたお湯が、シャンプーを洗い流していく。

　もっと設備の整った宿だとシャワーもあるが、ここには備え付けられていなかった。

「では、薬を擦り込んでいきますね」

「はーい」

　リーリラは陶器に入っていた濃い緑色のどろっとした薬品を手に取り、それをわたしの髪に擦り込んでいく。

　つんとした匂いが漂ってきたが、薬ではなくハーブの匂いだとすぐにわかった。

「なんか高そうな薬だけど、こんなの街で売ってたっけ？」

　リーリラとはずっと一緒に行動していたけど、こんなものを売っている店に立ち寄った記憶はなかった。シャンプーと一緒に買っていたのだろうか。

「実は、シェラスさんがお昼寝している隙に、買いに出たんです。シェラスさんのことですから、正直にシェラスさんの髪に使うお薬を買いに行くと言えば、そんなのいらないっておっしゃると思って」

「あー……そうかも」

　わたしは必要以上に自分の体を手入れしようとは思わない。

　ただ、その必要とするラインがわたしはだいぶ低いらしい。リーリラはそれが我慢できなかったのだろう。

「エルフであったとしても、髪は衰えていくものですよ。長い時間の中であせて色の落ちた髪も私は素敵だと思いますけど、怠けて色落ちした髪はみっともないと思いませんか？」

「――はい、ごめんなさい」

　まるで母親に叱られる子供だ。

　でも、リーリラの言っていることは間違っていない。時間によってあせるのと、怠惰によって衰えるのはまったく別のことだ。

「――はっはっはっは！　言われてしまったなぁ、シェラス！」

「!?」

　隣の浴場から聞こえてくるフェルディナンドの声に、リーリラがびっくりして飛び上がる。

「フェルディナンドさん!?　いらっしゃったのですか!?」

「おお、いたとも！　最初からな！」

　このドラゴン、非常にお風呂好きで、何時間でもお湯に浸かっていられると豪語してはばからない。

　鱗だからふやけないということなのか。それとも炎龍の血統なのか。

「リーリラ、その調子でシェラスのことを頼むぞ。その女、油断すると勝手に干からびかねないからな」

「失礼な！」

　わたしはそうフェルディナンドに抗議したが、リーリラはフェルディナンドの言葉に納得する部分が多かったらしく、わたしを手のかかるペットを見るかのような目で見つめてきた。

　やめてよ、そんな目で見るの。

「シェラスさん。これからお風呂に入る時は、一緒に入りましょう」

「ええ～～」

「おひとりで入ったら、適当に髪と体を洗って、体を温めるだけで終わらせてしまうに違いありません」

「それだけやれば十分でしょ」

「ダメです」

　リーリラのぴしゃりとした物言いに、わたしは一瞬たじろいだ。

「努力も怠惰も積み重ねです。一度怠けてしまえば、次はもっと怠けるようになってしまうんです。ですから、誰かがそれを阻止しなくてはいけません」

「えー」

「えーじゃありません。街に戻ったら、シェラスさんの髪にあった道具とお薬を揃えましょう。いいですね？」

「……はい」

　反論は、できなかった。

　わたしはただただうなずき、隣から聞こえてくる笑い声に青筋を浮かべるしかない。

「ははははははっ!!　愉快愉快！　わっはっはっは!!」

　この温泉トカゲ、半熟にしてやろうか。
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　メリリテ山のモンスターたちはわたしやフェルディナンドの敵ではなかったし、険しい山とはいってもさまざまな装備で身を固めたわたしたちを足止めすることはできなかった。

　単純な体力の問題で何度も休憩を挟む必要があったのが問題といえば問題だが、それは必要なことだ。

　万全の状態で挑めば、結果的にもっとも早く結果を得ることになる。

　本心からいえば、急いで登って本を探したい。

　でも、リーリラもいる以上、無茶はできなかった。わたしは楽しく本を読みたいのであって、読めればなんでもいいわけじゃない。読んでいる時の気持ちも大切なのだ。

「そろそろ見えてくるぞ」

　フェルディナンドの言葉通り、ピリピリとした空間のゆがみを感じられるようになってきた。

　配流物を持ってくる空間のゆがみはさほど強くない。生き物を行き来させることはできないし、大きなものも運べない。

　これまでわたしが見てきた中で一番大きな配流物は、ドレスがたくさん入ったクローゼットだった。あれ以上の大きさを運ぶには、ゆがみそのものも大きくする必要があるのだろう。

「え？」

　リーリラのそんな声が聞こえてきたのは、目的地まであと少しというところだった。

　遠くに色とりどりの配流物が見えており、小さなものは風に飛ばされて飛んでいってしまっている。

「シェラスさん、あれを見てください」

　リーリラが指し示したのは、上空を旋回する巨大な影だった。

「ガルーダ？」

「そのようだな。配流物に惹かれてやってきたか」

　幻獣ガルーダ。

　ドラゴンに匹敵する力を持つ幻獣の一種で、成体になったら最後、死ぬまで地上に降りてこないといわれている。

　そのせいで人間やエルフなどの地上で暮らす人々にはなじみが薄いが、旅をしていれば上空を飛ぶガルーダの姿を見ることもたまにある。

　しかも、今回のガルーダはかなりの大型個体だった。

　金色に光る体はドラゴン状態になったフェルディナンドよりも大きいかもしれない。

「なんであんなのが引き寄せられて来てるんだよ!!」

「変わった光り物でもあるんだろう。普通の宝石など見飽きているが、配流物となれば別なのかもしれん」

「カラスか!!」

　わたしの魂のツッコミが聞こえてしまったのだろうか、ガルーダの目がこちらを向いた。鳥のモンスターは視力がいいというのが相場だが、ガルーダはその中でもひときわ高い視力を持っている。

　はるか高空から地上の人間ひとりを見分けられるというのだから、とんでもない能力だ。そんな視力ならば、わたしたちのことは完全に識別しているだろう。それとも、カラスと呼んだことに腹を立てているのだろうか。

「もう隠れててもしかたがない！　行こう!!」

「わかりました！」

「しかたがあるまい。我が囮になる。急いで品物を回収せよ」

「ありがとう！　恩に着る！」

「貸しにしておくぞ」

　フェルディナンドの姿が変化する。

　太い下肢と巨大な翼を持つ二足歩行のドラゴンが、上空のガルーダをじっと見つめると、次の瞬間には翼を羽ばたかせて上空へと飛び上がった。

「リーリラ！」

「援護します！　後ろは私が見ていますから、シェラスさんは急いで目的の配流物を集めてください！」

「よろしく!!」

　リーリラに背中を守ってもらいながら、わたしは走る。

　途中、なんとなく見覚えがある気がする本を何冊も回収し、次々と収納魔法付きの鞄に放り込んでいく。

　本当なら整理してしまい込みたいところだったが、ガルーダがいるとなるとのんびりはしていられない。

　フェルディナンドでは、たぶんあのガルーダを倒しきることはできないだろう。フェルディナンドは空を飛べるし、地上でも戦える比較的器用なドラゴンだ。

　でもその代わり、空中や水中に特化した同族や幻獣の力には及ばない。

　今回のガルーダにしても、地上での戦いはできない代わりに、空での戦いでは長老級のドラゴンにも匹敵する力を持っているはずだった。

「シェラスさん！　伏せて！」

　リーリラの警告に従って地面に伏せる。

　上空から降り注いだ流れ弾らしい火球が周囲を火の海にした。

「ああああっ！　本が燃える!!」

　ガルーダは炎の攻撃を得意とする幻獣だ。きっとこれもガルーダの攻撃の残りかすなんだろう。

　もし仮にガルーダの攻撃がここを直撃したら、一帯は蒸発してなにも残らない。たぶん、わたしとリーリラは身につけている首飾り型の防護アミュレットのおかげで無事だろうけど、配流物は完全に消し炭だ。ついでに空間のゆがみも消えるに違いない。

「フェルディナンド！　絶対直撃はダメだからなぁ!!」

　わたしの叫びが聞こえているのかいないのか、フェルディナンドは上空でお互いの背後を取り合う巴戦の真っ最中だ。

「あっ」

　そんな中で、わたしは以前好きだった漫画の新刊を見つけた。

　何百年ぶりかの新刊に、わたしはその場で歓喜の叫びをあげたくなる。

　でも、それはできない。そんな暇はない。

「あっ、あっちにも……って、なんじゃありゃあ！」

「どうしたんですか!?」

　わたしの悲鳴に、リーリラが駆け寄ってくる。

　とても女の子とはいえないような悲鳴をあげてしまったからしかたがない。

「うっ、ひどい臭い……」

　リーリラが顔をしかめるのも無理はない。

　わたしたちの目の前にある配流物は、四面が長い直方体の骨組みと馬車よりも大きな円筒形の金属で構成されていて、その円筒の亀裂から漏れた液体が地面を溶かしていた。

　これの正式な名前は知らないけど、たぶん、『前』の世界の液体コンテナじゃないかな。列車とか、船とかに載せている映像を見たようなおぼろげな記憶がある。

「うげ……。地面が真っ黒、その上なんかぐちゃぐちゃ……」

「シェラスさん、これを見てください。なんのマークでしょうか？」

　慎重にその円筒に近づいていくと、リーリラが円筒の裏側を指差す。

　わたしは変色した地面を踏まないよう慎重に円筒の後ろに回り込むと、リーリラの示す先を見て目を見開いた。

「げ……」

　円筒にはどこかで――というか、『前』のわたしが病院でいやというほど見た危険を示すマークがでかでかと描かれており、わたしの頭の中では生物災害の四文字が点滅していた。

「フェルディナンド！　お前これだなわたしを呼びつけた理由！」

　以前、わたしはフェルディナンドに話したことがある。

　配流物の中には、迂闊に燃やしたり水で流したりすると、とんでもない災害を引き起こすものがあり、その処分には慎重な対応が必要なことがあると。

　わたしがその時想定していたのは、水に触れると発火する物質やいろいろな毒物だったのだが、今回のこれはそれをはるかに上回る代物だ。

　わたし程度の知識ではその正体まではわからないが、周囲の様子を見ればとんでもないものであることはわかる。

　もともと危険性の低い物質であっても、こちらの世界に来ることで性質が変化してしまうことがある。それは世界を越えたこと自体が原因であったりすることもあれば、こちらの世界の空気や水などに触れてしまった結果であったりもする。

　この筒の中身がなんなのかはわからない。しかし、ほんの小さな亀裂からわずかに染み出ただけで周囲にこれだけ被害を及ぼす物質だ。

　万が一容器が壊れてしまったら、どんな被害が出るか想像もできない。

　地面に染み込むだけなのか、それとも揮発して周囲に広がるのか、生き物にどんな影響を与えるのか、無害化する方法があるのか。

　わたしは自分の顔が真っ青になっているのがわかった。

「ど、どうしよう」

　そうは言ってみたところで、答えなどひとつしかなかった。

　元の世界に送り返すか、この場で消滅させるかだ。

「――うん、消そう」

　わたしは決断した。

　燃やしたり凍らせたりで形態を変化させるのは危険だ。

　どんな反応を示すかわからない。

「なら、存在ごと消滅させる」

　わたしは鞄から、これまで数回しか使ったことのない杖と、その対になる魔導書を取り出した。

　どちらも禍まが々まがしい装飾が施されており、明らかに危険なものだとわかる。

「シェラスさん、このふたつは？」

「厭えん世せいの杖と開かい闢びゃくの書」

「ええええっ!?」

　リーリラのそんな声を聞くとは思わなかった。

　でも、そういう反応になるよね。

　このふたつは、伝説級と呼ばれる魔法道具だ。

　否、魔法道具なんて言っていいものじゃないかもしれないくらいにやばいものだ。

　厭世の杖。この世の終わりを告げる杖で、発動と同時に世界の崩壊が始まる。

　開闢の書。この世の始まりを記した書で、発動と同時に新たな世界が始まる。

　うん、ヤバい。

「これを同時に使うのですか!?」

「同時じゃないとダメなんだよ！　片方だけ使ったら世界終わり！」

　このふたつはまったく別の時代、まったく別の誰かが作った物だが、世界を終わらせるという点では一致しているアイテムだった。そのアプローチ方法が真逆で、純粋に世界を終わらせるものと、新しい世界を作って塗り替えるという手段を用いている。

　ただ、わたしはこのふたつを研究して、まったく同時に使うことで、ごく狭い範囲のみを完全に消滅させるという裏技を見つけ出した。

　消滅と消滅をぶつけて消滅させるというよくわからない使い方だ。防御する手段はなく、ミカエルの後にのこのこ現れた邪龍のボスもこれで止めを刺した。

「リーリラ！　わたしの近くから離れちゃダメだからね！」

「はい！」

　リーリラを背中でかばい、杖と魔導書を構える。

　魔力を流し込むとふたつのアイテムは目覚め、世界を滅ぼそうとし始めた。

　仕事熱心が過ぎる。

「世界よ終われ、世界よ終われ、最後の幕を切り落とせ。切り拓ひらけ、切り拓ひらけ、新たな地平を撒き散らせ」

　交互に呪文を唱え、アイテムをどんどん活性化する。

　一歩間違えれば世界が終わるという状況に、わたしは自分の顔に変な笑みが浮かんでいることに気づいた。

　だってもう笑うしかない。

　ここまでしなくてもいいんじゃないっていう自分もいる。でも、あのマークはちょっとでも対処を間違えるととんでもない災害を引き起こす可能性があった。

　それこそ、世界が滅ぶかもしれない。

「滅び、生まれ、滅び、生まれ、螺ら旋せんを駆け抜けよ！　黒白ポイントオブ終局ノーリターン!!」

　わたしは叫ぶ。黒と白が同時に生まれ、世界が削れた。
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「ふざけるんじゃないよ！　あんなのがあるなら、もっと前に言っておいてよ！　心の準備とかいろいろあるんだから！」

「そうは言ってもだな。我にはあれがなんであるのかわからなかったのだ。ただ、すごく嫌な感じがしただけでな。お前を呼べばなんとかなるだろうと」

「それが迷惑なんだって！　本当、ドラゴンってこういうところ無神経でノーデリカシー!!」

　あの後、フェルディナンドに背負ってもらって街まで戻って来たわたしは、宿でフェルディナンドに文句をつけていた。

　なんの準備もなく世界の危機と対面させられてすり減った神経をごまかすため、そうするしかなかった。

「でも、無事だからよかったではないですか」

「辛うじてね！　髪の毛一本分くらいのギリギリでね！」

　わたしは親指と人差し指でほんの小さな隙間を作ってフェルディナンドに突きつけた。

「まあ、そうだな」

　世界の滅びを防ぐために別の滅びを使うというとんでもない手段。こんなの何度も使える方法じゃないことはわたしだってわかっている。

　でも、あの場ではああするしかなかったのだ。

「……はぁはぁ」

　肩で息をするわたし。これ以上フェルディナンドを責めたとこでなにも得るものはない。

　なら、辛うじて手に入れた戦利品で心を癒やすしかないだろう。

「ああ、やっと会えた……」

　鞄から取り出した本に、わたしはうっとりとした表情で触れる。

　この表紙のキャラクターは間違いなく、『前』のわたしのお気に入りだった作品の主人公だ。

　よし、読もう。

　わたしは決意し、本を開いてその世界にのめり込んだ。

「ふむ、あれほど真剣な表情を浮かべるとは、あの本はそれほどまでに興味深い代物なのか……」

「フェルディナンドさんも、機会があれば読書などしてみればいいのではありませんか？」

「そうだな。ただ我の場合、人の文字を覚えることから始めなければならん。我らは物語を楽しむための普通の文字を持たぬからな」

「まあ、そうだったのですか。世界の支配者を自称する方々だというのに、本も読めないなんて……」

「はははは、本など読まなくとも世界を支配することはできるということだ。我らドラゴンならな」

「ふふふふふ……」

「ははははは……」

　なにやらふたりが楽しげに会話しているのを聞きながら、わたしは本を読み進めていた。

　そして、最初小さく感じていた違和感が、どんどん大きくなっていくのを自覚した。

　その違和感は、半分ほど読み進めたところで最大になった。

「あっ」

　それに気づいた瞬間、わたしは椅子から転げ落ちてしまった。それほどの衝撃だった。

「シェラス？」

「シェラスさん!?」

　ああなんてことだろう。

　こんな、こんなことがあっていいのだろうか。

「――この本、前に読んだことあった」

　わたしは世界が終わったような錯覚の中で、膝を抱えて丸くなるしかなかった。
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　落ち込んでいても、お腹は減る。

　わたしは少しでも沈んだ気持ちを晴らそうと、フェルディナンドを足にして山を下りた。

　というか、フェルディナンドが勝手にわたしを引っ掴んで下山させた。

「ほ、本当に大丈夫なんですか!?　シェラスさん、ぶらぶらしてますよ!?」

「きちんと掴んでいるから落としはしない。むしろこの状態では、背中に乗せておくほうが危険だぞ。貴様もしっかりと掴まっていることだ」

「ひゃああああっ!!」

　ドラゴンになったフェルディナンドに掴まれてぶらぶらと空の旅をしている時に、そんな会話が頭の上から聞こえてきた気がする。

　気がするというのは、この時のことをよく憶えていないからだ。わたしが再び記憶を取り戻したのは、メリリテ山を臨む湖に作られた観光地に辿り着いてからだ。

　そこでお腹が鳴り、わたしは正気を取り戻したというわけだ。




「はっはっはっは！　そんなことで落ち込んでいるのか！」

「そんなことじゃない！　わたしにとっては目の前で新刊が売り切れるのと同じくらいに辛いことなんだぞぉ!?」

　ジョッキになみなみと注がれたビールを飲みながら大笑いするフェルディナンド。

　完全な酔っ払いスタイルで笑われると、余計に腹が立つ。ちくしょう。

「もっといい方向に考えたらどうだ？　以前読んだものが流れ着いたのなら、お前の目的のものもいずれ流れ着く可能性があるということではないか。同じ場所から来ているのだろう？」

「――まあ、そういう考え方もできるけどさ。読んでる途中までは待望の続きだと思ってたのに、実はもう読んでた奴だったっていうのがなによりショックなんだよ」

　本当なら読めるはずのないものなのだから、すでに読んだものであったとしても喜ぶのが普通なのかもしれない。

　でもさぁ！　期待してたらさぁ！　やっぱりショックじゃん!!

「うううう……」

　わたしはぶどうジュースの入ったグラスを呷り、お代わりを要求する。

「おかわり！」

「はーい！」

　ウエイトレスのおばさんが答え、ぶどうジュースのビンを持ってきてくれる。

「はい、ジュエルグレープのビンね。それと、ご注文のチーズとバゲット。季節の魚の塩焼きに、子羊のシチューね」

　おばさんが注文品を置いていくと、テーブルの上が賑やかになった。

「お嬢さん、ついでにビールも頼みたい」

「あらやだ、お上手ねお兄さん。すぐに持ってくるわ！」

　フェルディナンドがおばさんにビールを頼むと、おばさんははしゃいで駆け戻っていった。

　あのおばさんにとってはお世辞に聞こえるかもしれないけど、フェルディナンドにとってあのおばさんは間違いなくお嬢さんだろう。

「シェラスさん、どうぞ」

「ありがとう、リーリラ」

　リーリラがわたしの分も料理を取り分けてくれていた。

　バランスよく、見栄えまで考えてお皿に盛り付けられた料理を見ると、リーリラを育てた人はとても素晴らしいセンスの持ち主だったのだとわかる。

　わたしの母はそのあたり妙に大雑把で、料理はうまかったけど、メニューや盛り付けはいささか適当だった。

　他のエルフたちに子供に変な物を食べさせるなと何度か叱られたこともあったという。

「また別の場所で見つけたら、すぐに伝えよう。だからあまり落ち込まないことだ。落ち込んで俯いていると、普段なら見つかるものも見落とすぞ」

「わかってるよ」

　フェルディナンドのいうことは至極もっともだ。

　わたしは子羊のシチューを飲みながら、その絶妙な塩辛さと牛乳の甘みにため息を吐いた。おいしいものは、悲しみを少しだけ癒やしてくれる。

「あの、シェラスさん、あのとき使った魔法道具なのですが……」

「リーリラ、人前で話しちゃダメ。あとで説明してあげるから」

「あ……ごめんなさい」

「いいっていいって、あんなの見せられたら、心配になっちゃうよね。わたしも正直、自分の鞄にあんなの仕舞い込んでおきたくないよ」

　でも、他の誰に預けても心配になるのだから、結局自分が持っているしかない。

　最初はわたしも、誰かに預けようとして当時の仲間や友人に相談した。でも、彼らは揃って頭を振ったのだ。そして、同じことを言った。

『どれだけ厳重な宝物庫であっても、いつかは盗み出されるだろう。世の中には完全なものなどない。ならば、宝物庫ごと消滅させるか、強力な門番のいる宝物庫ごと常に移動し続けるしかない』

　ここでいう強力な門番とは、当然わたしのことだ。

　門番になったつもりはまったくないが、わたしの本に手を出そうとする輩がいるなら、わたしは番人として立ち塞がるだろう。だから、門番でもあながち間違いではない。

「正直な話、我も一度は我が一族の手で守るべきかと考えた。しかし、かつての邪龍の一件もあって、我らに預けよとはとてもな」

「あんた個人ならまだ考えなくもないんだけど、それならわたしが持ってても一緒だしねぇ」

　ぐいっとぶどうジュースを飲む。

　とても芳醇なぶどうの香りが鼻から抜けていく。

　このあたりでもっとも高名なワイン醸造所が作っているだけあって、とてもおいしい。

「へへっへへへへ、まるでワインみたいだぁ……」

「ああっ、これワインですよ!?」

「なるほど、店員が似たビンのワインとジュースを間違えたか」

「そ、そんなことより、どうするんですか！　シェラスさん、お酒飲んじゃいましたよ！」

「飲んだところでたいしたことはない。延々泣いたり笑ったりするだけだ。あと、独り言を話すくらいだから、実害はないぞ」

　あっはっはっはっは！　楽しくなってきたぁ!!

「おばさーん!!　もう一本、おかわりぃっ!!」

　こうなったら、どんどんジュースを飲んで、悲しい事を忘れよう！

　一時逃れだからなんだっていうんだ！　逃げて立ち直れるなら、逃げるのが正解なんだぞ！

「わはははははっ!!」

　わたしは楽しくなって、ひたすら笑い続ける。

　もう、なんで笑っているのかもわからなくなっていた。










エピローグ　ハーフエルフとエルフ




　酒場で突然崩れ落ちたシェラスさんは、部屋まで運んでも崩れたままだった。

　力なくベッドにうずくまり、何事かぶつぶつとつぶやいているだけで、いつものような快活な様子はまったく見せてくれない。

　結局私はシェラスさんを残して、自分のベッドで眠りについた。

　次に目を覚ましたのは、真夜中のことだった。

　風で窓が揺れてガタガタと鳴っていたから、その音で目覚めてしまったのだろう。

　隣のベッドで眠っているシェラスさんは苦しげに呻いていたから、悪夢にさいなまれているのかもしれない。

　ただ、その周囲には何冊もの本が散らばっており、心を安らかに保つために読書をしていたのだということはわかった。

「本当に、本が好きなのですね。シェラスさん」

　私はベッドから降り、散らばっている本をひとつひとつ重ねていく。

　それは私と出会う前、そして出会った後に手に入れた本たちであり、シェラスさんによる分類と整理を経て、彼女の鞄の中にある図書館に最近蔵書として仲間入りしたものばかりだった。

「あら？」

　ただ、一冊だけ、私が見たことのない本があった。

　いや、本ではない。日記だった。

「見るのは失礼だと思いますけど……」

　開かれたページだけ、好奇心に負けて覗き込んでしまう。

　そこには、再会した友人への愚痴や、同好の士に勧めたい本の名前が記してあった。

　同じような日記を、シェラスさんはこれまで何冊書き上げてきたのだろう。

　これから、何冊書き上げることになるのだろう。

　そして私は、その中の何冊にいられるのだろう。

「…………」

　私はシェラスさんに嘘をついていた。

　私の集落は封印されたわけではなく、私を残して消滅してしまった。

　理由はわからない。ただ、ある日、わたしが果物探しのために森に入っている間に集落は消えていた。

　魔法の痕跡はなく、どんな方法で消えたのかもわからなかった。

　まだどこかに存在しているのか、本当に消えてしまったのか、私はそれを知りたい。シェラスさんの近くにいれば、いつかわかるのではないかと思っている。







[image: ]







「ごめんなさい、シェラスさん」

　エルフは嘘を嫌う。

　自分を偽って生きるには、エルフの寿命は長すぎるのだ。

　罪を抱えるにも長い。

　だから、エルフは嘘を嫌う。自分自身を許せないままに生涯を送りたくないから。

「いつか、本当のことを伝えますから」

　その結果がどうなるとしても、私はそうしなければならない。

「うーん……新刊発売中……ぐぅ」

　寝返りをうったシェラスさんの顔を見つめ、私は重ねた本をベッド横のテーブルに置いた。

　一番上に日記を載せ、私は少しだけうつむく。

　シェラスさんの大切な日記に、嘘を残してしまったことが、とてもとてもつらかった。




了










あとがき




　どうも、小学校、中学校、高校と図書館に入り浸っていた白沢です。

　あの薄暗い図書館独特のわくわくした感じは、図書館以外では感じたことがありません。本屋さんも楽しいですが、古今の書籍が混ざり合って作り上げる雰囲気が、私はとても好きです。




　さて、今回は異なる世界でさまざまな物語を集めるハーフエルフのお話となります。旅を満喫しながらご当地本を求める旅。時間とお金があるなら私もやってみたいと心の底から思います。

　彼女はアウトドアな引き籠もりとでも申しましょうか、旅をしていろいろな人と交流しつつ、引き籠もり気質が拭えないタイプです。本質的には引き籠もりで、屋外でも室内でも本に没頭してしまいます。

　収納魔法付きの鞄は、そんな彼女を助ける便利アイテムで、実は彼女は同じものをいくつか所有しています。こちらはすべて同じ空間に繋がっていて、ひとつの鞄が盗まれても他の鞄からアクセスできるという品物になります。とても便利です。

　ただ、便利なのでいろいろなものを放り込み過ぎて、本人もなにを入れたのか把握していません。ときどき百年前に放り込んだままの食べかけが出てきてびっくりしたりしますが、鞄の中は時間が止まっているので大惨事は免れているようです。




　これまで多くの場所を旅して、その間に多くの仲間を作ったシェラスですが、寿命の差から多くの別れも経験しています。しかし、前世の経験から、彼女はそれをきちんと受け止め、思い出としてきちんと整理しています。

　昔の日記を読んで懐かしんだり、ふらりと思い出の地に立ち寄ったり、彼女なりの方法で過去を懐かしみ、大切にしているのです。

　だから、彼女には悲壮感らしい悲壮感がありません。

　楽しかった思い出も、悲しかった思い出も、すべてが等しく宝物として楽しむことができるキャラクターです。

　彼女はこれからも旅を続けます。この本の内容も、いつか彼女の思い出となり、遠い未来の彼女の旅の中でふと思い出されることでしょう。




令和五年五月

白しら沢さわ戌いぬ亥い










ぐったり筋肉痛エルフ




「みぎゃあああああああっ!!」

　朝一番、わたしは悲鳴を上げた。

「シェラスさん!?　どうかされたんですか!?」

　隣のベッドで寝息を立てていたリーリラがびっくりして目を覚まし、寝巻きのままベッドを下りてわたしの傍らに跪く。

　そして、わたしの肩に手を触れた。

「うぎゃっ！」

　わたしはその瞬間、尻尾を踏まれたネコのような悲鳴を上げていた。

「!?」

　リーリラが驚いて手を引っ込める。

　うう、ごめんよリーリラ、驚かせて……。でも、今は喋るだけでも辛いんだ。

「か、体が……」

「体が？　昨日はあんなにお元気だったのに……急にどうして……」

　リーリラが目を伏せて考え込む。

　きっと何かの病気だと思っているんだろう。でも、違うんだよリーリラ。

「リーリラ、こ、これは……」

「これは？」

　わたしは痛む体に鞭打って、リーリラに真実を伝える。

　リーリラも真剣な表情でわたしの声に耳を傾けてくれた。その真剣な眼差しを見て、わたしは申し訳なくなってしまった。

「――これ、単なる、筋肉痛」

　そう、筋肉痛なのだ。

「き、筋肉痛？」

「そ、そう。だから、心配は、しなくていい、から……」

　喋るだけでも体の色んな場所に痛みが走るのは、昨日全身の筋肉を酷使した上で、なんのケアもしないまま眠ってしまったからだ。

「でも、昨日は一日中この街の書店巡りをしていたと言っていませんでしたか？」

「うん……」

　そう、昨日わたしは食料品の買い出しをリーリラに任せ、街中の書店を駆け回っていた。

　文字通り、街中の書店を一店も漏らさずに。

　もちろん、普通の方法ではそんなことはできない。待ち合わせまでの半日、お昼から夕方までの間にすべての店を回るためには、強化魔法を全身に掛けて走り回らなければならなかった。

　その強化魔法は軍事用の強力なもので、体に掛かる負担も大きい。通常ならこの魔法を使ったあと、治癒魔法で体を癒やさなければならないのだが、わたしはそれを忘れて新しく手に入れた本を読みながら寝落ちしてしまった。

　その結果が、これだ。

「うごごごごご……」

　身動きするだけで全身が悲鳴を上げ、わたしは呻き声を吐く。

　治癒魔法を使おうにも意識を集中することさえできない。

「リ、リーリラ、ち、ちゆ魔法を……」

　わたしがそう訴えると、リーリラは難しい表情を浮かべた。

「そこまで痛みが出ている状態だと、治癒魔法で炎症を抑えるのは体に良くないかもしれません。逆に痛みが長引く可能性もあります」

「ええっ!?」

　それは困る！

「シェラスさんの調合道具を貸してもらえますか？　私の集落に伝わる湿布を作ってみます。きっとそちらの方が、体への負担も少ないと思います」

「わ、わかった……お願い……」

　そうして、わたしはリーリラに生殺与奪を預けることになった。




「はっはっはっは!!　ずいぶん愉快な格好だな！　ははははっ!!」

「お、おまっ、おまえぇぇぇ……！」

　何故かフェルディナンドを伴って帰ってきたリーリラは、すぐに湿布薬の調合を始めた。

　どうやらフェルディナンドは近くを飛んでいる時にわたしの気配を感じて顔を見にきたらしい。ちくしょう、こんな姿を見せることになるなんて……！

「まあ落ち着け、小娘に我が一族の秘薬をいくつかくれてやった。他の薬の効果を高める霊薬だ。その体も三日もすれば元通りになるだろう」

「うぎぎぎ……」

「ああ、礼はまた今度でいいぞ？　本にかまけて治癒魔法を忘れる大間抜けを急かすような真似はしない」

「ぐぎぎぎぎぎ……！」

「ふはははははっ!!」

　呻きながら得意気なフェルディナンドを睨み付けるしかないわたしと、高笑いする奴。

　リーリラがあきれ顔で湿布薬を持ってくるまで、わたしたちはずっとこんな調子だった。

　あー！　悔しい！
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。
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